

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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口絵・本文イラスト　霜降（Laplacian）







　──コロッセオ。それは円柱をくりぬいたような鉄の牙が城じょう。

　しかして人々の目が向くのは、外ではなく内。広大なフィールドに舞うは熱砂。火花を散らすは鉄と鉄。歓声は都度響き渡り、蒼そう天てんに突き抜けるが如ごとく弾はじけてゆく。

　闘う剣士は一対一。獰どう猛もうな牙を剝むき、互いに互いを倒さんと銀の刃を閃ひらめかせる。

　蝶ちょうのように舞い、蜂のように刺すレイピア使い。重剣を振り回し、相手諸もろ共とも大地を割らんとする大男。異国情緒漂う反り返った刃を片手に、流麗に立ち回る武人。

　皆一様に華があった。

　この地に集った者であれば、大地に立つ者も見下ろす者も、同じく戦いに熱狂した。

　観客は口々に、誰が強いかを語り合った。誰が一番優れているかと激論を交わした。

　だが、彼らの言葉の中には暗黙の了解があった。

　──そう。ただし、一人を除く、と。

『勝者、チャンピオン・フウタ！』

　本日最後のプログラム。

　無論それはトーナメントを勝ち抜いた挑戦者と、王座を防衛するチャンピオンの戦い。

　だが、およそ最終決戦には似つかわしくないほど目立つ空席と、漏れ出るような落胆の溜ため息いきは、本来あるべきチャンピオン防衛戦の決着とはかけ離れた光景だった。

　昨日にあった、チャンピオンに挑む挑戦者を決める戦いの方が圧倒的に盛り上がった。

　観客たちは〝事実上の決勝戦〟と揶や揄ゆしながらも、闘剣士たちの紡つむぐ戦いに没頭した。

　砲撃のような歓声が巻き起こり、勝者を賞賛し敗者をねぎらった。

　今日は違う。どうせこうなると思った、とでも言うような呆あきれ交じりの雑音は、歓声とは呼び難い。フィールド中央に立つのは、一人の青年。いつものようにフィールドへと投げ込まれるゴミを眺めながら、それでも尚なお諦めのつかないような表情で俯うつむく。

　慣れきった光景だった。

『お前は闘剣士ではない』『個性のないパクり野郎』『挑戦者を虚こ仮けにする戦い』

　エトセトラ、エトセトラ。

　手を振る気力もなく、まるで敗者のように彼はフィールドを去っていく。

　その背に、聞き知った声が響いた。いつも、自分に挑戦してくる、永遠の第二位。

　或あるいは、〝事実上のチャンピオン〟などともいわれる、一番人気の闘剣士。

　振り返れば、彼は血を吐くようにただ一言、こう言った。

「次は、絶対に勝つ！」

　その言葉に返事をしないのは失礼だ。だが、もう、何と言えばいいのだ。

　──十日前も、二十日前も、三十日前も、聞いた台詞せりふだというのに。

　鍛錬を積んだ。デビュー当初は、これでもそこそこ期待された。

　鍛錬を積んだ。相手と同じ武器を使って勝つことが、批判され始めた。

　鍛錬を積んだ。同じ武器などではなく、そもそも戦闘スタイルを模倣していると知ったコロッセオの常連たちが、フウタを叩たたき始めた。

　鍛錬を積んだ。対戦相手を愚弄する行為だと、指を差して罵られるようになった。

　鍛錬を積んだ。最高位の闘剣士たちに交じっても同じことの繰り返しだ。彼らのファンが、フウタのアンチになった。

　鍛錬を積んだ。誰もフウタに勝てなくなった。観客が苛いら立だちをぶつけるようになった。

　鍛錬を積んだ。彼の戦いは、次第に観られなくなっていった。

　そして最後に吐き捨てられた。

『〈無職〉の癖に』と。

　フウタは、〈無職〉だった。

　この世界では、ありとあらゆる人間に〈職業〉という力が宿っている。皆が皆、生まれ持つ〈職業〉によって得意なこと苦手なことがあり、天職を探し適材適所生きていくのだ。

　しかし稀まれに、〈職業〉を持たない者──即すなわち無職が存在する。どんなことをやらせても、並以下とされる者たち。発生条件は解明されていないが、覆しようの無いレッテルだった。

　フウタはそれを覆したかった。無職だからと弾かれ、省かれ、社会の隅に追いやられて静かに果てる、そんな同じ〈無職〉をフウタは何度も見てきた。だからこそ努力によって出来ることがあるのだと証明したかった。

　フウタは、自分の才に気が付いたのだ。どんな人の動きでも真ま似ねられるという才能に。

　しかし奇抜な発想や豊富な話術があるわけではないから、道化師にはなれない。

　大道芸で稼ぐには、人としての魅力が物足りない。傭よう兵へいとなると、〈職業〉による適性試験を突破出来なかった。癒師としても、騎士としても、立ちはだかる試験が邪魔をした。

　だから、登録だけなら誰でも出来る闘剣士は、打ってつけだと思った。

　闘えば勝つ自信があったのだ。けれど。──現実は違った。

　本職の〈闘剣士〉には華があった。──フウタには、無かった。

　個性のないパクり野郎が、神聖な戦いの場で調子づいている──そう、唾を吐かれた。

　フウタは強かった。負けることはなかった。だがそれだけだ。どれだけ戦っても人気は付いて来ない。人気がなければ、闘剣士たる資格はない。強ければ良いわけではなかった。

「あ……チャンピオン！」

　一人寂しく、選手専用通路を控室に向かって歩いている時だった。声をかけてきたのは、フウタへの挑戦権を賭けて争っている選手の一角である、鎗やり使いの少女。

　黒髪をツーテールにした活発な印象の彼女は、勿もち論ろんフウタとは異なり絶大な人気を誇る闘剣士だ。

「えと……相変わらず常勝じゃん。今回はダメだったけど、次は私が挑戦するから。必ず。だから、覚悟してなよ？」

　突き付けられた言葉は、いつもと同じ。無気力に一いち瞥べつすれば、彼女は嘆息した。

「まあ、眼中にないかもしれないけどさ。見てろよ、ちくしょう……！」

　彼女の顔に浮かぶのは僅かな落胆と、それから向上心だろうか。一度溜め息を吐いて、それから気合を入れ直したように顔を上げ、手を振って去っていく。

　それを見送って、フウタは思い返す。彼女とは、いつか一度手合わせをした。それからは、いつか公式戦でフウタを倒すのだと、息を巻いている様子だった。ああ、まったく。

　羨ましい限りだ。職業〈闘剣士〉として生まれ、人気を博し、毎日歓声を浴びて闘っている彼女のことが。明日への希望を胸に駆けていく彼女とは対照的に、背を丸めて自らの控室へと引っ込んだフウタは、部屋に入るなり大きく溜め息を吐いた。

　どうすれば、〈無職〉でも胸を張って生きていけると、証明出来るだろう。

　悩みは日に日にますばかり。いつも控室で、答えの出ない問いに頭を抱えていた。

　助けを求める友も居なければ、生真面目さゆえに逃げることも出来なかった。

「やあ、フウタ選手。少し話があるんですが、いいですかね？」

　部屋に、このコロッセオの〈経営者〉が顔を出したのはそんな時だった。金に光る入れ歯を見せびらかすように笑みを浮かべ、男はフウタの隣に腰かける。そして馴なれ馴れしく肩を組んだ。議題は、どうしても伸びないフウタの興行収入について。

「分かってるでしょう。どんなに強くても、人気は付いて来ないと。貴方あなたがどれだけ考えても、良いいアイディアは出ませんよ。アイディアを出せるような〈職業〉じゃないんですから。こういうのは、私のような〈経営者〉に任せれば良いんです」

〈無職〉を小馬鹿にされていることに気付けないほど、フウタは疲弊していた。

「強いばかりで華が無い。よく言われているはずだ」

　頷うなずく気力も出ないほど、言われ続けた言葉だった。

「──だからね。貴方に華が無いなら、試合に華を持たせましょうよ」

　だからその甘言が──〈職業〉による話術の力だとすら気付けず。

　まさしく天啓を受けたように、彼の方を見てしまった。

　そしてその日、チャンピオン・フウタの在位記録に終止符が打たれた。




　同日──彼はコロッセオから追放された。










第一話　たとえば俺が、チャンピオンから──




　旅の果て──コロッセオを追放されてから二年。

　フウタの姿は、祖国から遠く離れた王国の首都にあった。

　この国まで来ると、フウタを知る者など最も早はやいない。距離が遠いこともあるが、何よりこの王国には闘剣という文化が無いからだ。もっとも、もしフウタを知る者が居たとしても、以前とはかけ離れた風貌の彼をフウタと断定出来るかは難しいところだが。

　伸び放題の髪と、粗雑にナイフか何かで切っただけの髭ひげ。

　体たい軀くは瘦せ衰え、纏まとうボロ布は異臭を放っている。

　これで〈無職〉とくれば、仕事を斡あっ旋せんして貰もらえないのも当然だろう。

　自分でも分かっていた。それでも王国の首都までやってくれば、非合法だろうと何だろうと、仕事の一つもあると信じてここまで歩いてきた。

　だが、フウタは最早限界が近かった。視界は霞かすみ、腹部より下は既に感覚が殆ほとんど残っていない。飢えと、日照りによる脱力で、歩みを一歩進めるのもやっとだった。

　──まだ意識がはっきりとしているのは、これまで積んできた鍛錬のおかげだろうか。

　王都の隅にある裏通り。

　昼から営業している酒場の店主は来店のベルに顔を上げ、フウタを見るなり舌打ちした。

「……金は持ってんだろうな」

　金は持っていなかった。路銀はとうに尽きている。もしも善意で食料を恵んでくれるような店主なら、と仄ほのかな期待はすぐに諦め、フウタは酒場の奥へと目をやった。

　しかしてそこには、幾枚もの粗紙スクロールが貼られた掲示板があった。

「……おい兄ちゃん、聞いてんのか」

「仕事を。仕事をくれないか」

「仕事だァ？　……〈職業〉は？　まさか〈無職〉ってんじゃねえだろうな」

　禿とく頭とうの店主は腕を組み、フウタを上から下まで眺めて呟つぶやく。ふらふらと店奥の掲示板まで足を運ぶフウタの肩を摑つかんで止めて、彼は告げた。

　ここでも、〈職業〉だ。どの町でも、どの国でも、〈無職〉の扱いは粗略に尽きた。

　この店でも仕事を断られたら、いよいよ自分は死ぬかもしれない。

　ぼんやりと、それもまたいいかもしれないと思った。長い時間かけてすり潰された心。追放からの当てもない旅。うだるような熱と幾つもの悩みに、脳が溶けたように、死ぬことすら怖くなくなっていた。心が軽く麻ま痺ひを起こしていたと言ってもいい。

「──だとしたら、仕事は無いか？」

「マジで無職かよ。そっちの掲示板には無職なんぞにくれてやれる依頼はねえ」

　その言葉に含まれた副音声は、すぐに分かった。

　目に見えるところに出せない依頼なら、あるのだろう。

　何が割に合わないのかは、ものによる。対価、日数、報酬、リスク。或いは──

「……話し相手になるだけで、三十万？」

「本当はこんな依頼、うちで預かるのも嫌だったがな。非合法のこういうの目当てにする、お前みたいなヤツの為ための店を開いたつもりはねえんだ」

　前金を受け取ってしまったからしかたない、と吐き捨てた店主が渡してきた依頼は、内容の割に高額な、所謂いわゆる怪しい仕事だった。

　当然違法だ。少なくとも、正当な依頼方法で出そうとしたら検閲で弾はじかれる。

　だが今のフウタにとってはちょうどよかった。どのみち依頼を受けなければ死ぬだけだ。

「これを引き受ける。……その金で、飯をくれないか」

　フウタの懇願に、店主は少しだけ嫌そうな表情を浮かべて呟いた。

「まぁ良いだろ。臭ぇ浮浪者にうちで飯食わせるなら、妥当な線だな」

　食ったら即帰れ、と言って厨ちゅう房ぼうに引っ込む店主。

「……ふぅ」

　ひと月ぶりだろうか。ようやくまともな食事にありつける。涙が出そうになるのを堪え、フウタは改めて依頼書に目を通した。これからどんな目に遭うか分からない。

　ただ、今は。

　この依頼のおかげで命を繫つなぐことが出来た感謝の気持ちで、胸がいっぱいだった。
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　その翌日のこと。少しだけ元気を取り戻して、依頼書を片手に約束の場所にやってきたフウタは、周囲を見渡して顔をしかめた。治安が放棄された区域とでも表現しようか。

　指定された旧噴水広場という場所は、自分と同じように路上で生活するしかない者たちが住まう裏路地。やはり罠わなだろうかと疑いつつ、彼はゆっくりと歩みを進めていた。

　そして。強烈な気配に顔を上げた。

　噴水の前。静かに座す、フードを被かぶった少女の姿。本来、こんなところに一人で少女が居ようものなら、たちまち飢えた人間の欲望の捌はけ口ぐちにされる。

　だからこそ、異質に映った。

　広場には、浮浪者の根城はあっても彼らの姿は一つもない。張りつめたような空気は、まさしくコロッセオで感じた闘気そのもの。それも少女が発するそれは凄すさまじい。フウタが相手にしてきた最上級の闘剣士に勝るとも劣らない、静せい謐ひつかつ鋭利な猛も者さの力の発露。

　フウタは慌てて依頼を確認した。場所は合っている。相手の風貌は蒼あおのフードを被った軽けい鎧がいの人物。該当するのは彼女だ。だが依頼は果たし合いではなく話し合い。もとい話し相手だ。話し相手を請け負って来たのにこの空気感では、自分以外の受注者は逃げ出してしまうのではないか。素直に、フウタはそう思った。

　あの、と。一歩、広場に足を踏み入れて声をかける。

　瞬間、フードの角度が上がった。こちらから見える口元だけが、小さく弧を描く。

「依頼を受けてくださった方ですか？」

「ええ……まあ……」

　フウタは面食らった。彼女の声は清涼で、可か憐れん。張りがあり、聞き心地が良かった。

　ただ、これだけの闘気を纏わせておいて、敵意の欠片かけらも感じなかったのは、妙だ。

「どうかなさいましたか？」

「いや、その。依頼主さんを不快にさせるつもりはないのですが」

　きょとん、と首を傾かしげる少女。フードがこてんと揺れた。

「これほど闘気が強烈だと、誰も近づけないんじゃないかなと」

　コロッセオの猛者たちが日常的に纏っているものだから、フウタは気にならない。だが彼自身も、何度も何度も戦ってようやく慣れたのだ。いくらなんでもこんな場所に非合法の依頼を抱えて訪れるような人間に、この空気の中を歩いていけというのは酷だろう。

　しかし、少女は彼の言葉がよく分かっていない様子だった。

「わたしから……闘気が？　そんなつもりはありませんでしたが」

「マジですか」

「結構、分かるものですか？　意外と出している本人は気づかないものなのでしょうか」

「一度しっかり訓練はしないと、漏れてしまうことはあるみたいです」

「なるほど、道理でここ数年、人に避けられていたわけですね」

　ふむ、と顎に手を当てる彼女。しかし闘気が消える兆候は一切ないとなれば、フウタも彼女が無意識に出しているものだと結論付ける他なかった。

　隣へ行って、少し考えて、離れて座る。と、少女はフードごとフウタに顔を向けた。

「あれ。……わたしの闘気って、そこまで離れたいものなのでしょうか」

「いやむしろ、こちらがしばらく不衛生だったので、臭うかなと」

　フウタとしては気を遣ったつもりだったのだが、少女は首を横に振った。

「この場所がもう随分と臭いがきついので、今更です。気にしないでください。わたしが、お話をしたくてここに来たのです」

「それはまた、奇特な……」

　お話。果たして実際はどんな依頼なのだろうかと身構えてやってきてみれば、どうやら本当にお話のようで。フウタは目を瞬しばたたかせて、少しだけ彼女に寄って腰かけた。

　噴水を取り囲む石の縁に二人。

「で、話というと？　依頼には、詳しいことが書いてなくて」

「そうなんですよね」

　え、と困惑するフウタをよそに、彼女はまるで他人ひと事ごとのようにそう言った。

「お互いに何も知らない間柄ではありませんか。そういう関係だから話せることもある、とアドバイスを貰ってやってきたのですが。いざ会ってみると、悩んでしまいますね」

「はぁ……」

　そんな思い付きに非合法の依頼を──三十万などという大金を使って──出したのか。

　この様子なら金に不自由はしていないのだろう。金持ちの考えることは分からない。

　とはいえこちらは依頼を受けた身だ。話し相手になるという依頼である以上、会話が続かないというのは良くないだろう。話術に自信があるわけでもなければ、得意な〈職業〉でもないけれど。ありきたりの話でも、振らないよりはマシだろうと考えて。

　まずフウタは、深く、頭を下げた。

「依頼、ありがとうございました。本当に」

　大仰な礼に、少女は少し驚いたように口を開ける。

「いえ。そんなに、御お礼れいを言われるようなことでは」

「貴女あなたにとってはそうかもしれません。でも、俺にとっては違ったんです」

「……というと？」

　フウタはぽつぽつと、この国に来るまでのことを語り始めた。

　仕事でやらかして、職場を追放されたこと。

　それから路頭に迷い、〈無職〉ゆえに仕事もろくにさせて貰えなかったこと。

　ようやく、遠いこの国に辿たどり着ついたこと。

「〈無職〉……なるほど」

　小さく呟いた少女の言葉は、フウタには届かず。

「追い出される前は、どんなお仕事をしていたのですか？」

「闘剣士です。腕には、自信があったんですが」

「追い出されてからは、その腕を活いかせるお仕事にも就けなかった、と？」

「ええ。資格に〈職業〉のふるい分けがあるのと──まあ〈無職〉でここまで剣の腕だけを鍛えていた人間もそう居ないでしょうから」

「です、か……」

　少女は押し黙り、俯うつむいた。

　そっと唇を撫なで、何かを思案したらしい彼女は、しばらくして立ち上がる。

「──良よい、機会だったかもしれません」

　それが何を意味する言葉かは、フウタには分からない。

　立ち上がった少女をぼんやりと見上げることしか出来ない彼に、少女は振り返る。

「元闘剣士だと言うなら、手合わせをしませんか？　報酬は別途でお支払いしましょう」

　急な提案に、フウタは面食らった。どういう意味かと意図を問う困惑の表情は、しかして彼女の柔和な笑みに封じられる。

「これを、運命と呼ぶかどうか。試したくなってきまして」

　詩的な言い回しはフウタには理解出来なかった。金持ちは道楽にも全力なのか、程度のことしか考えられない頭では、彼女の言葉にロマンチックな返しをするなど不可能だ。

　そういう〈職業〉でもないのだし、諦めて続きの言葉を待った。

「この依頼を出すのは何度目かになるのですが……そも、わたしの前に現れてくれたのも貴方あなただけでした」

「それはそうかもしれません」

　彼女の闘気は、威圧感となって周囲を圧迫する。この辺りに寝ているような者たちでは、呼吸すらままならないだろう。確かにそういう意味では、依頼を受けたのがフウタでなければ、こうして会話することすら出来なかったかもしれない。

「その貴方が、〈職業〉によって苦しい思いをしたこと。遠い国からこの王都まで訪れたこと。……剣の腕が立つ、と自ら口にしたこと」

　すらり、と彼女は一本の剣を抜いた。

　エストック──中でもコンツェシュと呼ばれる刃渡りの長い刺突剣。

　少女は、ほぅ、と上気した熱い吐息とともに、切っ先をフウタに向ける。

「以上がわたしにとって大事なことでした。あとは──貴方の腕がわたしの想像通りなら、という期待ですね」

　目の前の少女の腕は、おそらくコロッセオの猛者たちに匹敵する。報酬は別途。依頼は手合わせ。断る理由は無い。小さく、彼女にも聞こえないくらいの声で、フウタは呟つぶやく。

「たとえば俺が、チャンピオンから無職にジョブチェンジしたとして──結局のところ、やることは変わらない」

　観客は居ないけれど。フウタは、最後の闘剣に臨む気分だった。

　これが最後と心を構えて闘えるなら、そんなに幸せなことはない。

「得物は、わたしの予備しかありませんが」

「それで構いません」

　下ろされたコンツェシュを前に、フウタは立ち上がる。

「相手の使う得物が、俺の得意武器だ」

　知れずフウタの瞳が闘剣士のそれに切り替わった瞬間、少女はフードの奥で身震いした。

「相手の使う得物が、俺の得意武器──ですか」

　挑発と取ったのだろうか。彼女はフードを被ったまま、身じろぎすると熱い息を吐いた。

　依頼主を不機嫌にするのは本意ではない。

　困ったように眉を下げ、謝罪を口にしようとしたフウタだったが、彼女は続けた。

「……良い、台詞せりふですね」

「は？」

「言ってみたいものです、わたしも。そういうカッコいいの」

　金持ちの考えることはよく分からない。はあ、と困惑したフウタは手元のコンツェシュを振るい、気持ちを改める。どうやら、彼女は機嫌を損ねたわけではないようだし。

「相手が降参と言うか、寸止めで勝利。怪け我がをさせるつもりはありません。また、あまり大声は上げないように。ここにわたしが居ることを、王都に知られたくありません」

「……よく分かりませんが、分かりました」

「理由が分からずとも従う。そういうことが出来る人間は大変好ましいですよ。では」

　彼女はそう言って、軽く距離を取った。少女が構える。フウタも、同じように構えた。

　──静まり返る時は一瞬。

「始めましょうか」

　ブレるように彼女の姿が消えた。かさり、と小さく石畳をこする音がする。

　小さく頰に微風そよかぜ。気配は下。フウタは反射的にコンツェシュを喉の前に構える。

　火花。金属音。瞬まばたきする間もなく、彼女はフウタに肉薄していた。

　連撃。繰り出される刺し突とつは正確で、次々に人体の急所を狙い穿うがたんと押し寄せる。

　その全てを、同じコンツェシュの刺突で牽けん制せいする。

　突き刺し、引く。その動作の弱点は一呼吸必要になることもそうだが、それ以上に続ければ続けるほど速度が落ちるというものがある。

　攻めあぐねたのを察した刹那、すぐさま少女は跳び下がった。

「ふふっ」

「……俺は貴女のお眼鏡めがねに適かないましたか？」

　笑み。フウタも分かっていた。

　これはただの挨拶だ。見知らぬ相手がどれほど戦えるのかを調べる戯たわむれ。

　うっかり殺してしまわないかどうか。相手がどこまでついて来られるのか。

　剣の、会話だ。

「さて、どうでしょう……これからですよ」

「……はい」

　ふわり、風のように少女は搔かき消きえる。

　次の瞬間、右から気配──否、背後。鈍い音と共に振り返り、フウタは呟く。

「コンツェシュの魅力は、刺突剣でありながら長い刃による薙なぎ払はらいも可能であること。背後から相手の頸くびを薙ぐくらい、造作もないということですね」

「避けるので精一杯と思いましたが、振り返った上で受けますか。それはそれは──」

　──余裕ですね、と。そう呟きを残して、少女はまたしても搔き消える。

　この消え方も、魔術によるものではないとフウタは理解していた。

　緩急。その極限。緩慢に見せる動作と機敏な動作の繰り返し。それが人の瞳を惑わせ、消えたように見せるのだ。小柄な少女であるからこそ、より抜群の性能となる。

　だが、もう、〝理解〟した。──フウタの瞳が、金色に変わる。

　背後に現れた彼女が下からコンツェシュを突き上げるようにフウタを狙った。

　ステップバックからの刺突や薙ぎ。──知っている。

　対象の視界を惑わせ攻撃を狙うスタイル。──知っている。

　我流が染しみついているが、おそらくはどこかの正統な流派の手ほどきを受けた美しい技。──知っている。

「くっ……攻めきれませんか！」

　少女の熱が上がってきた。

　一、二、三、四。刃の閃ひらめきは的確にフウタの急所を狙う。

　その全てを受け流され、少女は一度足を止める。

「……既に想像以上で、もう、正直試しとしては合格なのですが」

「ですが、というと？」

「ちょっと、楽しくて困りましたね。──全力で行きます」

　言うや否いなや、彼女は乱雑にフードを脱いだ。

　フウタは驚いた。わざわざ身分を隠していただろうフードを自分から脱ぎ捨てたのだ。

　その先に居たのが銀世界のような髪を靡なびかせる絶世の美貌を持った少女とくれば、動揺もする。だがすぐにフウタも表情を戻した。

　彼女は実に獰どう猛もうな笑みを浮かべた、生粋の武人であったから。

《宮廷我流剣術：雨デシュツ》

　繰り出されたのは、必殺とも呼べる彼女の技。宮廷で学んだエストックの剣術を改良した、コンツェシュによる篠しの突く雨のような刺突の連撃。

　手先が二十三十にも増えたように錯覚させるほどの最速剣技は、スプレッドのように拡散し敵を穿つ。──だがそれすらも知っている。

　フウタは、彼女の連撃を、全く同じ動作で迎え撃った。

《模倣：ライラック・Ｍ・ファンギーニ＝宮廷我流剣術：雨》

　フウタは──模倣の達人だった。

　ただ模倣するだけではない。相手の持つ鍛錬の軌跡を瞬時に写し取る。相手がどんな鍛錬をしてきたか、どんな相手と戦ってきたか。その上で、どんな戦術を編み出してきたか、その軌跡を模倣する。その模倣を、コロッセオで相対した戦士の数だけ行ってきた。

　故に、最強。故に、無敗。

　相手の軌跡を模倣するそのさまを見て、観客は嘲笑あざわらった。

　信念のないパクり野郎、と。

　だが、誰も土を付けることは出来なかった。最後の最後、八や百お長ちょうによる幕切れまで。

　たとえ、チャンピオンから無職にその身を落としたとて、彼の今まで持っていた、歴戦の猛も者さたちの軌跡までは失わない。

　遠く離れた国の王都にあっても、闘い方は変わらないのだ。

　そしてまた一ページ。

　目の前の少女という猛者が、彼の得た軌跡に加わるだけのことなのだ。

　狙うは背後。彼女と同じように緩急を付けて搔き消え、死角から急襲する。

「っ──あああ！」

　コンツェシュによる斬撃はしかし、少女の超反応によって弾はじかれた。

　驚いたのはフウタだ。しかし、なるほどとも思う。

　彼女の力量であれば防げなかったであろうこの一撃。──しかしどういうわけか、彼女は背後や真上といった、所謂いわゆる死角に対する反応だけは異常だった。

　別に、才能がどうこうというわけではない。単に、彼女が死角に対する反応を鍛錬し続けているという努力の賜たま物ものだ。

　何故なぜかは、分からないが。分からなくても、構わない。

　ならば、真正面から打ち倒すだけのこと。

《宮廷我流剣術：雨》を放ち切ったその瞬間、彼は続けざまに打ち放った。

《宮廷我流剣術：雷霆グリジュモッド》

　彼女が放っても居ない、彼女の技を。阻はばむ全てを突き抜ける刺突の一撃を。

「うそっ」

　連撃を放ったままに突き抜けてくる刃は、彼女の喉ぎりぎりでぴたりと止まった。

《雨》によって弾かれた少女のコンツェシュが、からん、と地面に転がった。

　静かに俯うつむき、震える少女の口から、ぽつりと漏れる言葉。

「こっ……」

「こ？」

「こんなに楽しかったのは初めてです！」

　蒼あおく美しい瞳を輝かせ、少女はコンツェシュを拾い抱いてそう言った。

「それは、良かったです」

　依頼主に満足して貰もらえたなら、それ以上に有あり難がたいことはない。

　別途報酬も入るという話だし、闘いを通してこんなに喜んで貰えたのも初めてのこと。

　自然と眦まなじりが下がり、口角が緩んだ。どれほど酷ひどい目にあったとしても、昨日ありつけたご飯に救われた。そして、自分の磨いてきた技で、喜んでくれる人が居た。

　これは、他の誰にも分からない、フウタだけの感動だったのだ。

　もう少し生きてみようと、思うくらいには。

「……やはりこれは、運命なのやもしれません」

　少女の漏らした言葉に、フウタは顔を上げる。いったい何のことだろうか。

「試しは、上々。いいえ、最上級のものだった。貴方あなたという剣士は、無職でありながら、ここまでの実力を練り上げ……わたしと出会った」

　紡つむぐ言葉は流麗で、詠うたう声色は美しく。

　まるでおとぎ話の姫君のように、彼女はフウタに手を伸ばす。

「貴方を、当家の食客として招きましょう。条件は、わたしの望む時にこうして鍛錬を共にすることのみ。その他、衣食住の全てを保障します」

　とんでもない条件が聞こえたように思えて、ついフウタは聞き直した。

　え、と声を漏らすフウタに、彼女は頷うなずく。

　彼女の望む時に鍛錬に付き合えば、それだけで衣食住が保障される。

「……良いいんですか」

「貴方の価値をわたしが見込みました。他の者に否は言わせません」

　断る理由はない。どのみちフウタに今後の当てはなく、生きていく保証も無い。

　だがあまりに条件が良すぎて困惑しているのを、どうにも渋っているように思われたようで。少女は、フウタの手を取って問いかけた。

「難しいでしょうか。入用でしたらお金はわたしの出せる範囲で幾らでも出しましょう。欲しいものは欲しいと言っていただけたら、すぐに手配します」

「や、いやいやいや。そんな恐れ多い」

「恐れ多い？」

　首を傾かしげる少女の、銀世界のような美麗な髪が揺れて、陽光に照らされて光が迸ほとばしる。

　フードを被かぶっていなければ、最初からこのように小首を傾げる度、美しい風景が広がっていたのだろう。

　フウタは、そんな見当違いなことを考えて呆ほうけていた。

「恐れ多いだなんて、今更ですよ。なるほど、貴方を縛っているのは遠慮ですか。ならばこちらも、慮おもんぱかる必要はありませんね」

「へ？」

　ふわりと髪を払い、少女は自らの胸に手を当てた。

「わたしはライラック・Ｍ・ファンギーニ。この王国の第一王女にして、都の政まつりごとを預かる者です。──ふふっ」

　少女は楽しげにフウタを指さす。

「貴方は王女に剣を向けたんですよ？」

「そんな脅しがありますか!?」

「わたしに遠慮して渋るくらいなら、脅した方が早いというものです。いにしえの騎士のように、わたしに忠誠を誓うロマンチックな文言が紡げるというのであれば、それが一番良いのですが」

　王女だとか。剣を向けただとか。色々と言いたいことはあるけれど。

　それでもフウタは頭を搔いた。今更の話だ。

　もう、地獄ならとうに越えてきた。

　こんな嬉うれしい提案を、相手が望んでしてくれるというのなら。

　人生で一度くらい、幸せを願っても良い。

「フウタと言います。……気の利きいたことは言えませんが」

「伴侶となるわけでもなし。それで構いませんよ──フウタ」

　冗談めかして笑う少女の表情は、とても可か憐れんで美しかった。
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第二話　今日から俺は王女のヒモ？




「まさか、王女様だったとは……」

「王都に来て間もないならば、知らなくとも無理はありません」

　意気揚々と、楽しげな笑みを添えて彼女──ライラックはフウタの隣を歩いていた。

　フードを改めて被り直した彼女と共に路地裏を進んでいくと、共用墓地に出る。

　一角に生える柳の下が、王城と王都を結ぶ隠し通路の一つなのだとか。部外者に教えていいのかと問えば、彼女は微ほほ笑えむだけ。この程度の秘密であれば話しても問題ないとでも言いたげな、恐ろしい笑顔だった。

　藪やぶをつついて蛇を出す必要は全く無い。この話は止やめにして、別の話を振ろうと考える。

「第一王女様がこんな出歩いていて良いんですか？」

「ダメですね。ましてや貴方に非合法の依頼を出していたなどと知れたら、ふふっ」

　フウタは微妙な笑顔で応えるにとどめた。これも拙まずい話題だった。

　段々分かってきたことではあるが、このライラック王女はかなりの曲くせ者ものであるようだ。

　可憐な容姿、麗うるわしい美貌。王女として素晴らしい素養を持っているのは分かる。

　　が、中々にアグレッシブでアクティブで、そして頭が回る。

　フウタを罠わなに嵌はめようと彼女が思おうものなら、翌日には処刑台に乗せられてそうだ。

「〈職業〉が〈教師〉でもない相手とわたしが城外で刃を交えた時点で、どんな言い訳を並べても厳罰でしょうし。なので、わたしと剣を交えたことは内緒ですよ？」

　口元に人差し指を持ってきて、小さくウィンク。ふとした仕草が絵になる少女だ。

　彼女は共用墓地の大樹の下にやってくるなり、木の表面に偽装した板を取り外すと、洞の中へと入っていく。そして手だけが伸びてきて、こいこいとばかりに手招きする。

「いきますよ」

　洞の中はそのまま地下に降くだる梯はし子ごになっており、ライラックはぴょんと飛び下りる。

　生返事をしたフウタが続いて降ると、彼女は立てかけてあった松明たいまつを手に取った。

　慣れた様子で歩き始めたのは、真っ暗で狭い通路だった。

　ひたすら暗闇が広がっている通路の、幾つもの曲がり角や階段がある中を、松明片手にさくさくと曲がったり下りたり上ったりして進んでいく。

　道中、彼女は思案するように口元に指を当てた。

「──貴方が強い闘剣士であることの証明が急務ですか」

「証明、ですか」

「身なりを整え、わたしの食客だと紹介したとして。〈無職〉である以上、『どうして貴方が強いことを知っていたのか』という話になります」

「どこかで見た、とかではダメなんですか？」

「それは良い案ですが……わたしが単独で動いていることを悟られるのも嫌なのです」

「なるほど」

　つまり、『王女だけが知っている凄すご腕うでの闘剣士』では弱い。

　そうなると、とフウタは少し考えた。闘剣士のチャンピオンであったことを言えばいいのではないかと。だが、それはつまり八や百お長ちょうしたような男を招致したということになる。

　八百長だけを伏せても、いずれ露見する。──提案だけ、してみるべきだろうか。

　そんなことをぐるぐるとフウタが考えていると、ライラックは軽く手を打つ。

「まあ、いいでしょう」

「王女様？」

「すぐに貴方の強さを証明する機会を作ります。それまで賓客としてお過ごし下さい」

　何かを企たくらんでいるような、そんな眉根の寄り方だった。

　フウタに対して悪意はないのだろうが、若干の空恐ろしさを感じる。

　あまり波風を立てるのが得意ではないフウタは、ふと気づいた。

「逆に、証明しなくても良いというのは？　貴女あなたさえ、俺の腕を知っていてくれれば」

「──無いですね」

　即答だった。

「単純に、ただの食客として置きすぎると外側への風聞が悪いのと……あと、貴方との鍛錬をこそこそ隠れてやらなければならないのは、面倒です」

「そ、そうですか」

　では、どうしたものだろうか。何か彼女に協力出来ることはあるだろうか。

　思案するフウタをその蒼の瞳で一いち瞥べつして、ライラックはくすりと微笑む。

「大丈夫です。貴方はゆるりとおくつろぎください。条件に変更はありません。わたしの方で、全部片づけておきますから」

　わたしの方で全部片づけておく。この字じ面づらから感じる怖さは何だろうか。

　とはいえ、フウタに何かが出来るわけでもない。

　自分のことを全て任せる心苦しさはあるが、ここは甘える他無いだろう。

「宜よろしくお願いします」

　ええ、と頷いた彼女は鼻歌交じりに、上機嫌さを隠そうともせず地下道を闊かっ歩ぽする。

「……そういえば」

　思い出したように、ライラックは顔を上げた。隣り合う二人はそこそこの身長差だ。

　自然と上目遣いになり、松明に照らされる美麗な相貌にフウタは息を吞む。

「今のうちにお聞きしたいのですが。わたしの剣を全部受けきったのはともかく……最後のは偶然ですか？」

「最後、というと」

「わたしの得意技なんですよ。あの刺突」

　ライラックが指した最後とは、きっと《宮廷我流剣術：雷霆》のことだろう。

　確かに彼女からしてみれば、偶然にも同じ技を使われたに等しい。

　だが違う。軽く頭を搔かいたフウタは、気まずそうに口を開いた。

「信じられないかもしれないんですが……俺、相手の戦い方は全部分かるんです」

　ただ目を丸くするのみの少女に、フウタは続ける。

「どういう技を使えるのかとか、そのためにはどういう動きが必要かとか。で、再現出来るので……コロッセオでも、相手と同じ武器で戦ってました」

　彼女も、ずるいと言うだろうか。この戦い方だけが魑ち魅み魍もう魎りょうの跳ちょう梁りょう跋ばっ扈こするコロッセオで、フウタが唯一渡り合えた方法だった。結果として無敗のチャンピオンにまで到達したその実力は、しかしペテンだパクりだと唾を吐かれた。

「では、最後も。わたしが放ってもいない技を模倣したと？」

「そういうことになります」

「なるほど……」

　思案するように、口元を人差し指でなぞるライラック。

　フウタは、知らず生唾を飲み込んだ。

　卑ひ怯きょうだ、要らない。などと言われてしまえば、結局放逐される。それが嫌だというわけではない。もう慣れた。ただ、一度は認めてくれた人に突き落とされるのは、辛つらかった。

　考え事をするライラックの真剣な表情は、鋭い。フウタを賞賛していた時の天てん真しん爛らん漫まんな顔とは打って変わって、熟練の為政者のような風格を醸かもし出だす彼女が熟考すればするほど、フウタの緊張は高まった。が、思考の終わりは唐突に訪れた。

「──え、最強では？」

　鋭利な表情はどこへやら。

　きょとんと目を瞬しばたたかせて、ライラックはフウタに目をやった。

「……信じてくれるんですか？」

「ここでわたしに噓うそを吐くリスクを考えたら、真実一択です。そんなとぼけた返答が聞きたいのではありません」

「あ、はい」

　ぴしゃりと彼女は言葉を切る。

「貴方あなたはそんな力を持っていながら、闘剣士として放逐されたと？」

「……そう、なります」

　ライラックは至極、胡う乱ろんなものを見るような瞳でフウタを見つめる。

「経営者は人間でしたか？」

「人であることすら疑われるんですか!?」

「控えめに言って理解が出来ませんね。少し頭をひねれば、貴方の強さを利用して幾らでもコロッセオを盛り上げることくらい……」

　ぶつぶつと、ライラックは首を傾かしげて呟つぶやく。

「俺が、凄すごく弱かったとかは考えないんですか？」

「あり得ません。コロッセオで弱者であったなら、〈無職〉の貴方が腕に自信を持つことなど不可能なはずです」

「それは、おっしゃる通りで……」

　それに、と彼女は続けた。

「貴方は強かった。剣に、たゆまぬ鍛錬の跡が見られた。どんなに模倣の力があったとて、自らの力量が追い付いていなければ、ああもわたしの技を真ま似ねすることなど出来ません」

「──っ」

「剣を交えたわたしの言葉です。胸を張り己を誇りなさい、フウタ。コロッセオが貴方をどう思おうと、わたしは貴方の研けん鑽さんに敬意を表しています」

　最後に、ふわりと微笑んで、ライラックは「もうじき王城です」と背を向け歩き出した。

　一瞬、フウタは動けなかった。否定されなかったこと、ずるいとも、卑怯とも言われなかったこと。そしてなにより。生まれて初めて、人に努力を認めて貰もらえたことが。

　心から、嬉うれしかった。

「……フウタ？」

「す、すみません、ぼうっとして」

　足を止めていたことを訝いぶかしがられたらしい。振り向いたライラックが首を傾げる。

「満足な食事も取れていないと言っていましたね。城に着いたら手配しましょう。さあ、ここを登れば王城ですよ」

　何やら勘違いされたが、流石さすがに恥ずかしくて訂正は出来なかった。

　最後に彼女が指し示した長い梯子を上り切ると、豪ごう奢しゃな部屋の暖炉に繫つながっていた。

　ライラック曰いわく、既にここは王城の塔にある部屋の一つ。

　流石は王城というべきか。手入れが行き届き、装飾も美麗な部屋だった。

「とりあえず貴方には客室を与えたうえで、身の回りの世話が出来るよう、メイドを付けようと思いますが……」

　そう言ってライラックは一度フウタを上から下まで眺め、困ったように微ほほ笑えんだ。

「客人として招くにあたり、少し身だしなみを整えて貰いましょうか」

「……すみません」

　王女ともあろう人が、今まで表情一つ変えず共に居てくれたことの方が奇跡だった。

　伸び放題の髪と髭ひげ。纏まとうボロ布は異臭を放っている。自分は鼻が麻ま痺ひしてしまっているが、本来こんな部屋に居て良い装よそおいではないと、フウタは肩身の狭い思いだった。

「服装も含めて、考えなければなりませんね」

「お手数をおかけします……」

「いえ。貴方を滞在させる対価としては、些さ細さいなことです」

　あっけらかんと、美しい髪を払って彼女は言う。随分とフウタを買っているような台詞せりふに、流石の彼もそろそろ歓喜より困惑が勝ってくる。

「嬉しい話ではあるのですが……何のために俺にここまでしてくれるんですか」

「ああ。ごめんなさい。条件ばかりを口にして、目的を伝え忘れていましたか。確かに、不審に思われるのも無理はありませんね」

　くす、とライラックは笑う。

「──本当にただ、頻繁に手合わせを願うだけです。ちょっと最強になりたくて」

「強くなるために……。職業〈教師〉の人間ではなく、俺を？」

「ええ、貴方が良いい」

　真正面から『貴方が良い』と言われて、一瞬フウタはたじろいだ。

　安心してください、とライラックは続ける。

「貴方に求めるのはわたしとの手合わせのみ。〝契約〟を交わしてもいい。期限は貴方が城を出たいと望むまで。わたしとしては、そんな日は来ない方が好ましくはありますが」

　噴水広場での打診と変わらない。より具体的になった条件提示。

　ただ、フウタにとって疑問なのはそこではなかった。

「どうして、貴女は最強になりたいのですか？」

「──」

　問いに対する返答は、ただの微笑みだった。それはもう、にっこりと。語らずとも瞳が言っていた。──聞くな、と。

「……ああえっと。俺が、何か力になれたらと」

　決して彼女の機嫌を損ねたいわけではないフウタは、さっと言葉を濁した。

「フウタに求めるのは、わたしとの手合わせのみ。詮索は不要です」

「……分かりました」

　踏み込み過ぎたか、と自戒していると、ライラックは優しく諭すように告げる。

「いずれ、お話しすることもあるかもしれません。ただ、それは今ではない」

　そうですね、と、思いついたように指を立て、悪戯いたずらっぽく彼女は続けた。

「貴方に出来ることは、そう。わたしが、わたしの全てを話したくなるくらい、ずっと期待させてください」

「期待、ですか。……貴女は、俺に何か期待をしていると？」

　彼女はフウタの問いに頷うなずいて、一度目を閉じた。胸に手を当て、謡うたうように紡つむぐ。

「──人間は〈職業〉の奴隷ではない。貴方は身をもってそれを魅せつけてくれました」

　その言葉に、フウタの息が詰まる。

「今後も、そうあって欲しいと……わたしは期待しています」

　最後にフウタに微笑み、彼女は柱時計に目をやった。──時刻は昼を回ろうとしていた。

「わたしは午後から政務がありますので、その間は自由に寛くつろいでいてください。身の回りの世話はメイドに頼んでおきますので」

「この部屋に居れば良いですか？」

「ええ。外出を止めたりはしません。ただ城に戻れなくなると厄介なので、その際は必ずメイドを付けて、という形でお願いすることにはなりますが」

「分かりました」

「ありがとうございます。それでは──ああ、そうそう」

　ライラックは部屋を出ようと豪奢な両開きの扉に手をかけ、思い出したように言う。

「貴方に付けるのは、わたしが一番信頼しているメイドです。彼女を通じて、他の王城関係者からちょっかいを掛けられるようなことは無いはずですからご安心ください。ただ」

　そう少し思案したのち、彼女は困ったように眉を下げた。

「そう、ただ。ちょっぴり癖の強い子なので、寛大な心で相手をして下さると幸いです」

　その言葉を最後に、ライラックは部屋を出ていった。

　颯さっ爽そうとした背中を見送って、フウタはしばらくの間立ち尽くしていた。

　一人になってようやく湧く実感とでも言おうか。むしろ、夢見心地と言うべきか。

　去年の自分どころか、昨日の自分に言っても信じては貰えないだろうこの状況。

　現実逃避というわけではないが、ぐるりと周囲を見渡して、ふと思った。

「……メイドさんが来るらしいとはいえ。俺をここに放置して良いんだろうか」

　暖炉が通路になることは分かっていて、扉に見張りも居ない。調度品はどれも高価な印象。それも、コロッセオの経営者執務室よりも随分と上品だ。大物小物問わずいわゆる〝金目のもの〟しかないような場所に、浮浪者同然の男を一人ここに残したのは、セキュリティに自信があるからか、或あるいは。

「……別に、盗まれても構いません、ってことなのか？」

　盗むつもりは無い。彼の中にライラックを害する考えは一切浮かばなかった。

　内心で彼女が何を考えていたにせよ、彼女はフウタにとって恩人であり、欲しい言葉をくれた人であり、生まれて初めて模倣の力を知って尚なおフウタに期待してくれた人でもある。

　そんな人に背を向ける行為は、何一つする気が起きなかった。だがそれはフウタの気持ちであり、ライラックから見て分かることではないはずだ。

　だから、フウタは首をひねっていた。

　その時だった。

「うちの姫様は、相手が信用に足るかどうかくらい一目で分かるってことですよー」

　何故なぜか窓から顔を覗のぞかせる金髪の少女。

　まず目に入るのは、くるくると巻かれたツインテールと、頭に付けたホワイトブリム。

　ここは三階のはずなんだがとフウタが悩むよりも先に、パルクールのように窓枠を飛び越えて入ってくる──メイド。そういえば、メイドの癖が強いとか、なんとか言ってたな、とフウタはここでライラックの言葉を思い出した。

「何故窓から……？」

「そりゃ、怪しまれないようにですよっ」

「いえ、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ怪しいのですが」

　よっこしょーっと、と、風ふ呂ろ敷しきを背負った姿はまるで泥棒か何かのようだ。

「午前中に掃除を終わらせているはずの、主人不在の部屋に入る可愛かわいいメイド。そんなの誰かに見られたら怪しーでしょ？　でしょでしょ？」

「な、なるほど？」

「スケジュール管理は王城管理側でやってますからねー。見み咎とがめられて、たとえば調度品の一つでも無くなってたら全部メイドのせいになりますよ、お前のせいでっ」

　びし、と指を突き付けて彼女は言った。

「え、俺？」

「そりゃそーですよー。姫様が内密に招いた客人の世話ですよ？」

「ああ、じゃあ貴女あなたが……」

　満面の笑みに、Ｖサイン。ウィンクまでかまして、ぺろりと舌を出した彼女は言い放つ。

「はいっ。お騒がせお掃除メイドのコローナちゃんです、ぴっ！」

　なるほど、とフウタは頷く。──確かにこれは、癖が強い。

　何故か空中にジャブを打ちながら、コローナと名乗ったメイドは続ける。

「お前がここに一人放置されたのは、それでも大丈夫って思われてるってことですよっ。信頼の証あかし、受け取っていけー？」

「そ、そうですか……」

「あ、敬語とか要らねーですよ。年下のメイド敬うやまってどーするのお客様。お前の世話をするために、メイドはひょっこりやってきたわけですっ」

「そ、そうか。じゃあそうさせてもらうよ」

　歳としの頃は十五、六程度。背負っていた風呂敷を絨じゅう毯たんの上に広げていく彼女に、フウタは圧倒されていた。プレッシャーは間違いなくライラックの方が強いはずなのに、何だろうか。この少女の自由な雰囲気は、生真面目なフウタにとっては毒だった。

「姫様には何か言われましたー？」

「何か、っていうと？」

「姫様が戻るまで部屋の隅でガタガタ震えて待ってろとか」

「いや言われてないけど……どんなお姫様なの、それ……」

「ツッコミが弱っちいぞっ。ま、何も言われてないならとりあえず、その悲しい見た目をどうにかするところからですかねー」
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　憐あわれむような目を向ける彼女。急に現れた彼女のテンションについていけず、フウタは困惑する。歳が幾つも離れていることもある。会話下手な自分に付けられたことへの申し訳なさも相まって、なんとなく居心地が悪かった。王女様に命じられたこととはいえど、年頃の少女が浮浪者まがいの人間の世話をするなど、さぞかし苦痛ではないだろうかと。

「……俺は何をすればいいかな？」

「背丈が二メレト無いくらいか。でけぇですねー。じゃあこれとこれ持って、シャワーにお入りなさいませー。髭ひげ剃そりと爪切りも渡しておくから、お前の考える限り最高の美男子になって、この部屋戻って来ると良いですねっ」

　フウタが色々気を遣っていることなど、メイドは全く気付いていないようで。

　ぽんぽんぽん、と服やら下着やら石せっ鹼けんやらを両手に載せられ、そのままフウタは部屋の隅にある扉まで押し込まれた。

「え、ここ王女様のシャワールームじゃないの!?」

「わざわざシャワーしに、今の格好のフウタ様が王城うろちょろする方がリスキーです。いってら。手取り足取りメイドが洗ってあげてもいいけど」

「分かった分かった、入る入る。一人で」

「そですかー。残念。メイド結構好きなんですけどね。錆さびた包丁をぴかぴかにするの」

「そのメンタルで一緒に入られたら何されるか分からないから……」

　全身の毛を剃そってぴかぴかにされかねない。

　押し込まれたフウタは、服を脱いでシャワーを浴び始めた。脱衣所とバスタブがカーテンで遮られた、そこそこ広い贅ぜい沢たくなシャワールームだった。

　ポンプを動かせば、ざーっと音がして水が流れる。勿もっ体たいなく思ってしまうのは、自分の今までの生活を振り返れば仕方のないこと。久々に身体からだを洗い流す感覚が心地よく、お姫様のシャワールームを使わせて貰もらっている罪悪感と相まってとても複雑な気持ちだった。

　瞬間、カーテンが勢いよく開いた。

「脱いだ服は捨てるつもりですけど、思い入れあったりするー？」

「どぅわびっくりした!?　シャワー中だよ!?」

「知ってますけど。シャワー中は無言の戒律でもある宗派？」

「いや、うん。もういいや。……捨ててくれて構いません、はい」

「ほいほーい」

「あ、でも待ってくれ」

「んー？」

　カーテンを閉めようとしたコローナが振り向く。

「俺が捨てておくよ。こう言っちゃなんだけど、凄すごく臭うし」

「いーですよ別に。お前はお客様で、メイドはメイドですし。あとこういうクッサいの、何か変な気分にハマれて案外嫌いじゃないですよっ」

　ちょっと頰を染めてコローナが言った。

「はぁ!?」

「冗談ですよっ。何照れてんですか」

　すぐさまジトっとした目で見つめてくる彼女に、フウタは空を仰いだ。

　女の子にからかわれる耐性がまるでなかったのだ。

「……冗談ですからねっ？」

「何で念を押したんだ!?　逆にちょっと、おい！」

　しゃ、とカーテンを閉められる。

　感情がしっちゃかめっちゃかにされて、大きく息を吐いたフウタ。色々気を遣っているこちらの気も知らないで、と思った矢先に、また勢いよくカーテンが開く。

　ひょっこりと顔を出したコローナが、人好きのする屈託のない笑顔で言った。

「そのくらいのテンションの方が、メイドとは付き合いやすくて良いですよっ！」

　言うや否いなや、閉ざされるカーテン。

　シャワーの水音だけが響く中、フウタはもう一度溜ため息いきを吐いた。

　──どうやら。気を遣うどころか、気遣われていたらしい。

「情けないな、俺は」

　癖の強いメイドさんではあるけれど。仲良くなれると、仲良くなりたいと思えた。

　髭ひげを剃り、爪を切り、垢あかを洗い流して。全身を清潔にしたフウタは、与えられた上品なパンツと上着を纏まとって、シャワールームを出た。

「おー、微妙に美男子っ」

　コローナは開口一番、そう言って拍手した。

「微妙にって言うなよ」

　だからフウタはツッコミを入れた。

　するとコローナは少し目を丸くして、ついで満開の笑顔とともに拳を振り上げる。

「いいぞー！　楽しくなってきやがったぜー、結構コローナちゃんもお前のこと見直しましたよ。見た目も一新したし。今日からニューフウタを名乗るとさらに良いいですね！」

「やだよ、なんか凄いアホっぽいじゃないか」

　にゅーふーた。伸ばし棒にすると余計にアホっぽかった。

「じゃ、まずその使い古した箒ほうきみたいなボサ頭をどうにかしていきますねー。座れー？」

　ちょいちょい、と手招きした先には、風呂敷の上に置かれた椅子。

　フウタが風ふ呂ろに入っている間に散髪の準備を整えてくれたらしい。

　言われるがままに腰かけると、上から散髪用の布を被かぶせられた。

「さて、今日はどうしますかー？　メイドとお揃そろいにする？」

「ツインドリルはちょっと……。王女様に恥をかかせない感じにお願いします」

「おっとー、予防線の張り方がプロかー？　姫様引き合いに出されたら、メイド、真面目にやるしかないやつー」

　ちょきちょきちょき、と慣れた手つきで散髪を始めるコローナ。

「ところで、どんな口説き方したんですー？」

　ある程度、伸び放題の髪が整えられてきた頃に、コローナは言った。

　一瞬何のことなのか分からず、フウタは首を傾かしげる。

「おい頭動くなー？　ぐさっといきますよ、何がとは言わないけど。……ほら、フウタ様って姫様の依頼でお話をして、気に入られたから来たんでしょー？」

　そう言われて気が付いた。ライラックは彼女にも、剣を交えたことは伏せていると。

「姫様好みの気の利きいた台詞せりふが出てくるわけでもなさそうだし？　〈職業〉が〈癒師〉系統のカウンセラーってわけでもなさそうだし。フウタ様の〈職業〉は何ですかー？」

「〈職業〉、か」

　彼女にとっては、ただの世間話のつもりなのだろう。だが、フウタにとっては違った。

　──職業が無いというのは、この世界では身分証明が無いことと同義だ。

　発展途上のこの世界において、劣等種を救済するほどの余裕は未まだ無かった。

　弱者救済よりも、明日の発展。

　人間が歯車として消費されていく社会において、既製品に当てはまらないパーツは排除した方が手っ取り早かった。そうして、〈無職〉は排除され続けた。

　曰いわく。人間は目に見える異端を攻撃し、種を守る為ために彼らを排除する習性があるという。

　劣等種を後の世に残さないという本能なのか、或あるいは自らよりも下に居る人間を見て安あん堵どしたいという心の欲求なのか、いずれにせよ。放浪の果てに現れた小汚い〈無職〉など、人々にとっては羽虫か玩おも具ちゃかのどちらかに過ぎなかった。

　フウタが思い返すのは、これまでの人生で何度となく交わしたやり取り。

『〈無職〉に渡せるような仕事はここには無いよ』

『ご職業は？　……〈職業〉が無いんじゃ斡あっ旋せんは無理だねえ』

『〈職業〉も無いのに何しに来たんだ？　冷やかしなら帰んな』

　当たり前のことだと受け入れて諦めて、王都まで這ほう這うの体で辿たどり着ついたのだ。

　そして今彼女に問われた。職業は何か、と。

　少し仲良くなりかけたこの少女が、どんな反応をするのか分からない。

　ただ、ライラックと彼女の関係が深い以上、いずれ露見する話ではある。

　フウタは素直に答えることにした。

「〈無職〉だよ」

　排斥の対象、人間としての底辺。そういう意味で捉える人間が普通の世の中だが、ライラックといい、コローナといい、普通ではないらしい。

「んー。じゃあ分かんないや。ヒント無いんですか、ヒント」

「え、ヒント？」

「姫様が気に入る要素が見当たらないじゃないですかー。〈職業〉じゃない、見た目じゃない、なら性格がドンピシャで好みだったとかー？」

　さらりと、それなりに勇気の要る言葉を流されたフウタ。どんな扱いを受けるか分からないからこそ語気を強めたのにも拘かかわらず。コローナは、全く以もって気にしていなかった。

「どしたんですかー？　ハトポッポが螺ら旋せん魔導弾食らいまくったみたいな顔して」

「ハトポッポ跡形も残らないよ、それ……。いや、キミは、〈無職〉如ごときが王女様の客になるなんて許さない、みたいなこと思ったりしないのか？」

「しないけど」

「しないのかー」

「しないなー」

　ちょきちょきちょき。

「フウタ様が自分の〈職業〉のことどう思ってるかとか、実際どんな感じの人生歩んできたかなんて、メイドは知りもしないし興味もないですし」

　先ほどまでと同じ、自由気ままなテンションのまま、コローナは言う。

「単純に、フウタ様は姫様の認めた客人ってだけですよ」

　ふぁさり、と髪の束が落ちる。

「無職に会ったことはあるけど──メイド、フウタ様に会ったのは初めてなんで。よく分かんないけど、見た目とか職業で人を決めつけんのって、なんか違うでしょ」

「……そうか。ありがと」

「何で御お礼れい言われるのか分かんないけど、メイドは言葉よりモノが好きです。感謝してるならご飯奢おごれー？」

「俺が稼いだら奢る奢る」

「お、約束ですよー。……ほれ、終わり」

　渡された手鏡を見れば、コロッセオの頃と同じ、フウタの精せい悍かんな顔がそこにあった。

　後ろから覗のぞき込こむコローナが、鏡越しに楽しげな笑みを見せる。

「最初会った時のひでぇ格好で遠ざけてたら、メイドはこのイケメンには会えてないわけですよっ。分かるかなー？」

「……ああ」

　イケメンがどうこう、は、さておいて。

　コローナが言いたいことは痛いほどよくわかったし、嬉うれしかった。

「やっぱり、ひでぇ格好だと思った？」

「あれでまともな格好だと思ってるなら、フウタ様はナルシストが過ぎますねっ！」





†






　髪を切り、服装を整えた。そして。

「……美味おいしかった。ありがとう」

「あそこまで美味しそーに食べられたら、マナーがどうとか言いっこ無しですねーっ！　姫様と食べる時は気を付けろー？」

「あ、ああ」

「まったく、仕方ないやつめー」

　部屋のサイドテーブルに所せましと置かれた食器。空になった鉄製の弁当箱をかちゃかちゃと片づけながら、コローナはけらけらと上機嫌に笑った。

　昨日は、昨日の食事も最高だと思ったのだ。依頼の前金を全額払って、一月ぶりのまともな食事にありついたのだから、美味うまくないはずがなかった。

　だが、今日の食事はまた格別だった。

「昨日と今日で、人生で一番美味しい食事の一、二位更新って感じだ……」

　どんな人生だ、と自嘲するフウタだが、事実ではあった。

　食べられることの幸せを、これほど実感したことはなかった。

「へー。ちなみにどっちが一位なんですかっ？」

　気付けば、コローナの小さな顔がフウタを横から覗き込んでいた。

　ぷらんぷらん、と彼女の二房の金糸が揺れる。

「今日のお弁当と昨日のご飯はどっちが一位なの？　場合によっては脛すねを蹴るぞっ？」

「なんで!?　いや、難しいところだ」

「ほぉ？」

　片眉を上げるコローナ。妙な強者感というか、貫かん禄ろくを感じる表情。

「昨日の食事は……一月ぶりに食べたまともな飯だったんだ。王女様の依頼が無かったら食えなかったし、そのまま死んでたかもしれない」

「なるほど。で、今日のは？」

「今日のは、そうだな。うん。どう考えても味は今日の方が美味しかった。それに、その。別に一緒に食べたわけじゃないけど、コローナが居てくれたから、なんというか……」

「なんというか？」

「や、人と一緒のご飯って美味しいなと」

　誰かと一緒に食べるご飯というものも、数年ぶりだった気がする。

　コローナが目の前で食べていたわけではないにせよ。誰かと話しながら食事をするということそのものが、フウタにとっては幸せだった。

「──っ。そですか。ま、脛蹴るのは止やめてあげますねっ」

「ありがとう……？」

「ふむー。そうするとあれですね」

　コローナは目の前で腕を組んだ。そして、やたら悪い顔で嗤わらった。

「また一月絶食させて、今日のお弁当をメイドと一緒に食べれば記録は更新出来ると」

「勘弁してください」

「冗談ですよっ！　今のところっ！」

「とこしえに冗談であって欲しいんだけど！」

　好きで絶食していたわけではないのだ。

「ちなみに、好みの食べ物とかあれば言っておけー？　頭の隅っこに置いてあげないでもないですよっ」

「え？　……その言い方だと、コローナが作ってるのか？」

「そですけど。当たり前じゃないですかー。わざわざ姫様がコローナちゃんを呼びつけた意味忘れたかー？」

「見た目を整えるまでは伏せるため、か。そっか、じゃあ話を聞いてからわざわざ作ってきてくれたのか。……その、壁をよじのぼって」

「もっと手放しで褒めれー？　頑張ったのに、なんだその、ちょっとヒイた顔はー」

「風ふ呂ろ敷しき背負って壁を上ってきたメイドさんは、ちょっとインパクトが強すぎてな……」

　でも、とフウタは首を振った。

「わざわざコローナが作ってくれたのか。ごめん、訂正する」

「何をですかーっ？」

「一位は今日の弁当だわ」

　まごうことなき本心だった。目が合ったコローナは少し驚いたように目を丸くして、ついでちょっと頰を赤くして、それから勝ち誇ったように口角を上げた。

「ふっ」

　そして一度、空っぽの弁当箱に目をやってから、嬉しそうに言った。

「作り甲が斐いのある奴やつめー。次からはちゃんと配膳台で持ってきてやることにしますよっ」

「ああ。ありがとう」

　心からの笑顔に、コローナはふと気付いたように問いかけた。

「ちなみにフウタ様の好きな食べ物はっ？」

「食べられるものなら、なんでも好きだ」

「……作り甲斐のない奴めー」

「えっ」

　ショックを受けたフウタだった。

「それにしても」

　食事から少しして。てきぱきとシャワールームの掃除を終えたコローナに、フウタはぽつりと呟つぶやくように声をかけた。

「俺は、何をしてればいいんだろう」

「ベッドに飛び込み姫様の匂いに浸るとかっ」

「変態じゃないか！」

「タンスをまさぐって姫様の下着を漁あさるとかっ」

「だから変態じゃないか！」

「まあ、この部屋って普段使いの部屋ではないので、ベッドに飛び込んでも姫様の匂いはしないしタンスに姫様の下着もありませんがっ」

「じゃあなんで提案したんだよ……」

「本気で飛び込んだり漁ったら言おうかなって」

「しねーよ!!」

　はあ、と小さく溜め息を吐くフウタ。

「このまま待ってるのは全然かまわないんだけど、コローナが仕事してるのに俺だけぼーっとしてるのも心苦しくてさ」

「金縛りごっことかしてればいいんじゃないですか？」

「暇すぎる人間の極致みたいな遊びだな……楽しいの？」

「メイドは幼い頃に一度だけやったことがあって」

「あって？」

「今、あまりにも暇そうなフウタ様を見て思い出しました」

「もういっそストレートにつまんなかったって言ってくれていいよ……」

　フウタは泣きそうな顔で肩を落とした。

「仕方ないですねー。趣味とか無いんですかっ？」

　モップを掛けながら、コローナは首を傾かしげた。

　趣味。趣味と言われて、フウタは自分の半生を思い返す。

　時間があれば鍛錬ばかりをしていた。強くなれば報われるかもしれない。強くなれば。今よりももっと強くなれば、コロッセオで歓声を浴びることだってあるかもしれない。

　淡い期待を胸に、繰り返してきた。その鍛錬くらいしか、思いつくものが無い。

　我ながらつまらない人間だと自嘲した。

「暇さえあれば鍛錬をしていたよ」

「ふーん。じゃあすれば良いんじゃないですか？　今、すんごい暇ですよ、フウタ様」

「すんごいとまで言われるとへこむな……。や、でも趣味ってもっと、料理だったり裁縫だったり釣りだったり、色々あるじゃん？」

「ありますねっ！　『さて、どう料理してやろうかぁ』とか、『その口を縫い付けてやるぜ！』とか、『ひゃっはー吊つるし上あげだー！』とか」

「コローナの周りの趣味人、凄すごい物騒だな……」

　それぞれ、きちんと声をドスの利きいたものに変えている辺り、芸が細かい少女だった。

「まあ、その中で鍛錬ってこう、無趣味な感じが凄いなと思ったんだけど……」

「思ったんだけど、なんです？」

　頭にはてなを浮かべたコローナに、フウタは笑った。

「そうだよな。うん、鍛錬をしよう。させてくれ」

　この少女は、随分と先入観の無い子だった。常識が無いとも言えてしまうが……そんな彼女の考え方にさっき救われたばかりだ。良いいじゃないか、趣味が鍛錬であったって。

　フウタにとって一番身近な時間の使い方が鍛錬なのだから、鍛錬をすればいい。

　身体からだも長旅と飢えで衰えているのだ。しっかり戻したい。

　なによりライラックはフウタに期待してくれている。恩人を失望させるようなことだけは、あってはならない。そう思い、身体を動かすべく部屋の中央に立った時。

　ちょうど、扉が開いた。

「ライラック王女殿下の客人が居るというから来てみたが……」

　扉の先には、十数人。目を瞬かせるフウタを置いて、先頭に立っていた青年が歩み寄る。

　その後ろを、ぞろぞろと男たちが続く。先頭の彼ほど豪ごう奢しゃな服装ではないが、少なくとも上等な布を使った衣服を纏まとっていることは見れば分かった。

　部下、或あるいは仲間。そう見るのが妥当なところだろう。

　口を開いた青年は長身瘦そう軀くの緑髪碧へき眼がん。

　フウタを上から下まで眺めてから、胡う乱ろんなものを見るような目で問いかけた。

「貴様、〈職業〉は？」

　手に持ったステッキの石突をフウタに差し向けるさまは、警戒或いは探りの気配が感じられるものだった。警戒される理由に、心当たりは無い。

　ならばフウタが何者かを特定したい、ということなのだろうか。

「〈無職〉ですが」

　瞬間、どっ、と部屋が沸いた。出所は勿もち論ろん、青年が引き連れてきた者たち。

　おかしそうに腹を抱える者、フウタを指さす者、嘲りの言葉を並べ立てる者。共通しているのは、一様に〈無職〉を笑っていることだった。

「リヒター様。まさか殿下が無職を飼うとは思いませんでしたね」

「やはり杞き憂ゆうです！　宮廷で誰にも相手にされないから平民を拾ってきただけですよ！」

「いやはや殿下も〈無職〉をわざわざ選ぶとは。奇特な方とは思っておりましたがね！」

　す、とフウタの目が細まった。──不思議な感覚だった。

〈無職〉であることを虚こ仮けにされたはずなのに、自分でも驚くほど傷ついていなかった。

　嘲笑あざわらわれることには慣れてもいた。コロッセオでは、何度小馬鹿にされたか分からない。だが、コロッセオの闘剣士が客に手を上げることなどあってはならない。

　だから耐えることには慣れていた。けれど自分を虚仮にされたことよりも、初めて自分を認めてくれた恩人を笑われたことに、憤いきどおる自分が居た。

　拳を握り、目の前の男たちの顔面に叩たたき込こんでやろうと──その時だった。

　フウタが凍り付いた。男たちも笑顔のまま固まった。




「うぉっしゅうぉっしゅ」




　ごしごしと、何かを擦こする音がする。出所はフウタの正面。

　フウタも怒りを忘れ、貴族たちも言葉を失い瞠どう目もくした。おそらくはリーダーであろう、フウタと向き合っていた青年の顔面に──泡立ったモップが擦なすりつけられていた。

「リヒター様!?」

「おのれ小娘、何を!!」

　一瞬の間を置いて、怒号が響く。流石さすがのフウタも言葉を零こぼした。

「こ、コローナ!?」

　こんなことをやらかす下手人は一人しか居ない。今もってなおモップの柄を上下させる少女を呼び止めると、彼女は普段通りの笑顔を崩さずにサムズアップした。

「姫様の客に汚い口を利いたので洗浄。あと挨拶。おっすおっすみたいな。激ウマギャグ。うぉっしゅうぉっしゅ、貴族の人」

「いやいやいやいや!!」

　慌ててフウタがツッコむも、遅い。

　リヒター様、と呼ばれた青年はモップの柄をむんずと摑つかむと、強引に横へ投げ捨てた。

　手元からモップが消えた無手のコローナに、泡立った顔面のリヒターが迫る。

　フウタは背後で、彼女に危害が及ぼうものならすぐさま庇かばえるように構えてはいたが、リヒターは怒りを押し殺すように言葉を吐いた。

「……僕だけは、別にこいつを笑ってなかったのに」

「そうでしたっけっ？」

「そうだよ!!!!」
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　怒り心頭で顔を拭うリヒター。

「リヒター様に向かって、ただのメイドが何たる無礼を！」

「貴様、この国の法は分かっているだろうな。目上の人間に対し──」

　震えるリヒターの後ろで、男たちが騒ぐ。

　が、彼らを遮ったのもまたリヒターだった。

「やめろ!!」

「リヒター様!?」

「……そのメイドは録術を使える。貴様らの発言は全て記録されているんだぞ」

「なっ、メイドが!?　〈侍従〉如ごときが魔導術を!?」

　注目を浴びたコローナは、指先に光を灯ともらせた。そして、ゆっくりと空中をなぞる。

『リヒター様。まさか殿下が無職を飼うとは思いませんでしたね』

『やはり杞憂です！　宮廷で誰にも相手にされないから平民を拾ってきただけですよ！』

『いやはや殿下も〈無職〉をわざわざ選ぶとは。奇特な方とは思っておりましたがね！』

　彼女の指先を起点に再生されるのは、先ほどの男たちの声。

「メイドさんは聞いている！　これが動かぬ証拠だー！　なんちて」

　ふ、と指先の光を吹き消して、コローナは首を傾げる。

「てゆか。知っててメイドの前に馬鹿引き連れてくるとか、アホでは？」

「……貴様は王女殿下が一番信頼しているメイドだ。そんな奴やつを平民の客に付けるとは思わなかった。……それに、この時間は王女の執務室に居るはずだろう」

「ですねーっ！　正解した貴方あなたにはストーカー検定二級をプレゼントっ！」

「要らん」

　コローナはくるりとフウタを振り返り、悪戯いたずらっぽく呟いた。

「誰にも見つからないように、壁をよじのぼった甲か斐いがありましたねっ」

　彼女のピースサインに、フウタも毒気が抜かれて溜ため息いきを吐く。

「あの。それで俺に何の用ですか」

「用というほどの用はない。ただ、王女殿下が平民の男を連れてきたという話を聞き、見に来たというだけの話だ」

「この人数で？」

「ただの平民なら脅せる。卑いやしければ飼いならせる。……どちらも不発ではあったが」

　人数で威圧すれば動きを牽けん制せい出来る。媚こびへつらうようなら自分たちの駒として使える。

　そう言い捨てて、リヒターは背を向けた。

　男たちも慌てて帰りの道を譲るように脇へと捌はける。

　フウタは顔をしかめた。別に、自分が利用されそうになったから、というわけではない。

　ただ、まるでこれは。

「貴方は、王女様の敵なんですか？」

「……そんな訳が無かろう。殿下は我々貴族の敬愛する王族。陛下の次に大切な方だ」

　それだけ言うと、顔を拭いながらリヒターたちは部屋を出ていった。

「ふむー」

　扉が閉まってからの沈黙を破ったのは、コローナの悩んだような呟つぶやきだった。

　悩みにしては間が抜けていて、脱力感に襲われるフウタ。

「どうしたんだ？」

「姫様に限って、うっかりバレたってことはないのでー。多分もう出歩いて平気ですね」

「っていうと？」

「あいつらがフウタ様の存在を知ってるってことは、姫様が匂わせたってことですよっ」

「……つまり」

　彼らがフウタの存在に気付いていたのではなく、ライラックがフウタの存在を匂わせた。

　つまり、ライラックとしてはもうフウタが居ることを隠す必要がなくなった。

「あくまで王女様が主導でこうやった、と？」

「多分ねっ。あの貴族、誘導くらいはされてると思いますよっ」

「凄い信頼だな」

「まー、姫様ですしねー。……でも」

　コローナはちらりとフウタの顔を見やった。

「そうなると結構全力根回ししてますね、姫様。どれだけ気に入られたんですかお前ー」

「そう、なのか？」

「あいつら動かしてるってことは、フウタ様を王城に認知させようとしてるってことですからねっ。姫様の愛情、受け取っていけー……いや、受け取らん方がいいかもだけど」

「よく分からないけど。でも気に入られたのだとしたら、ただただ嬉うれしいだけだよ」

「へー」

　まるっきり興味がなさそうなコローナだった。

「てゆかフウタ様。〈無職〉めたくそに馬鹿にされましたけど、案外平気そうですねっ」

「そういえば、そうだな」

　言われるまで気付かなかった。

　どちらかと言えば、自分よりもライラックを笑われたことに怒りを覚えていたような。

「……まあ」

「ん？　メイドの顔になんか付いてます？　目とか？」

「逆に付いてなかったら怖いよ。じゃなくてさ。王女様とコローナが認めてくれたから、なんかもう、それで十分幸せなんだろうなって」

「ははー。欲のないやつめー」

　感心したようにコローナは頷うなずく。

「そうか？　結構これでも欲張ってると思うよ。さっきもコローナがモップしてなかったら、全員殴ってたと思うしさ」

「そですか。じゃあメイド、お前の命の恩人ですねっ」

「えっ。なんで？」

「なんでって……流石にあの人数相手じゃぼこぼこのぼこにされますよー！」

「……あ、ああ。そうだな」

　うっかりしていた。ぼこぼこのぼこにされるかどうかはさておき。

　迂う闊かつに手を上げた先で、王女の立場が悪くなることも避けなければならない。

　そういう意味では確かに、コローナは今回もフウタの恩人に違いない。

　とはいえだ。別にぼこぼこのぼこにされるつもりは無いとはいえ、この話題を続けると自分が剣を使えることがバレそうだと思ったフウタは、話題を変える。

「そういえばコローナは魔導術が使えるんだな」

「ほ？　あー、メイドとしてのお仕事に使えそうなものは一通りって感じですよっ！」

　たとえば、と言うや否いなや、彼女は部屋に用意されているベッドに飛び込んだ。

「んー、姫様の匂いー！」

「さっき、王女様の匂いなんてしないって言ってなかったか」

「憶おぼえてやがったかこの野郎」

　真顔に戻ってベッドから飛び降りた彼女は、ベッドに向けた指に光を灯し、振るった。

「おお……ぐちゃぐちゃになった布ふ団とんが一瞬で元通り」

「これも、さっきの声を記録するのと変わらないんですけどねー」

「……ベッドの形を記録しておいて、再生してるってことか？」

「お、フウタ様賢い！　記念に姫様の可愛かわいい寝顔をプレゼントっ」

「反応に困る……」

　コローナが指を振ると、空中にライラックが現れた。といってもサイズは手のひらほどで、ベッドの中ですやすや眠っている──まさしく記録だ。

　可愛かった。

「こ、これって貰もらったり出来るのか？」

「出来るわけないじゃないですか。メイドの魔導術ですよっ」

　コローナが再度指を振ると、搔かき消きえた。

「そうか……」

「鼻息が荒くて最高に気持ち悪いですねっ。姫様ストーカー検定四級に認定しますっ」

「不名誉な！　鼻息も荒くねーよ！」

　小馬鹿にしたような顔で笑うコローナ。

「ま、でもこれ撮った瞬間に姫様起きて、『何をしているのですか』とか言われてめためたに怒られましたけどねー。ちょっちちびった」

「言わなくていいから、そういうこと」

　コローナが使える魔導術については理解が出来た。

　しかしそもそも、魔導術とは限られた〈職業〉にのみ許される技のはず。

「コローナって〈侍従〉じゃないのか？」

　メイドや秘書、或あるいは護衛など、誰かの為ために働く〈職業〉の代表といえば〈侍従〉だが、〈侍従〉に魔導術は使えない。

　そう思って問いかけたフウタに、コローナはけらけらと笑った。

「メイドが〈侍従〉に見えますかっ。メイドが、〈侍従〉に、見えますかっ。仕える主の客で遊ぶような〈侍従〉がどこに居るって言うんですかっ！　あはははは！」

「それ自分で言うんだ」

「〈侍従〉ってのは、誰かに仕えることで自分の力を最大限に活いかせる系の人ですよっ。人をモップで磨く〈侍従〉なんて居ないんじゃないですかねっ」

「さっきから自虐なのか自嘲なのか分かんないな……」

「メイド、全然自虐とか自嘲とかしてませんけどっ」

「じゃあ少しは悪びれろよ！」

　お腹なかを抱えて笑い転げるコローナに、流石さすがに頭を抱えて叫ぶ。

『……僕だけは、別にこいつを笑ってなかったのに』

　あの台詞せりふを聞いた時だけは、彼に同情したことを思い出したフウタだった。

「……じゃあ、コローナの〈職業〉ってなんなんだ？」

　その問いに、んー、と少し悩むように結んだ金髪を弄いじった彼女は、悪戯っぽく言った。

「メイドの好感度がもう少し上がったら教えてあげますねっ」

「なんだそりゃ」

「ヒントだけあげますよ。人で遊ぶことでしか人生楽しめない可哀想かわいそうな〈職業〉ですっ」

「それはコローナの素だろ……」

「ぺろりんっ」

　あざとく舌を出したコローナに嘆息して、フウタは頭を搔く。

「でもなんか、あの人はキミのことを凄すごく警戒してたな」

「あの人って……ああ、もっぴー？」

「モップしたのはコローナだし、最高に不名誉だからやめてあげような、その渾あだ名な。ええっと名前なんだっけ。リヒターさんか。彼は何なんだ？」

「もっぴーはねえ」

「もっぴー言うなっつの」

「……まあ、いわゆる貴族派の筆頭ですよっ。結構偉いっ」

「貴族派ってことは、他にも色んな派閥があったりするのか」

「王宮に限らずどの世界もそうだと思いますけどねー。モップされた人は姫様ともバチバチにやり合ってますよっ」

「そんな人にモップしたのかよ」

「ぺろりんっ」

　コローナの無礼講が許されるのは、ひとえに魔導術のおかげだろう。

　フウタも、彼女が魔導術を使えるなどとは知らなかったし、あのタイミングで気配を消して、彼らの暴言をすかさず記録する辺りは抜け目ない。

『貴方あなたに付けるのは、わたしが一番信頼しているメイドです。彼女を通じて、他の王城関係者からちょっかいを掛けられるようなことは無いはずですからご安心ください』

　ライラックが信頼している理由が、少し分かった気がするフウタだった。

「姫様も敵が多いので、結構大変だと思いますよっ。特に今、国王陛下が不在だし」

「どこかに出かけているのか？」

「なんかどっかの国の偉い人とお喋しゃべりみたいですよーっ」

「会談ってことか……」

「その説もある」

「それしかなくない？」

　王国の細かな事情は、フウタには分からない。派閥、利権、多くの思惑が絡からむ戦場には、フウタの出る幕はないだろう。ここはコロッセオではないのだから。

「俺に出来ることは無いのかな」

「無いと思いますよーっ。少なくとも今のところはー、余計なことすればするほど悪影響じゃないですかねっ。ほら、男飼ってるとか、絶対そういう噂うわさ立ちますし」

「……」

「かと言って、城を出てくとなると姫様の本意じゃありませんしねっ」

「そうか。歯は痒がゆいな、少し」

「お前は真面目ですねーっ！　何もしなくていいバンザーイ！　でダメなの？」

　そう問われて、フウタは少し考えた。コロッセオでは、頑張れば頑張るほど酷ひどい目にあった。今回も、頑張ったところで空回りになるかもしれない。

　自分の恩人に迷惑はかけたくない。

「でも、恩は返したいんだよな……」

「じゃあ、そんな迷える子羊にラムチョップ！」

「アドバイスな。それ子羊死んじゃうから」

「姫様に恩返しをしたいなら、期待に応えることですよっ」

「期待？」

　おほん、とコローナは咳せき払ばらい。

「すんごいぶっちゃけると、姫様は助けなんて要らないんですよねっ」

「そうなのか？」

「そりゃ一人で城作るとか無理ですけどっ。でも例えば姫様が城作ろうって思った時には、もう城の材料集め終わってて、部下に『やって』って言うだけで済む感じなんですよっ」

「なるほど。計画力が凄いんだな」

「そそそ。目的が出来た時には計画が終わってる、みたいな。そういうおっかない人なんですよっ。だから、姫様に恩返しがしたいなら──」

「王女様に頼まれたことを全力でやる、と」

「そゆことです、よく分かりましたねっ」

「目的が出来た時には計画が終わってる。そんな王女様が、俺に何かを頼んでくれたってことは、王女様一人じゃ手が届かないからってことか」

「そーゆー時しか、お手伝いさせてくれないんですよねー、あの人っ」

　腰に手を当てて、やれやれとコローナは首を振る。

「でもそれだけに、姫様のお願いってやる気出るんですよねっ」

　なるほど、とフウタも理解した。思い出すのは、ライラックの言葉の数々。

　こちらで全てやっておく、という彼女の言葉はつまり、本当に〝全部〟のロードマップが彼女の中で構築されているということで。

　そんな彼女に、手合わせだけは強く求められているのだ。貴方が良いい、とまで言って。

　コローナと話をした後だと、余計にライラックの言葉が響いてくる。

「だからお前も話すだけなんて、とか思わずに全力で姫様の話し相手全うしていけー？」

「あ、……そうだな」

　そういえば、話し相手ということになっていた。

「これだけ話して、その軽い反応は何事か。謎を解明するためメイドは厨ちゅう房ぼうへ飛んだっ」

「いや、軽くは──ってどこ行くんだ？」

　だ、と部屋を出ていこうとするコローナを呼び止める。

　すると彼女は呆あきれるように振り向いた。

「厨房って言ったじゃないですかっ！　お前の美味おいしいご飯記録、すぐに更新してやるから震えて待っておけー？」

「あ、ああ。ありがとう」

「てひひ」

　最後にはにかんで、コローナは部屋を出ていく。

　気が付けば、窓の外は既に日が沈みかけ、高い天井にはぼんやりと灯ひが点ともっていた。

　暗闇に反応して明かりの付く鉱石。高級品だと知ってはいたが流石は王城というべきか。当たり前のように備え付けられていた。

　嵐が去ったように静まりかえった部屋で、フウタは一つ息を吐く。

　朝、依頼人であるライラックと出会ってから、今日一日は本当に目まぐるしかった。

　彼女と手合わせをして、王城に招かれることになって。初めて、努力を認めて貰もらえた。

　コローナと出会って、あれこれと世話をして貰って。色々と心を救われた。

　今日は、そう。おそらくは人生で最も。

「……良い、一日だった」

　だからこそ、この恩は忘れないと、フウタは胸に誓った。

　そんな時だった。静かに、それでいてはっきりと響くノックの音。

　はい、と返事をすると、開いた扉の先には凛りんとした少女が立っていて。

「昼前ぶりですね。今日一日、この時間が待ち遠しかったです」

　そう柔らかく微ほほ笑えんだ。部屋に入ってきたライラックは、フウタをまじまじと見つめる。

「……あれ？」

　そして出会った時と同じように、こてんと首を傾かしげた。

「王女様。お昼ぶりです」

「ええ……そうですね」

「どうかされましたか？」

「いえ。随分と見違えましたね。コローナは化粧に精通しているわけではありませんから……必然、それが貴方の素顔ですか」

「そんなに思考の過程を踏まずとも素顔ですが……」

　ふむ、とライラックは頷うなずき、その青い双そう眸ぼうでフウタを見つめて言った。

「カッコいいではありませんか。ええ、わたし好みです」

「あ、どうも……」

「そこはもう少し気取った台詞が出ると、よりわたし好みですが」

　今朝も言われた台詞だった。フウタは小さく肩を落とす。

「気の利きいたことが言えなくてすみません……」

「伴侶となるわけでもなし。それで構いませんよ。欲張りすぎました」

　柔らかく微笑む姿は、慈愛という言葉がよく似合う。

　さて、と周囲を見渡して、ライラックは続けた。

「コローナは夕食を作りに戻りましたね？」

「ええ、先ほど、それはもう凄い勢いで。足元に車輪が幻視出来るくらい……」

　実際、ぴゅー、という効果音と共に駆けていったような、そんな具合だった。

　ライラックは笑いをかみ殺したように口元を押さえる。

「王女様？」

「いえ……仲良くなれたようで、ほっとしました」

「それは……」

　フウタは今日のことを思い返して、目を閉じた。

「全部、コローナのお陰です」

　しみじみと思う。彼女でなかったら、ここまでフウタの心は持ち直していなかっただろうと。その実感が伝わったのか、ライラックも目じりを下げる。

「そうですか。何よりです。あの子を付けた甲か斐いがありました。癖は強い子ですが、これからも仲良くしてあげてくださいね」

「はい。癖は強いですが、本当に有あり難がたい子でした」

　既に、癖が強いというのは共通認識になっていた。

　と、ライラックは窓の外へと視線を移して呟つぶやく。

「──彼女に言われたのです。少し、無関係の人間と話してみてはどうかと」

「なるほど。それでコローナも、話し相手がどうの、という話は知っていたわけですね」

「ええ。そして、依頼を出してみて。結果として貴方と会えた」

　満足そうに頷き、振り返る彼女にフウタは問いかけた。

「……その、話し相手には何を求めていたんですか？」

　すると彼女はきょとんとして、首を傾げる。

「さぁ？」

「えっ」

「貴方の前でする話ではありませんが、結局のところ迷走していたのですよ。自分のするべきことが分からなくなっていたと言いますか。だから、コローナのよく分からない提案にも、とりあえず乗ってみたといいますか」

　そこまで言って、ライラックは俯うつむき気味に小さく笑う。

「数度不発に終わって時間の無駄になりました。ふふふ」

「こわい」

「なんですって？」

「何でもありません、はい」

　がば、と顔を上げた彼女から、フウタは目を逸そらした。時間の無駄に終わった直後のコローナは、きっとライラックと顔を合わせるのも怖かっただろう。

　次に会ったらもう少し優しくしてあげようと思うフウタだった。

「とはいえ貴方と出会えたことで全て帳消し、むしろ圧倒的に得ですから心配無用ですよ。迷う理由もなくなりましたから、既に〝話し相手〟など求めていません」

「そ、そうですか」

　もしも話し相手も必要なようであれば、と思ったフウタだったが、どうやらそれは無用な様子だった。彼女の願いは、変わらず一つ。

「ですから、わたしが今最も求めているものは分かりますね、フウタ？」

　フウタは真剣に考えた。

「…………気の利いた台詞せりふでしょうか」

　ライラックは軽くこけた。

「そ、れ、は……まぁ、努力するというのであれば歓迎します。確かに、貴方あなたに対し足りないところを指摘するならそこでしょうとも。ええ」

　額に手を当てて目を閉じる。珍しく、ライラックが困っていた。

「個人的な努力を要請しているわけではなく、今わたしが一番欲しいものです。貴方に求めていることではなく、わたしが世界中で一番求めていること。はい、なんでしょう！」

　手のひらを差し出され、言葉を委ねられ、フウタは考えた。

　世界で一番、ライラックが欲しがっているもの。

「た、たとえ力及ばずとも……あー」

「？」

「粉骨砕身する覚悟を持ち、えーっと、貴女に忠義を誓う……」

「???」

　なんか喋しゃべり出したフウタに、ライラックの頭に浮かぶ大量の疑問符。

「……その、強い、力？」

　最後にはフウタにも疑問符が生まれた。そこでライラックはようやく察した。

「あ、さては貴方、気の利いた台詞のセンスは最悪ですね!?」

「──っ!?」

「露骨にショックを受けない！　ただの事実です！　もう！」

　一生懸命気の利いた台詞でそれっぽくかっこいいことを言い、ライラックに喜んでもらおうというフウタの目もく論ろ見みは脆もろくも崩れ去った。

　ライラックは怒りと羞恥に頰を染め、叫ぶように言う。

「わたしが今一番求めているものは!!　貴方との手合わせです!!!」

「あっ」

「あ、ではありません!!　馬鹿ですか!?」

「いえ……世界で一番とは思わず」

「自分の実力に胸を張れと、今朝言ったばかりでしょう!!　どんな〈教師〉よりも貴方が良いと、わたしは言ったはずです!!　変なところで卑屈になるな!!」

「は、はい！」

「恥じるのは貴方の壊滅的な詩文センスだけで宜よろしい!!!」

「!?」

　ぴしゃりと言葉を締められ、フウタは凹へこんだ。

「……そんなに、ダメでしたか」

「剣の腕を買っていることに喜ぶより、詩文へのダメ出しに気が行くのですか。貴方は」

　呆れるライラックに、フウタは申し訳なさそうに首を振る。

「王女様が、気の利いた台詞を求めていたものですから」

「はー……」

　するとライラックは腰に手を当てて、大きく嘆息した。それはもう、盛大に。

「良いいですか、フウタ。確かに聞き心地の良いカッコいい言葉が、わたしは大好きです」

「はい」

「わたしが、つい癖のように口にするものだから、貴方は気にかけてくれたのでしょう。それについては、感謝します」

　そこまで言ってから、ライラックは少し目を逸らす。

「ですが、忘れないで欲しいことがあります」

「……なんでしょう」

「百の気の利いた台詞より、一度の貴方との手合わせを、わたしは望むということです。どんな詩人が現れ、わたし好みの詩文を紡つむごうと、貴方との時間を失うくらいなら全員解雇します。分かりましたか？」

　フウタは、嚙かみしめるように頷いた。そんなフウタを一いち瞥べつして、ライラックはもう一度目を逸らした。流石さすがに照れが入ったのか、頰が朱に染まっている。

「もう、二度と口にしませんから、胸に刻んでおくように」

「は、はい。……ですが」

　そんなに、自分との立ち合いに価値があるとは、思ってもみなかった。

　と、フウタは思う。だって、ただ一度の手合わせをしただけだ。

　それだけで、彼女はフウタの価値をこれだけ高く見積もったということなのだろうか。

「そんなに、価値があるとは──」

「フ・ウ・タ？」

「は、はい！」

　こめかみに青筋を浮かべて、ライラックは微笑んでいた。

「二度は言わないと言ったばかりですが？」

「申し訳ありません」

　やれやれ、と呆あきれるようにライラックは呟く。

「剣の腕には自信があるのでしょう？　それをどうして誇れないのでしょうか」

「……それは」

　フウタは、小さく言葉を零こぼした。

「俺の剣で喜んでくれたのが、貴女あなたが初めてだからです」

　それは、純然たる事実であった。驚くライラックに向けて、フウタは続ける。

「本当なんですよ。努力を認めてくれたのは嬉うれしかった。けれど、他はやっぱり戸惑いの方が強くて。すみません」

「仕方のない人ですね」

　呆れたように、ライラックは目じりを下げた。

「ならば何度でも貴方と試合うとしましょう。どれだけわたしが貴方の剣に惚ほれ込こんだか、今から教えてあげます──剣を執りなさい」
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　──王都城下、庭園。

　群青に星々が輝く夜、フウタとライラックの姿は庭園の広場にあった。

　ここは王族の私有地で、ライラックの手により人払いは済んでいるとのこと。わずかに人の気配はしたものの──彼女は、それを些さ事じだと言ってコンツェシュを構えていた。

「良いんですか？」

「ええ。楽しみましょう」

「王女様がそうおっしゃるなら、全力で」

　フウタはライラックと同じようにコンツェシュを手に取る。

　瞬間、風が放たれるかの如ごとくフウタの空気が変わった。

　それが闘気と呼ばれるものであることを、ライラックは今日知った。

「……良い、心地です」

　ライラックは一度瞳を閉じ、嚙みしめるように言った。視界が遮られていても分かる、正面に立つ男の気迫。自分よりも熟達し、洗練された剣技を持つ男の気力。

　目を開き、コンツェシュを振るう。

「──はじめましょうか」

「はい。いつでもどうぞ」

　立ち上がりは今朝とまるで同じだった。

　ブレるように搔かき消きえたライラックが、死角から風を纏まとって刺し穿うがつ。首を傾け紙一重で回避したフウタを、逃がさないとばかりにコンツェシュが薙なぎ払はらわれる。

　突きに伸び切った剣が無造作に横一いっ閃せん。

　響くは鉄。弾はじけるは火花。自らのコンツェシュで受け止めたフウタは、そのままいなすように剣を薙ぐ。利きき腕うでとともに剣を払われ、バランスを崩したライラック。

　しかし、くるりと背を向けるように回転。続く二撃目を、勢いのままに突いた。

　体勢は悪いが、この速度でリカバリーしたライラックの剣は、そうそう受けきれるものではない。現に、この国の人間相手には絶対に放つことが出来ない技だった。

　対応しきれず、為なす術すべもなく倒れてしまう。だから、ライラックは口角を上げた。

「──涼しい顔をするものです」

　微動だにせず、一瞬で狙われた喉元にコンツェシュを合わせるフウタ。

　防戦に回らせたこの刹那、畳みかけるようにライラックはコンツェシュを振るっていく。

　刃を交える音が響く響く響く響く──。飛び散る火花に臆することなど欠片かけらもあり得ず、むしろその火花すら使って目を晦くらまし、自分に有利な状況を生み出そうとする獣のように。

《宮廷我流剣術：雨デシュツ》

　手先が二十三十にも増えたように錯覚させるほどの最速剣技は、スプレッドのように拡散し敵を穿つ。雨と名付けたのは、雨を全て避けるような人間はこの世に居ないから。

　だが、とライラックは、相手と視線を交差させた。

　──貴方は、違うのでしょう？

《模倣：ライラック・Ｍ・ファンギーニ＝宮廷我流剣術：雨》

　ガガガガガガ、と鈍い音が一瞬に、篠しの突く雨のように響き渡った。

「ふふ、あはは！」

　──楽しい。朝、フウタと初めて試合った時もそうだった。自分の全力に、全て応えてくれるような剣の応酬。今までのライラックの研けん鑽さんを肯定し、あまつさえ、まだ〝上〟があるのだと教えてくれるその能力と技量。

　ライラック・Ｍ・ファンギーニという少女は、この王国にあって最強の剣士だ。

　誰も彼女に敵かなわなかった。そして彼女の持つ闘気と高貴なる者の威圧。強い精神と高い教養が合わさって、誰もが彼女を遠ざけた。何一つ、敵いっこないと彼女を避けた。故に、彼女はあらゆる努力を一人で進めた。

　剣技に限らず、ありとあらゆるものへの研鑽は全て一人だった。だからだろう。たった一つ、剣技という枠組みにだけ、フウタという〝格上〟が現れてくれたことに歓喜した。思わずあの時、身を隠すための外がい套とうを、邪魔だからと放り出してしまうほどに。

　半身を反らしてライラックの刺突を難なく回避したフウタは、そのままコンツェシュを振り上げた。拙まずい、と背を投げ出すように横転して回避。

　振り下ろされるフウタのコンツェシュが空を切る。

「ちょ、王女様!?　そんな、地面を転がるなんて」

　目を見開くフウタに、ライラックは髪を払う。

　ふぁさり、とその銀世界のような髪が夜の星々に反射して煌きらめいた。

「あとでシャワーを浴びますから、どうとでも」

「俺の認識が間違いじゃ無ければ、王女様ってもっと髪とか大事にするものだと」

「確かに貴方あなたの見解に相違はありませんが……」

　コンツェシュを改めて構え、ライラックは告げる。

「優先順位は先ほど言った通りです。ここで全力を出す方が、正しい」

　すると、フウタは小さく溜め息をついてから、顔を上げた。

　覚悟が決まったような、そんな表情。

「……分かりました」

「分かりましたか」

「ええ、ですので」

　コンツェシュを構えるフウタの瞳が、爛らんと輝く。

「──全力でお相手しましょう」

　瞬間、溢あふれんばかりの闘気。

　それを一身に浴びて、ライラックは震えた。恐怖ではない。武者震いかと言われれば、部分的にそう。引き絞られるような、強い威圧──それが、痛いほど心地いい。

　歓喜の情、とでも言うのが一番近い。朱に染まり上気した頰。幸い、夜の闇に紛れてフウタには見えないだろう。熱く息を吐き、改めてライラックは構えた。

　これだから、たまらない。

　目の前のフウタの姿が搔き消えた。彼は全力だと言っていた。なら、ライラック同様、本気で剣を振るうはずだ。ライラックはその場でコンツェシュを、背後に振り抜く。

　鈍い鋼の音が、静かな夜に響き渡った。

「よく弾きましたね、王女様」

「気配を察するのは得意なのです」

　背中に感じた気配通り、フウタのコンツェシュが閃ひらめいた。

　それを払うだけで、びりびりと手に震えが走る。

「ならば──これでも、受けなさい!!」

《宮廷我流剣術：雷霆グリジュモッド》

　閃く刃は雷の如く。至近距離で放たれる、腹部付近から貫くように喉元へと迫る刺突。

「見えていますよ」

《模倣：ライラック・Ｍ・ファンギーニ＝宮廷我流剣術：雷霆》

　フウタの放った一撃は上から。下から突き上げたライラックとぶつかり合い、はじけるように反動で下がる。──痺しびれる腕が心地良い。

「……はぁ、はぁ」

　息が上がっていたことにすら、気が付かなかった。

　運動量、スタミナの管理も覚おぼ束つかないほどに没頭していた。

「……楽しい、では、ありませんか」

　自然と、彼女の口角が上がる。呼応するように、ぴくりとフウタの眉が動いた。

「貴方と剣を交える度、自分の至らない所、届かない所が手に取るように分かる」

　ライラックはフウタを貫くように剣を突き出した。──それも、彼によって弾かれる。

「これはどうか、これはどうか、どんなことを試したとて、貴方の牙が城じょうは崩れない」

「それは」

　フウタは口を挟もうとした。崩れない牙城は、楽しめるのかと。甦よみがえるコロッセオの記憶が言う。お前の戦いはつまらない、と。だが、目の前の彼女は違ったのだ。

「──だから、崩してみたい!!」

　剣を振るう。フウタが弾く。振るう、弾く、振るう、弾く。

「いつか。絶対に。崩してみたい！　貴方の剣は、そう思わせる！」

「俺の、剣が」

「ええ。貴方を、貴方の剣を超えた先に無限の達成感がある。そう感じる。だから！」

　ライラックの手から、コンツェシュが弾かれた。

　フウタのコンツェシュが、彼女と全く同じ技で以もって、打ち払ったのだ。

　からからから、と地面を滑るコンツェシュを眺めて、ライラックは息を吐いた。

「──今こ宵よいはこれまで。ですが何度でも。貴方と立ち会っていたい。分かりましたね？」

　そう、儚はかなげな笑顔で紡つむがれる彼女の言葉。まだ実感は湧かなかったけれど。それでも、彼女の気持ちは剣を通じて伝わった。

「分かりました。俺で良ければ、いくらでも」

「よろしい」

　そう、互いに笑みを見せて。──初めての逢おう瀬せは、終わりを告げた。










第三話　少し不思議で、少し献身的で、少し投げやりなメイドさん




　──深夜。王城。ライラック・Ｍ・ファンギーニ第一王女私室。

　水面に口元まで沈め、バスタブの中で一人、ライラックは思案に耽ふけっていた。

「〈無職〉の剣士、フウタ……ですか」

　そっと目を閉じる。

　ライラックは、〈職業〉というものについて、以前から一人、分析を続けていた。

　職業にはそれぞれ強みと発動条件がある。その殆ほとんどが、才能の一点特化を助長している。

〈闘剣士〉ならば、強いことではなく、勇壮なる戦い。──発動条件は、他者との闘争。

〈侍従〉ならば、何者かに対する奉仕の心。──発動条件は、奉仕すべき対象の存在。

〈経営者〉ならば、事業に対する広角的理解。──発動条件は、経営すべき事業。

　それぞれ、与えられた〈職業〉に就くのが幸福だとされていた。

　ライラックはそれが気に入らなかった。

　人間は、〈職業〉の奴隷ではない。

　職業で得られる才を利用して初めて人間である。だからこそ〈闘剣士〉でないにもかかわらず、あそこまで剣技を練り上げたフウタは好印象だった。

　そして、もう一点。

〈無職〉という職業について、ライラックは以前から注目していた。

　その名の通り、何の才能もない出で涸がらしだとされている職業。

　本当に、そうだろうか？

　職業が無いのではない。わざわざ〈無職〉という職業を与えられたのだ。

　ならば必ずそこに、何なん等らかの才能が眠っているはずだ。それがライラックの結論だった。

〈無職〉が活躍した話など殆ど存在しないものだから、参考資料にも手間取っていたが──今、目の前に生きた〈無職〉が居る。

　それも、あれだけの技量を持つ剣士と来た。

「……フウタには、言いませんでしたが」

　ちゃぷり、とバスタブの湯から両足を出し、ゆっくりと組む。

　ライラックにとっての、思考のルーティーン。

「最も運命的だったのは、何も知らぬまま努力を続け、あそこまでの力を手にした貴方と──〈無職〉に可能性を感じていたわたしが出会ったこと」

　彼は知らず知らず〈無職〉を利用し、自らの実力を磨き続けてきた。

　ならば、自分がその才を見つけ出すことが出来れば。

[image: ]

「わたしが世界を変える一助に、必ずなってくれるはず」

　ふふ、と小さく微ほほ笑えむ。

「だから、フウタには申し訳ないのですが」

　──逃すわけにはいかない。どんな手を使ってでも。
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　──王城。来客用寝室。

　王女の部屋と比べても、広さはそう変わらない一室。

　メイドがあっちへこっちへと走り回るくらいの余裕はある部屋に、鈍く風を切る音が、単調に響いていた。一度、二度、三度、四度と際限なく。

「三日も四日も同じことして、飽きないものですねーっ」

　サイドテーブルに備え付けられたフルーツをつまみながら、フウタのベッドに転がって、コローナはぼんやりとフウタを眺めていた。

　部屋の主たるフウタはといえば、城の備品である木刀を何度も何度も振るっていた。

　いわゆる、素振りだ。

「趣味ってのは、そういう、ものだろ」

「そーゆー人も居ますねーっ」

「じゃあ、コローナは、他に、趣味とか、あんのか？」

　素振りしながらだと、中々に言葉を発しづらい。

　フウタはそれを、この数日間で初めて学んでいた。

「メイドは、趣味なんて、山ほど、あるぞっ」

「なんで、いちいち、溜ためて、言うんだよ」

「特に、意味なく、呼吸を、止めて、お前の、ものまねっ」

「やらんで、よろしい」

　ふう、と息を吐いてフウタは素振りをやめた。

「ちぇー！　だってメイドったらお暇なんですものーっ！　フウタ様で遊ぶくらいしか、やることないぞっ？」

「趣味が山ほどあるって話はどこに消えたんだ」

「メイドの仕事はフウタ様のお付きですからねーっ。時間はあっても、真面目にお仕事頑張るメイドには、自由はないのです。よよよ」

　泣なき真ま似ねをしながら、フウタのベッドでごろごろするコローナだった。

「いや思い切り自由じゃないか……」

「フウタ様フウタ様、このマスカット美味おいしいっ」

「そうか、良かったな……」

「食べないんですかっ？　美味しいですよっ、ほれほれっ」

　見れば、ほぼ丸裸にされた茎の先っぽに、申し訳程度に一つだけ実がぶら下がっていた。

「全部食べちゃったの？」

「けちけちするなよっ！　フウタ様が食べたいって言えば、何度でも厨ちゅう房ぼうからパクってこれますしっ！　それに──」

「パクるって言うなよ。……それに？」

　コローナは、追い詰められた不良のような笑顔で言った。

「最終手段なら、あるんだぜ……？」

「最終……待て、嫌な予感がするから言わなくても」

「この茎にメイドの魔導術をかけると、メイドの胃から──」

「やめろおおおお!!」

　元に戻る（むしろ戻す）行為は、流石さすがにフウタも許容出来なかった。

「冗談ですよっ！」

「さ、流石にね……？」

「エンドレスにご飯食べられますけど、どんどんお腹なか減ってって結局餓死るだけなんで、おすすめしませんっ！」

「やったことあるのかよ」

「そりゃありますよー。自分の力はとことん試してこそ男ってもんでしょうっ！」

「男だったの!?」

「女ですけど」

「じゃあなんで噓うそついたの……」

「女ですけど」

「念を押すなよ！　不安になるだろ！」

「……試してみる？」

　あはん、とベッドに転がったコローナ。

　まったくと言っていいほど色気はなく、フウタはただ疲れただけだった。

「身体からだの動かし方で男女の違いくらい分かるから良いいよ……」

「ちぇー。お触りされたら色々強請ゆすってやろうと思ってたのにーっ」

「油断も隙も無いな……」

　音声も映像も録とることが出来るコローナに、迂う闊かつなことなど出来るはずもない。

「でも、その魔導術を使えば色んなことが出来そうだな」

「そですねっ。ご飯食べた気にはなれるので、気持ちは紛れますしっ」

「凄すごい悲しい使い方だな……でもなんか、十日前くらいの俺は使いたかったかもしれないのが、また辛つらい」

　あくどい笑顔で、コローナは言う。

「今からでも、フウタ様が食べたそばから元に戻し続けることは出来ますよっ？」

「しなくていいから！」

　けらけらけらと笑い転げて、コローナはベッドから起き上がった。

　ついでに魔導術を唱えてベッドメイクを済ませると。

「はー、フウタ様で遊ぶと時間が潰せて良いですねっ！」

「俺は暇潰しの道具なのか」

「趣味は人それぞれですよ、フウタ様。メイドの趣味がフウタ様になりつつある今日この頃、いかがお過ごし〜？」

「いや聞かれてもな」

　フウタは、ふと天井を見上げて思った。

　人生で一番幸せな時間を過ごさせて貰もらっている、と。

　この数日間していることと言えば、コローナに世話をして貰い、鍛錬をし、出された豪勢なご飯を食べて、ライラックと剣を交える。それだけの生活だ。

　満ち足りている。

　ライラックは剣を交える度に、楽しんでくれているのが伝わってくる。

　コローナは常日頃から近くに居て、今までの孤独を癒いやしてくれる。

　これ以上、望むべくもない。そう、幸せを嚙かみしめていると、

「なんだーなんだーなんだなんだー？　人生楽しくないのかーっ？」

「うぉ、びっくりした」

　気付けば、顔の下からコローナがドアップ。

　覗のぞき込こむようにフウタを見上げ、じとっとした碧へき眼がんが射貫く。

「人生、楽しいかどうか、か」

「へいフウタっ、どうなんだいっ！」

「……人生が楽しかったことはあまり無いけど。今はたぶん、楽しいよ」

「ふむー」

　気の抜けた声を漏らして、コローナは少し考える。

　ちらりと彼女の瞳から覗く、フウタを心配する色。

「なんか歯切れが悪いですねーっ。フウタ様っ」

「そうか？」

「そうですよっ。んー、じゃあせっかくですしっ」

　ぴん、と何かを思いついたようにその細い指を立てて。

「草原で骨でも追いかけてみますっ？」

「犬か俺は」

「間違えた。街で骨でも追いかけてみますっ？」

「何がなんでも骨を追わせようとするなよ」

「骨で街でも追いかけてみますっ？」

「どういうシチュエーションだよ。あー……」

　つまり。

「街に出てみようかってことね」

「最初からそう言ってるじゃないですかーっ！」

「絶対言ってなかったよ！」

「ほらいこいこっ！　れっつごー！」

　フウタの腕を取り、彼女はぴょこぴょこ金の二房を揺らしながら喜び勇んで部屋を出た。

「もちろん、メイドの暇潰しに付き合わせるわけではありませーんよっ？」

「分かってるよ」

「……ありませーんよっ？」

「念を押すなよ！」
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　──王都城下、繁華街。

　多くの店が集うメインストリートを、無秩序に歩き回る人ごみの中。

　雑踏の反響と、思い思いの会話、そして店の呼び子の声が無作為に拡散する雑音だらけの街並みを、フウタとコローナは歩いていた。

「るーんぱっぱーうんぱっぱー」

「なんなんだ、その歌は？」

「初めての王都を歩くフウタ様を、歓迎する歌ですよっ！」

「呪いを掛けられているようにしか聞こえないんだけど……」

　コローナの言う通り、フウタにとっては初めての王都だった。

　行き交う人々を避けるのは、存外難しい。

　剣で弾くことが出来れば楽なのだが、あいにくと利きき手ては塞がっていた。

「そろそろ離してくれても良いと思うんだけど」

「何言ってるんですかーっ！　迷子になるだろっ？」

「俺はこれでも、迷子になったことなんて無いぞ？　……いや、放浪しまくってたから、そう思われても仕方ないかもしれないけど」

「へ？」

　視線を斜め下にやれば、フウタを見上げて小首を傾げる金髪メイド。

「フウタ様が迷子になったら、メイドともども路頭に迷いますねっ？」

「あ、キミが迷子になるから繫つないでるの!?」

「最初からそう言ってるじゃないですかーっ！　可愛かわいいメイドが生きて帰れるよう、目を光らせていけー？」

「なんで地元の人間を心配しなきゃいけないんだ……」

　命綱ですよーっ、と笑いながら、フウタの右手を握って勢いよく振り回すコローナ。

　命を繫いでいるにしては、乱暴な扱いだった。

　仕方がないな、とフウタは彼女の手を握る。

　そして、人にぶつからないよう、時折軽く引いたりしながら雑踏を進んでいった。

「お、おー？　おーっ。フウタ様、メイド使いが器用っ！」

「これをメイド使いと呼んで良いのか？」

「一流メイド使いまで、あともう少しですねっ。ふぁーいとっ！」

「これなら結構簡単になれそうだなー……」

　吞のん気きなことを口にしながら、二人は歩む。

　仕方ないと言いながらも、フウタの口元も緩んでいた。

『人生楽しくないのかーっ？』

　そんな問いをされ、戸惑ったばかりのフウタだが。もし、これが『人生が楽しい』に入らなかったら、いったいこれ以上どうしたらいいのか分からないのがフウタの本音だった。

「フウタ様フウタ様フウタ様フウタ様」

「はいはい、どしたの」

「フウタ様の居た場所と、王都と、結構違ったりするーっ？」

「そうだな……」

　フウタが居たのは、遠く離れた国の歓楽都市だ。

　中でも中央のコロッセオが街の目玉で、ここの収入で経済を回していたと言っても良い。

　地方都市の一つではあったが、その国で有名な都市を三つ挙げろ、と言われれば間違いなく入ってくるような、そんな賑にぎわいのある都市だった。

　そんな街と比べて、この国の王都はと聞かれると。

「穏やか、と言えばいいのかな。この街は」

「ほー。メイドには結構盛り上がっているように見えますけどっ」

「なんだろ、あっちはもっと騒々しかったし活気があった。物を買うために札束を振り回すような人が、一軒の店に一人は居たからな……」

「なにそれ楽しそう。メイドもやりたいっ」

「目を輝かせないでくれ。俺はあのテンションには付いていけなかったんだ」

　フウタが思い出したのは、いわゆるコロッセオのグッズ売り場だった。

　人気の闘剣士が使っている武器や防具、そのレプリカが多く売られていたり──或あるいは、本人のサインや絵画といった高額商品を売っている店。

　彼らのグッズを追い求め、多くのファンたちが大枚をはたいていた。

「まあ、俺のものは殆ほとんど無かったというか、売れなかったみたいだけど」

　ぽつりと呟つぶやく。別に、今となっては気にしていないことだ。
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　必要とされていなかった証明とでも言うべき、グッズの売り上げ数。

　でも今は、あれほどまでに自分を認めてくれたライラックが居る。

　フウタは、それだけで良かった。そう、少し過去を振り返った刹那。

　右手から温ぬくもりが消えていた。

「あれ、コローナ!?」

　慌てて周囲を見渡す。すぐに目に入る喧けん騒そう。多くの食料品が売られている路上の屋台の一つの前で、札束を振り回す少女の姿。

「うおおおおっ！　なんかよく分からないけどいっぱいよこせー！」

「何してんだキミは！」

　ざわざわと、彼女の周りだけ波が引いたように隙間が出来ていたのが幸いした。慌ててフウタはそこに飛び込むと、コローナを捕まえる。

「……買っていってくれるなら、構いませんが」

　困り顔の店主が、そう言って沢山のフルーツを手渡した。

　バスケット二つに、てんこ盛り。

「メイドさん。その札束の、ほんの三枚で足りますからね？」

「そですかっ。でもなんか、振り回して買うのが遠国流らしいのでっ」

　割って入ったフウタが謝り倒す。

「しなくて良いから！　すみませんすみません三枚ですね──三枚？　三万？　凄すごい高級なフルーツじゃないですか!!」

「え、ええ……それがうちの売りでして」

「そんな店でこんな無礼を……!!　ごめんなさいごめんなさい！」

「いえ、買っていただけるならそんなに嬉うれしいことはありませんから」

「……ありがとう、ございます」

　三万払って、籠いっぱいのフルーツを二つ貰ったフウタだった。

「ふむー」

「……どしたの、コローナ」

「札束振り回す遊び、あんまり楽しくないですねっ」

「本来どうしても買いたいものを、必死で奪い合ってるから生まれる光景だからね……」

「早まったかっ！」

「早まったね……。うん、これどうしようか」

　籠いっぱいのフルーツに、溜ため息いきを吐く。

　優しい店主で良かったと、しみじみ思うフウタだった。

「それはメイドがお部屋で食べますよっ。せっかく買いましたしっ」

「……一応聞いておくけど、さっき振り回していたお金は、誰のもの？」

「メイドのお給料ですけどっ」

「お金はもっと大事に使おうね……？」

　自腹を切って札束を振り回していた事実に、空を仰ぐ。

　これでお金を全部持っていかれていたら、この子はどうしていたのだろうか。

「フウタ様の焦あせった顔が見られて三万なら賢い使い方ですよっ！　店主さんの顔も、結構面白かったですしっ」

「いやもっとこう、無いの!?」

「無いですねーっ。メイド、あまりお金必要な趣味とかも無いのでっ」

「刹那的だなー……」

　山盛りのフルーツ。傷まないように食べるとなると、一人ではとても無理な量だ。

　フルーツを眺め、どうしたものかと考えていると。

　ひょっこり隣に顔を出したコローナが問いかけた。

「フウタ様フウタ様、職業荷物持ちにジョブチェンジしたんですかっ？」

「いやしねえよ」

「なら一個寄越せー？　お前の両手は籠の為ためのものじゃないんだぜー」

　へいへい、と挑発でもするように手招きするコローナ。

「良いいよ、重いだろうし」

「……そですか……ではメイドはいつ迷子になっても良いと」

「どんな脅しだよ」

　籠の一つを渡せば、彼女はフウタと逆側の手に持つなり、改めてフウタの手を取った。

「ふぃー、危うく道端で野垂れて、フウタ様みたいになるところだったぜっ！」

「やかましい」

「姫様、メイドのことも拾ってくれますかねっ？」

「俺に聞くなよ……」

　るんぱっぱーと歌い出したところを見ると、まるで人の話を聞いては居ないようだった。

　とはいえ、すこぶる上機嫌なのは間違いがないようでほっとする。

　フウタ自身、自分が面白い人間であるとは思っていない。コローナと出会った当初も考えていたが、フウタと一緒にいたところで年頃の少女は退屈だろう。

　その懸け念ねんは、何とか払えているようでほっとする。

　それに、何だろう。数日前と比べて、だいぶ口の回りも良くなってきた気がしていた。

　殆ど、人と会話することなど無かったフウタにとって、彼女は良い荒療治であったことは否いなめない。そして──

「フウタ様フウタ様、今すぐその籠のデカいメロン貪ればそれなりに軽くなりますよっ」

「こんなところで貪り始めたら奇行だろ！」

「大丈夫ですよっ、通行人は全員ジャガイモだと思ってっ！」

「緊張してるわけじゃないからな!?　それに食べきれるか！」

「大丈夫ですよっ。半はん端ぱに残ったらもとに戻すだけですしっ」

「じゃあ荷物量変わんないじゃん……奇行しただけ損じゃん……」

「てひひっ」

　──それなりには楽しんで一緒に居てくれているらしいことが、救いだった。

　だから。

「コローナッ!!」

「んぉ？」

　彼女を抱いて、路地に飛び込む。

　寸前を掠かすめた投とう擲てきナイフ。フウタは、その刃にぬめりを視認した。

　間違いなく毒だと察する。コローナを背後に庇かばい、フウタは身構えた。

「誰だ。出てこい」

　そう呟いたフウタの前に、ぞろぞろと六、七人の覆面男たちが現れた。

「何のつもりか知らないが。──この人には指一本触れさせねえ」

　顔の一切が見られないようにしているところと、先ほどから一言も発さないことを含め、本職の〈暗殺者〉と見て間違いはない。

　少なくとも、会話が通じるような相手ではなさそうだった。

　薄々分かっていたことだが、この街の治安はあまり良くない。表通りに高級なフルーツが売っているかと思えば、少し裏に行くだけで浮浪者が溢あふれる街並みだ。

　だからこそ、不意を狙われたのだろうと察するフウタ。

「ちょっとちょっとフウタ様フウタ様っ」

「あ、おい動くなコローナ」

　フウタが背に庇ったとはいえ、この路地は少々幅が広かった。それこそ、大人が三人で広がって歩くことが出来るくらいには。

　フウタの制止を無視して前に出ようとするコローナは、彼の横をすり抜けて首を振った。

「それは無理ってもんですよっ。お客様っ！」

　言葉に込められた意味くらい分かる。

　フウタは客人で、コローナはその付き人。彼が庇われることはあっても、逆はない。

「いや、でも」

「啖たん呵かはカッコ良かったですよっ！　それこそ姫様好みじゃないですかねっ！　でもダメですっ。……まー、姫様の足元にも及びませんが、魔導術で生き足搔あがくくらいはよゆーですしーっ？　ほらとっとと逃げれー？　メイドと違って、迷子にはならないんだろっ？」

　それに、とコローナは呟いた。

「たーぶん、メイド狙いですしねー……可愛かわいいからって、おいたが過ぎるぞっ？」

　その言葉通り、刃の切っ先はフウタではなくコローナに向けられていた。

　バスケットを地面に下ろし、光の灯ともった手を構えるコローナ。

　瞬間、男たちが駆けだした。正面から数人、壁を地面のようにして疾走する者が数人。そしてナイフを投擲する者が一人。──盤石の態勢だ。

　そしてコローナは察する。

　自分が魔導術の使い手であることを、情報として知っている者の動きであることを。

　数に面で圧おされると、魔導術は脆もろい。それが分かっていて消しに来た。

　フウタはもう逃げただろうか。

　手て練だれの〈暗殺者〉であることは、コローナにも分かった。

　少しだけ、自分の主を恨んだ。彼女がフウタとの外出を許可したから、コローナはフウタを連れ出したのだ。その先でこんなことになった。ライラックという王女の力を信じれば信じるほど、この状況に対する答えは絶望的になる。

　単純な話だ。

　彼女がコローナを必要とする限り、コローナを危険に晒さらすような真ま似ねはしない。

　少なくとも、こんな決死の状況にはなりえない。

　つまるところ、ライラックはもう、コローナを切ったということになる。

「何かやらかしましたかねーっ。フウタ様と仲良くし過ぎたー、とかになるとー、まっ、否定は出来ませんがっ」

　そうなると、本気で愛人としてフウタを招いたのだろうか。

　だったら先にそう言えよー、と小さく悪態を吐いた。

　命の危機に瀕ひんして尚なお、割と余裕の思考が出来る自分をコローナは笑う。

　ライラックのメイドになってからの人生は、案外と楽しかった。

　けれど、やはりそれだけだ。所詮自分は、本気で人生を大切に出来ないのだろう。

　だから、死にたくない、ともそんなに思わない。

　一つだけ思うところがあるとすれば、もう少し、あの変な男とライラックの関係を知りたかったな、くらいの気持ちはあるが──その程度だ。

　どのみち、自分の魔導術は寿命を代償に発動するものなのだし。

　まいっか。と、コローナが構えた、その時だった。

《模倣：ゼル＝護身術：ナイフ》

　きん、と鈍い音と共に、飛来したナイフが全て弾はじかれた。

「──っ!?」

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

　コローナにナイフを振り上げた男のうなじに、めきめきと骨を砕くような音をさせながらめり込むナイフ。

「それは──リーダーの暗殺術っ!?」

「馬鹿、声を出すな!!」

　覆面の一人が上げた言葉に、コローナは顔を上げる。

　なんだ、何が起きたのだ。

《模倣：リズ＝〝暗殺術〟で影隠れ》

　視認出来ないうちに、壁を走る影が覆面たちに迫る。

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

《模倣：リズ＝暗殺術：ナイフ》

　容赦の一つもなく、首を搔かき切られて倒れていく男たち。

　暗殺のプロの仕業だ、と目を見開くコローナ。たった一撃で、全員が命を落としていた。

「──最初に投げてくれて助かったよ。おかげで、模倣も楽だった」

「……貴様」

　後ろでナイフを投げていた男の前に、壁から飛び降りた影が言う。

　その手には、最初にコローナを庇った時に投げられたナイフ。

「え……フウタ様っ？」

　その影、背中に、目を瞬しばたたかせるコローナ。

　フウタが職業〈暗殺者〉を上から仕留められるような強さを持っているなどと、聞いていないし、知らない。〈無職〉って、そういうのだっけ？　ととぼけたことさえ考えた。

「よくもあっさりと仲間を……さては手練れか」

「あいにく、不ころ殺さずがまかり通るところで生まれたわけじゃなくてな。それに、大事な人を害そうなんて人間を許せるほど聖人でもない」

　それだけ言って、フウタがナイフを払う。

　同時に投擲された暗殺者のナイフとかち合い、地面に転がったそれに目もくれず。

《模倣：ゼル＝護身術：格闘》

　ぼぐ、と鈍い音を立てて男の顎を肘で打った。それで、終いだった。

　あっという間に、たった一人の男によって、職業〈暗殺者〉が制圧された。

「……えっと？」

　その光景を魅せつけられたコローナは、流石さすがに普段のおちゃらけた空気も出しきれず首を傾かしげた。武人でないコローナには、どれほどの腕うで利ききなのか測ることは出来ないが。

　それでも、男たちを難なく倒す力があることは理解出来た。

　凄すさまじい力量だ。命を救われたことには、そんなに興味が無いとはいえ。

「ぶ、無事か、コローナ!?　怪け我がとか、傷とか！　あのナイフ、毒があって──」

　さっきまでの殺気立った、まるで本職の暗殺者のような空気はどこへやら。慌ててコローナのもとへと駆けてきた彼に、コローナは笑う。

「あはっ」

「コローナ？」

「あはははは！　面白いですねーっ、え、めっちゃ面白い、なに、お前ほんと面白いっ！　そんな、そんな強いのかよーっ！」

　どん、と隙だらけのフウタのみぞおちに肘を入れながら、コローナは思う。

『この人には指一本触れさせねえ』

『ぶ、無事か、コローナ!?』

　まさか、自分のことをこんなに心配して、守ろうとする人が居るとは。

　それこそ、フウタの言葉ではないが──人生で初めてだ。

　命を救われたことには、興味が無い。でも。

　自分を守ろうとしてくれる人が居た。それは、心から嬉うれしかった。

「え、笑うとこ……？」

「ちょっとメイドも気持ちが整理出来てないですねーっ！　あはは、めっちゃ面白い！　まーほらアレですっ。礼は言っておきますよっ。今日の夕飯は大盛りさんにしてやりますねっ。楽しみにして待ってろー？」

「お、おー。ありがとう……」

「買ったフルーツも無事ですしー？　最高の気分のまま帰りましょっかねーっ？」

「最高の気分なのか……？」

　首を傾げるフウタの手を取って、迷わないように王城へ。

「……コローナ。その……キミ、命を狙われたことは、怖くないのか？」

「全然。まったく。ちっとも」

　満面の笑みで答えると、フウタの表情が少し引きつった。

「ま、そういう生き物なんですよーっ。不気味でしょー？」

　仕方ないけれど。とでも言いたげな笑み。それは鏡映しのように、自分の今までの生き方を感じさせるものだった。フウタは、引きつらせた表情を緩めて、首を振る。

「いや……色んな人が居るなって思った」

　だからついこの間コローナがフウタに言ったようなことを、コローナに返した。

「あはは。でも守ってくれたことは嬉しかったですよーっ。だからメイド、ご機嫌に鼻でピーナッツ飛ばす気分ですねっ」

「しなくてよろしい」

「はー、しっかし。ふむー」

　いつものように気の抜けた声を漏らして悩むコローナ。

　先ほどの思考を改める必要が出てきたと、目を閉じる。

　結果としてコローナは死の憂うき目めにあうことは無く。

　暗殺者が現れ、フウタがそれを撃退した。

　これはひょっとして──ライラックは最初から、フウタが強いことを知っていた？

　だからフウタと二人での外出を許し、フウタに戦わせた？

　考えを再構築するコローナに声がかかる。

「どうかしたか？」

「え、いやほらっ。つっよいですね、フウタ様っ。姫様に不ふ埒らちなことしたら首ちょんぱ☆　が出来ないじゃないですかーっ」

「そんなこと思ってたのかよ。恩人に不埒とかしねえから……その」

「なんですーっ？」

「キミも含めて、さ」

「へー」

　コローナは生返事をした。何故なぜ、自分にフウタの情報を教えなかったのかを含め、あとでライラックを問い詰める必要がありそうだ、と思いながら。

「……んぁ？　今なんて言いましたっ？」

「え？　ああ、キミも俺にとっては恩人だから、絶対守るよ」

「そですかー」

「興味なさそうだなー……やっぱ言葉のセンス最悪なのかな、俺」

「や、カッコ良かったですよっ。ただ、単純にー……」

「単純に？」

「メイドなんかのためにフウタ様が死ぬのは、勿もっ体たいないなーって思いましたね、なう！」

　少なくともそのくらいには、コローナはフウタに好意を抱いた。

　繫つないだ命綱のような手が、ぶんぶんと機嫌よく揺れていた。
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「ここが王都かぁ。へぇ、結構穏やかで良いい場所じゃん」

　王都のメインストリートをのんびりと歩く少女の姿があった。

　靡なびくは黒の二房。細く長く背に流れるその美しい髪に、通りを行く人々は目を奪われる。

「お嬢さん。良かったら美味おいしい果物でも買っていきませんか？」

「んぉ？　へー、美味しそう！　幾らかな？　買う買う、買うよ！」

「ありがとうございます」

　高級青果を扱う店の店主は、目め敏ざとく身なりの良い彼女に声を掛けた。

　おそらくは懐ふところも豊かであろうことが分かる、上質な絹が使われた異国の装束。

　貴族や商人とはまた違う裕福さを感じさせる彼女がいったいどんな人物なのか、それも店主はおおよそ理解した。

　人ひと懐なつこく天てん真しん爛らん漫まんながら、顔立ちは怜れい悧りな印象すら感じさせる強者の空気。

　背に負うは少々変わった形の穂先を付けた鎗やり。

　傭よう兵へいと言うには無骨でなく、踊り子というには拭えぬ闘気。

「んー！　甘くて美味しいね！」

「それは良かった。お嬢さん、闘剣士ですか？」

　──闘剣士。勇壮な戦いで人々を魅了する者たちの総称。

　彼女は驚いたように目を瞠みはり、一口でピーチを飲み込むと。

「えっ、なんで分かったの？　この国、みんな全然闘剣知らないのに」

「これでも商人として、色々な国を巡っておりますから。して、その闘剣を知らぬ者たちの国に、どんな理由でいらしたので？」

　純粋な興味だった。しかしその問いを、店主はすぐさま後悔する。

　ぴしりと走った緊張と、膨れ上がった闘気はまるで殺意の奔流。

　今までの可愛かわいらしい雰囲気は消え去って、俯うつむき気味の顔からは、前髪が邪魔して感情が読み取れない。

「──捜してるヤツが居るんだよ」

「……さ、さようで」

　うん、と頷うなずいた少女は、はっとしたように顔を上げる。その瞳には、小さな動揺。

「あ、ごめんねっ。変な空気にしちゃって。私もう行くから！　ごちそうさま！」

　ぶんぶんと手を振って、気まずそうに駆けていく彼女。

　その背を、店主は見送ることしか出来なかった。

「……はーあ、何やってんだろ。私」

　メインストリートから一つ外れた路地までやってきた彼女は、溜ため息いきを吐いて壁に背を預けた。隠れる理由はないけれど、先の店主と同じ場所に居続けるのが少し気まずくて。

　そんな彼女はふと、足元に倒れている男に気が付いた。

「あれ。キミ、大丈夫？」

「……く、そ……おのれ……フウタ、とか言ったな……！」

　呻うめく男の装束を見るに暗殺者だろうか。だが彼女の関心は最も早はやそんな所には無かった。

　ぴくりと眉を動かして、問う。

「ねえ、その話。詳しく聞かせてくれる？」










第四話　過去を斬り付けるグラディウス




「……失敗した？」

「申し訳ありません」

　夜。燭しょく台だいに点ともる鉱石の明かりに照らされて、男はデスクから顔を上げた。

　正面には、頭を下げる秘書の姿。

「資金は潤沢に用意した。中抜きされて、粗雑な〈暗殺者〉でも摑つかまされたのか？」

「いえ、手て練だれ中の手練れを雇うことが出来ました」

「なら何故」

「例の、王女の客とやらに返り討ちにされたと。生き残っていた男から聞きだしました」

「馬鹿な……分かった、下がれ」

　差し出された巻紙を受け取り、座った男は頷いた。

　部屋を出ていく秘書の背中を見送ると、男は巻紙を開く。

「邪魔な録術を排除出来ると思ったが……」

　記されていたのは、フウタという客人が暗殺者を退けた細かい情報。

「……まさか、あの噂うわさは真実なのか？」

　小さく呟つぶやいた。

「──ライラック王女が、外から騎士候補を連れてきたというのは」





†






　王都への散歩と、暗殺者の襲撃から少し。

「騎士候補？」

　与えられた客室で腕立て伏せをしていたフウタは、聞きなれない言葉に首を傾かしげた。

「なんかめったくそ噂になってるぞっ？　姫様が外から騎士候補を連れてきたーって！」

「俺のこと？」

「姫様が他に外から拾ってきたものなんてありませーんよっ？」

「事実だけど、もの言うな、もの」

　一回、二回、と丁寧に顎を絨じゅう毯たんに着けながらの腕立て伏せ。

　鍛錬を続けるフウタの上で、コローナは言う。

「なんでも、可か憐れんなメイドさんの危機を救ったとかー？」

「他人ひと事ごとみたいに言うなぁ。キミのことだろ？」

「他に誰も救ってないんですーっ？」

「救うも何も、俺の知ってるメイドはコローナだけだ」

「ふむー……じゃあやっぱ誰か見てたかー、生き延びたマンが居たかー……？」

　いつものように、気の抜けた声で悩むコローナ。

　フウタが腕立てをする度に、背に乗っかっている彼女が上下に揺れる。

　珍しくコローナが静かなものだから、気になったフウタは問いかけた。

「……そもそも、騎士候補って何なんだ？」

「えっ？　知りたいっ？　知りたいっ？」

「そりゃまあ、この国のことは全然知らないしな。教えてくれ」

「かしこまりましたーっ！　そですねー、ざっくり言うとー」

　振り向いたフウタと目を合わせたコローナはあくどい顔をして呟く。

「……姫様の奴隷」

「えっ」

「冗談ですよっ」

　ぺろりんっ、と舌を出したコローナだった。

「要は王族にとっての第一の従者と言いますかっ。側近といいますかっ。王家の伝統で、最も信頼する護衛を立てるんですよっ」

「護衛ってことは、つまり」

「そですねっ。強い人を立てますねっ。現に姫様以外の王家の人たちはもう騎士を付けてますし？　──ただまあ」

　どっせい、とコローナはフウタの背から飛び降りる。

「もう国家間戦争が起こるような時代じゃないんでー、どっちかっていうと王家と近しいところにどこの派閥が居るか、っていうアピールの意味合いが強いですかねーっ」

「……王家の騎士を輩出している派閥である、っていう権力的な側面か」

「おー、フウタ様賢いっ！　正解したお前には昨日のメロンをプレゼントっ」

「そ、そうか……」

　気付けばテーブルの上に、綺き麗れいにカットされたメロンが鎮座していた。

　昨日のフルーツは結局全部、何故かフウタの自室に置いてある。

　コローナのお金で買ったものだが、とても食べきれる量ではない。彼女がフウタの部屋でぱくぱく食べているとはいえ、フウタも協力しなければどんどん傷むだろう。

「凄すごく甘くて美味しいから、良いんだけどさ」

　高級だからかは分からないが、どれもこれもフウタがこれまで食べたフルーツの中で一番美味しかったのは事実だった。

「それで王女様は自分の騎士を用意してなくて、外部から腕の立つらしい人間を引っ張ってきたから噂になっている、と？」

「そゆことですねっ。……なんで、メイドを助けたことが知れ渡ってるのかはさておき」

「……誰かが見てたか、或あるいは、あいつが報告したか、か」

「あいつー？」

　フウタのベッドに飛び込んで、サイドテーブルのマスカットをつまみながら、コローナは振り返った。

　もはや自分のベッドを好き放題していることに、フウタは何一つツッコまなかった。

「ナイフを投げていた男だけは、殺さなかったからさ」

「あ、そうだったんですかっ。分かんなかった！」

　殺した相手に対しては、ナイフでの暗殺術を模倣して相対した。

　だが、ナイフを投とう擲てきした男に対しては、相手の使った護身術を模倣した。

　それだけの話だ。丁寧にトドメを刺しても良かったと、今となっては思うけれど。それよりも、コローナが傷なり毒なりを受けていないかの方があの時は心配だった。

　とりあえずの安全を確保する方が、フウタにとっては優先度が高かった。

「なーるーほーどー。それなら説明は付きますかねーっ」

「説明？」

「なんで噂になってるのかって話ですよー。誰かに見られたかなーって考えてたのでっ」

「そうか……。噂ってそういうもんなのか」

「はいー？」

「暗殺者が任務しくじったことを、そんなに広めるかなって」

「あー……そうじゃないんですよ、フウタ様っ」

　髪がくしゃくしゃになるのも構わないようで、ベッドを転がりながら彼女は言う。

「噂の出所はこの際良いいんですよっ。誰かさんが流したくて流してるんでしょーしっ？　……ただ、広まるには、裏付け君ってやつが必要なんですねっ」

「広まるのに必要なのが、彼の証言だったってこと？」

「おー、賢い！　そんなお前にはカットしたブラッドオレンジをプレゼントっ」

　ベッドから跳び起きて、慣れた手つきでオレンジをカットし、先ほどのメロンの横へと置くコローナ。流れが自然過ぎて、ツッコむタイミングも無かった。

「ま、暗殺者本人の証言ってわけじゃないでしょーけど。暗殺者を差し向けた奴やつが、王宮の貴族とかなら……そいつだけは噂を真に受けるでしょっ？　誰かが本気で信じてると、それが噂の補強になるわけですよっ」

「……つまりコローナは、王宮関係者が俺たちを襲ったって思ってるのか」

「他に王宮のいちメイドなんかを狙う奴居ませんよっ。人質としては弱すぎますしねー」

　フウタの腕立て伏せがぴたりと止まった。

「フウタ様？　どしたの？　もっとフルーツ食べる？」

「……コローナ」

「はいはい、お騒がせお掃除メイド、コローナちゃんですよっ？　なんですそんな、まじめーな顔して。元から真面目なのに、真面目ゼータみたいになっちゃいますよっ？」

　立ち上がったフウタは、しかめ面つらをしてコローナに迫る。

　ずんずんと迷いなく突き進んでくるフウタに、さしものコローナも少し慌てた。

　最後には、両肩をがっと強く摑まれたのだから、尚更だ。

「おっとっと、女の子には気ぃ遣えー？　なんだなんだー？　プロポーズかー？　シチュエーションとしては悪くないけど、場所とか考えよー？　もっとメイド、ロケーションが素敵なところを所望──」

「俺の隣に居てくれ」

「ぴっ？」

　コローナの顔が赤くなる。

「いやあの、ちょっとフウタ様？　メイド、冗談のつもりだったんだけど。てゆか、こんなの相手にするとかやめとけー？　趣味悪いぞっ？」

「冗談なものかよ」

「えっ。あのあの。待って。ほんと待ってください。メイド、どんなに好きになったとしても姫様のものに手を出すつもりはないってゆーか」

　真まっ直すぐ見つめられる、真剣な眼まな差ざしに貫かれて、コローナはたまらず目を逸そらした。

　女は、と一口に語ることは必ずしも出来ないが。

　最低限以上に好意を抱いている相手に向けられる強い視線というのは、少なからず快感を覚えてしまうものだ。

　コローナのように、罪悪感を覚えてしまえば尚なおのこと。

　それが背徳感に変化して胸を打ってしまうのは、コローナ本人にとっても驚きだった。まともな年頃の少女のような感性が、自分にも残っているとは、と。

　だから、次の言葉で安あん堵どする。

「──俺が守るから、離れないでくれ」

「……あー。なるほどなるほどっ。はいはいそゆことですねっ。フウタ様がメイドに生きてて欲しいって思ってくれてること忘れてましたっ」

「何を言うんだ。俺は、キミに生きていて欲しい。当たり前だ！」

「うん、熱を入れないで欲しいですねっ！　お互いに空回っちゃってて、最高にコメディですよフウタ様っ」

「俺にとって、キミは心を救ってくれた恩人なんだ」

「あ、続くんですねっ」

「だから、キミの命が狙われていると聞いて、一人にすることなんてしたくない」

「ままま、王宮内では平気ですよっ。奴らもおばかじゃありませんしっ」

　ぐい、とフウタを引き剝がしつつそう告げて、部屋の空気を元に戻した。流石さすがに、あの雰囲気のまま話をするのは、コローナは御免だった。

　色んな感情の籠った溜め息をついて、妙に熱いので、軽く手で顔を扇あおぐ。

「それに──どうせ今回のことも、姫様の計画のうちでしょうしねっ」

「王女様の計画のうち、ってどういうことだ？」

　コローナが襲われることが、ライラックの計画に組み込まれているということなのか。

　だとして、そこまでして何がしたいのか。

「噂うわさの出所は、元を辿たどれば姫様でしょうしっ。まー、辿れるとは思えませんがっ」

「暗殺者を差し向けたのも？」

「どちらかと言えばー、フウタ様が暗殺者を退けることが、ですかねーっ」

　あくまでも吞のん気きなコローナに、フウタは難しい顔をした。

「凄い信頼だな」

「姫様ですしねっ。目的の為ためならなりふり構いませんよっ。メイド、最初にもそう言いましたよっ。姫様全力だーって」

「そうか……」

　少し考えるフウタ。コローナは、ちらりと彼に目をやって。

「姫様のこと、嫌いになりましたっ？」

「いや全然」

「ありゃ？　読み違えたかっ」

「俺が信頼に応えられると思ったからこんなことをしたんだろ？　なら責める理由なんてないよ」

「……へー。まぁ確かに？　『フウタならあのくらい跳はね除のけますよ』って、すまし顔で言ってましたけどねっ？」

「聞いたのか？」

「問い詰めましたよっ。フウタ様があれだけ強いって知ってたのかーって」

　やれやれだぜ、とコローナは肩を竦すくめた。

「悪いな、黙ってて」

「姫様の命令なら仕方ないですねっ。とはいえ。フウタ様は、先に一言寄越せ！　とか思わないんですかっ？」

「いや……王女様も、必要だと思えば伝えたんじゃないか？」

「まーそーですけどー。……ちぇ、なんか腑ふに落ちないのはメイドだけかよーっ。腹立つからオレンジ剝むいてようっと」

「もう食べきれないからやめてください」

　制止もむなしく、オレンジの皮は蛇の体のように一本にうねうねと剝かれていく。

「フウタ様さー。……完全に利用されてるわけだけど、良いの？　メイドちょっとだけ、お前贔びい屓きになってみなくもないわけですよっ」

「利用か……」

　確かに、フウタはライラックから「何もしなくて良い」と言われた。

　なのに暗殺者の撃退なんてこともするハメになった……と考えられなくもない。

　ただ、別にライラックが直接暗殺者を送り込んだわけではない。それにフウタが文句を言っても、「こちらの不ふ手て際ぎわでごめんなさい」と謝られてしまえばそれで終いだ。

　そもそも、フウタはそんな文句を言うつもりも無かった。

　こうして今生きていられるのも、コローナと一緒に居られるのもライラックのおかげだ。

　初めて、自分の剣を喜んでくれたのも彼女だ。あれが噓うそか本当かを見極める目くらい、持っている。手合わせの度に、『好き』をぶつけられているくらいの感覚だ。

　ボディーブローのように、彼女の想おもいは効いている。

　だから、今、利用されていると言われたところで。

「別に、利用されていても構わないな」

「ぶーぶー」

「……ただ」

　そう、ただ。剣を交える度に、フウタの中に募る想いが一つあった。

「……俺と比べるのは烏お滸こがましいけどさ。ちょっと思うんだよ」

「何をですー？」

「王女様も、一人ぼっちなんだろうなって」

「……どうしてそう思うんですー？」

　オレンジの皮を剝き終わったコローナが、果物ナイフをテーブルに置いて振り返った。

　意図が分からない、と言いたげな表情に、フウタは優しく笑う。

「いや、なんつーか。戦い方を見れば、分かるんだよ」

　フウタの剣技は《模倣》だ。相手の剣技ではなく、相手の〝軌跡〟を模倣する。

　どんな想いで鍛錬を積んでいたのか、なんてことは分からないけれど。

　何を重視し、どこを重点的に鍛錬していたのか。

　どの辺りに才能があって、どこを努力で埋めたのか。

　そして。鍛錬のやり方やメニューから、どういう戦いを想定して努力を積んでいるのかは、自おのずと分かる。それはフウタにしか分からない、相手の努力の軌跡だった。

「薄々、感付けるんだ。王女様ともあろう人がさ。常に一人での戦いを想定して、剣技を磨いていること。闘剣士のそれとは違う。一対多数の戦いや、不意打ち奇襲、死角からの飛び道具。そういうものに反応出来るように、鍛錬を積んでいる。とりわけ……」

　目を閉じて、思い出す。

「背中への防御は、俺が会ってきた剣士の中でもダントツだった。まるで、いつでも裏切りに備えているみたいに」

「……そですか」

「どうしてなのかは分からない。俺は別に、過去を見ることが出来るわけじゃないからさ。でも、鍛錬の軌跡は見える。だから、そんな風に思った」

　だから、尚更。楽しそうにフウタに剣を向ける、純粋に剣技を磨くことを楽しむ彼女のことを、悪し様には思えなかった。

「一人ぼっちかー。なるほどなるほどっ。まー、お前が寄り添いたいっていうなら止めませんよっ。姫様の右腕、勝ち取っていけー？」

「右腕になれるとは思わないけど。俺に求められた役割で、少しでも王女様に恩返しが出来たらいいなと思ってるよ」

「あれ。騎士候補の噂が立ってるのに、騎士になろうとは思わないっ？」

「俺は騎士なんて相応ふさわしくないし、王女様に求められたわけでもないんだ。思わないよ」

「ま、姫様も、騎士にしたいとは思ってないでしょー。賢いお前には、カットした──」

「もういいよ！　コローナの夕飯が食べられなくなるだろ！」

　フルーツバスケットに伸びていたコローナの手が止まる。

「ほう。高級フルーツより、メイドの手料理をご所望と？」

「なんでわざわざ言い直すんだよ。そうだけども」

「そですかそですかっ。口の上手うまい軟派男に免じて、今日も腕によりをかけてご飯を作ってやりますかねーっ！」

「なんで俺、悪口言われたんだ……」

　ご機嫌なコローナが、そのまま外に出ようとして。

　扉を開いた瞬間、立ち止まった。

　どうしたのかとフウタが目を向けた先に、一人の男が立っていた。

「あ、もっぴー」

「本当に不敬なメイドだな、貴様は……！」

　リヒターと名乗った、貴族の筆頭。

「フウタ様にご用事ですかーっ？」

「そうだ。どけメイド」

「はー。貸し一つなー」

「何故なぜだ！」

　怒鳴り声から逃げるように、コローナはフウタの後ろへと舞い戻った。

　それはもう、ぴゅー、と勢いよく。

「で、リヒターさん、でしたっけ。何のご用事で？」

「フウタ、と呼んで構わないな？」

「ええ。〈無職〉と呼ばれるよりは」

「ふん……何が〈無職〉だ。貴様の闘気は、〈無職〉に出せるようなものではない」

　ぴく、とフウタの眉が上がった。闘気を知っているのか、と。

　少なくともライラックは知らなかった。

　だから、周囲に垂れ流していたせいで、多くの人間に遠ざけられていた。抑える方法は日々の手合わせの間に教えていたが、全くと言っていいほど無知だったのだ。

　それを、同じ国の人間が知っているというだけで、疑問符が浮かぶ。

「闘気を知っているのか？」

「何を言い出すかと思えば。僕が何を知り、何を知らぬとも貴様には無関係のはずだが」

「関係ならある。だって、王女様は自分から闘気が漏れていることに気付いてなかった」

「その王女殿下から聞いたのだ。僕はこれでも王国の財務を司つかさどる身でね。貴様は知らないだろうが、それなり以上に親しいのさ」

　その言葉を、噓か真か判別することはフウタには出来なかったが。脇から、声。

「姫様が言うはずないじゃないですかーっ。表向きにはフウタ様との関係だって伏せてるのに、そんな話なんてしたら芋づる式に何してるのかバレますって」

　思わずフウタは、え、と声を漏らした。

　ちらりと、リヒターはコローナに目をやって、小さく鼻で笑った。

「よく喋しゃべるメイドだ」

「……じゃあ、元から知ってたのに、王女様には黙っていたのか」

「まさか王女殿下が知らないなどとは夢にも思わず」

　リヒターは悲しそうに首を振った。

　流石さすがにこれが演技であることに気付かないフウタではない。

　ライラックは、無自覚な闘気で今まで多くの人を遠ざけてしまっていた。

　理由を分かっていながら見過ごしていた彼を、フウタは見据える。

「──貴方あなたは、王女様のことを、大切な人だなんて思ってないんだな」

「心外なことを。想っているに決まっている。それが貴族というものだ」

「そんな人が、俺に何の用だ」

「簡単だ」

　リヒターは、親指で外を示すと告げた。

「表へ出ろ。王女殿下と同じように、僕も手合わせをしてもらおうじゃないか」





†






　──王城中庭広場。

　丁寧に整えられた木々が、麗うららかな木漏れ日を広場に届ける。

　王家に縁のある公く家げの一つが用意したこの広場は、普段は王城を訪れる誰もが使える公共の場として機能していた。

　とはいえ、それは建前で。

　殆ほとんどは、その用意した公家と、その家に連なる者たちにとっての憩いの場であり、時折王家の人物を招くように使われている場所だった。

　そんな場所に連れてこられた、フウタとコローナ。

　コローナは勝手についてきたのだが、リヒターは何も言わなかった。

「リヒター様！　どこへ行かれていたのですか！」

「お待ちしておりました──む」

「貴様は、殿下が連れてきたという、例の騎士候補……」

　眉をひそめるのは、広場で茶会の開宴を待っていた貴族派の者たち。

　準備を進めていた従者たちも、リヒターの登場に恭うやうやしく頭を下げる。

　フウタは一人、本職の〈侍従〉と自分に付いているメイドの違いを見て納得していた。

　確かに、コローナは〈侍従〉ではないのだろうな、と。

「さて諸君。今日の会には特別にゲストを招いた」

　リヒターの宣言に、十数人を超える貴族たちの視線が一斉にフウタへと向く。

　悪意に嘲り、様々な負の感情を色濃く映した視線も、フウタにとっては慣れたものだ。

　あまり、慣れて嬉うれしいものではないにせよ。

「そう。王城で噂うわさの、第一王女殿下の騎士候補だ」

　周囲がざわつく。

「俺は、そんなつもりはない」

「口では何とでも言える」

　リヒターはフウタの言葉を切り捨てると、宴席から少し離れた芝生にまで歩いていく。

「王女殿下の騎士は、王女殿下より強い者が望ましい。それは、以前から殿下ご自身が口にしていることだ」

「……それで？」

「貴様も馬鹿ではないだろう。誰が王女殿下の騎士になるか、それによって動く情勢くらい、理解出来ないか？」

「貴方はつまり、自分の派閥から騎士を出したくて、俺が邪魔だって言いたいんだな？」

　ふん、と鼻を鳴らしたリヒターは、フウタに聞こえないよう小声で呟つぶやいた。

「──事はそう単純ではないがな」

　そして、改めてフウタに目をやる。

「貴様が邪魔か、そうでないか。それは、今から決まることだ」

「なるほど、分かった。俺が、あんたより弱ければ、どのみち騎士にはなれないから、路傍の石に成り下がるって言いたいわけだ」

「存外話が早いな。貴様が口でどう言おうと関係がない。僕が欲しいのは、証明だ」

　そう言って、リヒターは鞘さやに納まった剣を三本、フウタの足元に投げた。

　長い刺突剣コンツェシュ、短い刺突剣パラシュ、そしてもう一つ。

　短く厚い刀身の剣──グラディウス。

「好きなものを選べ」

　目を細め、フウタは三本の剣ではなく、リヒターの腰に目をやった。

　彼の剣は──グラディウス。

　迷わず同じものを手に取った。

「おや、奴やつは確かコンツェシュを使っていたのだろうに」

「敢あえてリヒター様と同じものを使おうとは、愚かな」

　くつくつと、背後から漏れる嘲笑が耳を打つ。

　グラディウスを手に取ったフウタは、一度目を閉じた。

　ここで、リヒターに負けてしまえば楽だろう。

　彼らは自分を相手にせず、今まで通りの生活がフウタには待っている。

　だが、ふと気付いた。──もしこれも、ライラックが想定していたことだとすれば。

『──貴方が強い闘剣士であることの証明が急務ですか』

『逆に、証明しなくても良いというのは？』

『──無いですね。単純に、ただの食客として置きすぎると外側への風聞が悪いのと……あと、貴方との鍛錬をこそこそ隠れてやらなければならないのは、面倒です』

『そ、そうですか』

　ライラックはそう言っていた。

　ここでリヒターに負けてしまえば、強い闘剣士であるという証明は出来なくなる。

「……やる気になったか」

　フウタの気配が変わったのを察して、リヒターは目を細めた。

「やはり貴様は、騎士になるつもりだったのだな」

「違う。王女様が、俺を騎士になんかするものかよ」

「貴様は知らんかもしれないが、殿下は目的の為ためなら手段を問わん。調べは付いている」

「調べ？」

「……貴様と殿下が、夜な夜な剣を交えていることだ」

　フウタの眉が小さく動く。

「それなりに秘密裏にやっていたようだが。貴様の危険度は、殿下と貴様が思っているより高かったという話だ」

「見知らぬ輩やからと刃を交える王女様が危ない、って方向に動かない辺りが貴方たちらしいな。王女様のことをどう思っているのか、どんどん分かってくる」

「……さて、変に録術を使われても困る。何も言わんよ」

　リヒターは常に、貴族たちによって前に出されているコローナから視線を外していなかった。いつ彼女が魔導術を使うか分からない、という警戒だろう。

「で、夜に剣を交えているから、何だよ」

　グラディウスを握ったフウタが問うと、リヒターはこともなげに告げた。

「馬の骨を拾ってきて自分より強くなるよう鍛えている、或あるいは──八や百お長ちょうでもして王女に勝つつもりだろう」

　ぴり、と空気が張りつめた。何かに感付いたコローナが、小さく呟く。

「……フウタ様？」

　リヒターも片眉を上げ、フウタに目を向けた。

「……八百長。八百長か」

　フウタに記憶が甦よみがえる。あの日、わざと、目の前の闘剣士に負けたこと。

　うっかり剣が弾はじかれた振りをして倒れてみたこと。これで良いいのか、なんて考える余裕もないくらい心が追い詰められていて、気付いたらしでかしていた、人生最大の汚点。

　──ライラックの剣は、いつも楽しそうだ。

　彼女との手合わせは、フウタにとっても幸せな時間だった。

　それを八百長で汚すなど、考えただけで自分を殺してやりたくなる。

　たとえばライラックの方が、自分より強かったとして。

　彼女にわざと負けられたらと思うと。──哀かなしくて仕方がないだろう。

　剣を交えることの楽しさを知った今だから、思った。

「そんなことは、絶対にしない」

「口ではどうとでも言える」

　リヒターの答えは単純だった。

「王女様を、馬鹿にするなよ」

「馬鹿にしたことなど一度もない。僕ほど、彼女を怖おそれている人間は居ない。だから言う。殿下なら、やりかねない」

　──どちらの主張も、実は正しかった。

　目的があって、その為に八百長が必要ならば、ライラックは躊ちゅう躇ちょなくそれをするだろう。

　ただ、フウタとの手合わせにおいては、何に代えても八百長などするはずがない。

　それだけの話だった。

「口では何とでも言えるんだろう？　なら、貴方を倒すことで、王女様が俺に対して八百長なんかしないってことの証明にしてやるよ」

「……よく言った。ならば、こい。必要なのは証明だ」

　フウタとリヒターが構える。

　張りつめた空気は一触即発。

　しかしそこに空気の読めない発言というのは飛ぶもので。

「〈無職〉がどう努力しようと騎士にはなれん！　今のうちに諦めたらどうだ!!」

「無様を見せる前にやめておけ！　恥はかきたくないだろう？」

「いや、せっかくの肴さかなをリヒター様が用意してくださったのだ。ゆるりと観戦させていただこうではないか」

　ひっそりと顔をしかめるリヒターに対し、フウタは気にしていない様子だった。

　罵声だけを向けられる戦いには慣れている。

　だから。

「黙れ」

　その言葉に、フウタは少し驚いた。

「立ち合いに雑言は不要だ。貴様らは証人として黙って見ていろ。録術に愚かを晒さらしたのを忘れたか！」

　息を吐き相対する彼は、眼前のフウタの挙動など気にも留めない。

「おい、メイド。この立ち合いを記録しておけ。完全なる証拠だ」

　コローナは、リヒターの言の通りに手に光を灯ともして、ちらりとフウタを見た。

「メイド、ちょっと心配なんですけどっ！　頼もしい一言をどうぞっ？」

「頼もしい一言か。何だろな」

　少し考えて、フウタはリヒターに目をやる。

「俺が勝っても、罪には問われないだろうな？」

「……はっ。我が名において、誓おう」

　コローナはそのやり取りを録術で記録しながら、口角を上げる。

「以上、頼もしい一言でしたっ。──フウタ様っ」

　コロッセオよりも、あまりにも小さな闘技場で。

　いつも罵声を浴びながら戦ってきたフウタの背中に、声が乗せられた。

「がんばれーっ」

　気の抜けた声ではあったけれど。

　フウタにとっては、これ以上ない〝力〟だった。

「ルールは一本勝負。相手が降参と言うか、寸止めで勝利だ」

　改めて、リヒターが告げる。その鋭い瞳が、フウタを穿うがつ。

「ここで貴様を害するつもりはない」

　そう告げるリヒターに、フウタは軽く頷うなずいた。

「では、始めるとしようか」

　構えはシンプル。切っ先をフウタに向けたまま、体勢を低くして斬りかかる備え。

　対するフウタは、彼と全く同じ構えを取った。

　ぴくりとリヒターの眉が動く。

「──言葉の品はともかく、奴らの言っていたことは真実だ。貴様は、コンツェシュを使うのではなかったのか？」

「俺が何を使おうと、貴方あなたに関係はないはずだ」

「……違いない。貴様が『相手の得意武器だから負けた』などと、言い訳出来ないように叩たたき潰せば良いだけだ」

「ああ、なら心配しないでくれ」

　フウタは、グラディウスをくるりとハンドリングして呟つぶやく。

「貴方の使う得物が、俺の得意武器だ」

「──吼ほえたな」

　リヒターの目が細まり、ついで、ぐ、と足に力を入れる。

　次の瞬間、爆発的な勢いを伴って、フウタに真正面から肉薄した。

　──グラディウス。

　それは、決闘者の剣とも呼ばれる、武骨でシンプルな両刃の剣だ。

　鍔ガードが存在せず、ただグリップとブレイドのみで構成された剣の中の剣。だからこそ、その戦いは相手を斬りつける、相手を叩き潰すことに終始した愚直な試合となる。

　搦からめ手ては不要。ただ正面から、自らの強さを証明する戦い。

　剣は人を表す。──この世界にはそんな言葉がある。

　握る剣によって、人物像が分かるというありふれた表現だ。

　だがフウタはそれを、真実だとその身で実感している。

　鈍くぶつかり合う鉄と鉄。

「おおおああああ!!」

「っ──！」

　真正面から突っ込んで、振り上げた剣を振り下ろす。

　酷ひどく愚直な動作に対し、フウタは同じく下ろした剣を振り上げることで相対した。

　互いに両手で、相手を押し込まんとする力比べ。

　その軍配はやはりというべきか、フウタに上がる。

　薙なぎ払はらうように振り払われた剣の反動で、リヒターは跳躍と共に後退した。

「──やはりか」

　言葉を漏らし、リヒターは構え直す。

「単純な力では貴様の方が上だな」

「試したにしては、全力を感じたが」

　フウタの腕に残る、リヒターとのぶつかり合い。

　相手との力差を測る為に剣を振るったにしては、些いささか以上に重かった。

　全身全霊の一撃だったと言っていい。

　もっとも、動き始めの身体からだということで温まっていなかったこともある。

　そういう意味では〝全力〟ではなかったかもしれないが──走り始めからスパートが掛かっているように感じた。ただの強がりなのかと首を傾かしげそうになるフウタに、リヒターの方こそ疑問符を浮かべて問いかけてきた。

「当然だ。一撃で叩き潰せればそれで終いなのだから」

「それ、試すって言わないんじゃないか……？」

「手加減など、生まれてこの方、したことがない」

「あー……貴方、そういう手合いか」

　相手の力量を試す。それは、強者の戦いにおいて必要不可欠な要素だ。

　読み、知識、反応、全てにおいて、相手の力量を分かっていればこそ、相手の力量を信頼してこそ放つ技というものがある。

　このくらい戦える相手なら、これは反応するだろう。だから本命はそのあとだ。

　このくらい戦える相手なら、この剣の弱点は知っているだろう。だからその裏を突く。

　このくらい戦える相手なら、この不意打ちは反応するだろう。だからこれはフェイクだ。

　ライラックとフウタの初めての手合わせも、互いの力量を探る為ための〝挨拶〟があった。

　だがリヒターにはそれが無い。

「貴方は、自分に届かない人間は殺してきたのか？」

　思わず問うた。相手の力量を探る動きが無いということは、自らに到達しえない人間は、全て一撃の下に叩き伏ふせてきたということだ。

　研けん鑽さんはない。あるのはおそらく──戦場での命のやり取りのみ。

　彼はすなわち、闘剣士とは全く違う生き物だ。

「当然だ。僕に剣を向ける者は皆、家や王家に歯向かう者たちだったからな」

　少し、遠い目をしたリヒター。

「安心しろ。寸止めには慣れている。捕縛も任務のうちだった」

「貴方は……ただの貴族ではないな？」

「さて。今は関係のないことだ。行くぞ」

　真正面から突っ込んでくる横薙ぎに振るわれる一いっ閃せんは、フウタの目から見ても速い。

　火花が弾ける。

「ちっ、まだだ！」

　連撃。大振りの横薙ぎから、袈け裟さ、切り上げ、振り下ろし、逆袈裟。

　その速度たるや、フウタも目を瞠みはるほどだ。

《ランダー流決闘術：一筆》

　一筆で仕上げる文字のように、絶えず連撃がフウタを襲う。

　その全てをグラディウスで弾いていくフウタ。

「出たぞ、リヒター様の剣舞が！」

「あれを受けたら、もうじり貧だ！」

「戦場でアレを受けて、耐えられた者など居ない！」

　──フウタは知らぬことだが。

　ライラックとリヒターが戦えば、この技を繰り出されないようにライラックが立ち回り、勝利を摑つかむのが常だ。単純な技量の差でライラックが上を行く。

　だが逆に言えば、この技を繰り出されてしまったら最後、ライラックをして、リヒターの前に膝を屈することになるということだ。

「フウタ様っ！」

　心配そうな声が、広場に響く。──だが。

「──なるほど、最初から全力であれるのは、貴方のスタミナがあってのことか」

「これだけの連撃を受けて、口を開く余裕があるか！」

　一目見れば、リヒターが振り回す剣に反応して全てをいなしているように見えるフウタ。

　しかし、実際は違う。

《模倣：リヒター・Ｌ・クリンブルーム＝ランダー流決闘術：一筆》

　この技の全てを、フウタは知っていた。

　次にどこから剣を振るうのか、それを全て知っている。

　これは最高効率で剣を振るい続ける技だ。知らずにぶつかられたら堪ったものではないだろう。次第に勢いと力を削そぎ落おとされ、刈り取られるのは想像するに容易だ。そしてこの技には幾つもの分岐点がある。生半可な知識だけで挑めば、起点をずらされて殺される。

　だが。その全てを知り、その全てに反応し、その全てを読んでしまえば何も怖くはない。

「くっ、おおおお!!」

「鋭く、真まっ直すぐ。速く、多く。シンプルだからこそ、最後は腕が物を言う。──なるほど、貴方らしい技だ」

　リヒターのグラディウスは、真っ直ぐだった。

　愚直に、数々をこなしてきた。

　そこに応用も機転もなく、しかし盤石な基礎があったのだろう。剣を振るい続ける体力と、相手の剣を打ち払う力。それだけで、どんな相手にも真正面から打ち勝ってきた。

　だからこそ。フウタが負ける理由が一つもない。

　ありとあらゆる基礎だけで、全てが彼を上回る。

「まだだ！　まだ、終わらぬ！」

　リヒターの剣が振り下ろされる。フウタが弾く。

　リヒターの剣が切り上げられる。フウタが弾く。

　リヒターの剣が突き出される。フウタが弾く。

　その頃になって、段々と周囲の様相も変わってきた。

「リヒター様……？」

「おい、なんでまだ終わらないんだ」

「あの男、何故なぜ顔色一つ変えていない？」

　力量が遠く及ばない者たちには、理解が出来ない剣の領域。

　彼らにとってはリヒターとは強さの象徴であって、それ以上でもそれ以下でもなかった。リヒターがどれだけ強いのか。何故強いのか。どう強いのか。

　それが、全く理解出来ていないのだから。

　だからリヒターと切り結んでいるということは、無条件にフウタの格を押し上げてしまうことになる。──即すなわち、恐怖の対象だ。

「何故……〈無職〉如ごときが……」

　しかしそれも、〝何故〟で終わる。理解には及ばない。そして、〝何故〟で終わってしまうからこそ、自分に都合のいい理屈をつける愚かな人間が生まれてしまう。

「リヒター様！　いくら殿下の客人とはいえ、手加減は無用！」

「そ、その通り！　戯たわむれるのも、どうかそのあたりで！」

　深層では恐れているからこそ、自分たちの言葉に矛盾が生まれる。

　本当に戯れているなら、肴さかなにでもして楽しめば良いと言うのに。

「これならどうだ！」

　突きからの薙ぎ。リヒターの剣が振るわれる度、鈍い鉄の音が響く。

「ならこうだ！」

「──リヒターさん、もう良いいだろ？」

　フウタは、振るわれる剣と、その先で瞳をぎらつかせるリヒターに思わず問いかけた。

　リヒターの腕は理解出来た。十分に一線級。ライラックには及ばないだろうが、この国で有数の剣士であることは分かっていた。

　だからこそ、フウタの力量を見誤るとも思えなかった。

　何より、今までの剣技が証明していた。彼は愚直なまでに、真っ直ぐな男であると。

　しかし、交錯する瞳は未まだ戦意を失ってはいない。

「いいや、まだだ！　僕が負けを認めるまで、負けではない！　勝利条件を忘れたか！」

「──勝利条件って」

　確かに、勝利条件は定めた。降参するか、寸止め。しかし目的は力量を測ることであったはずだ。そう首を傾げるフウタだが──リヒターはさらに吼ほえた。

「そうだ！　だからまだまだ付き合って貰もらうぞ!!　お前に勝つ!!」

　──いつの間にか、呼び名が〝貴様〟から〝お前〟になっていたり。

　リヒターの表情が獰どう猛もうな虎のような笑顔になっていたり。

「は、ははっ……!!　まだまだァ!!」

　フウタを打ち倒さんとして剣を振るう彼に気け圧おされて、フウタは一度瞑めい目もくした。

《模倣：リヒター・Ｌ・クリンブルーム＝ランダー流決闘術：一筆》

「ならこちらから行くぞ、リヒターさん」

「はは、掛かってこい！」

　リヒターの攻撃を大きく弾いたその一瞬を縫って、フウタが攻勢に出た。

　使うのは、リヒターと全く同じ技。即ち──ランダー流決闘術：一筆。

「ぐ、おおおおお!!」

「そこだ」

　何度も何度も押し寄せる波のような攻撃に、リヒターを上回る膂りょ力りょく。

　リヒター自身が今まで強みにしていた、単純な力量。

　それを全て、真正面からぶつけられるこの技は、返されると脆もろかった。

　まして、リヒターは初めてこんな長期戦に挑んだのだ。

　体力の消耗著しく、グリップの感触が搔かき消きえる。

　かん、と軽い音がして。リヒターは、ようやく目が醒さめた気がした。

　地面に転がる自らの剣。向けられたグラディウス。

「そうか。──終わってしまったのか」

「ああ。俺の勝ちってことで、いいよな？」

　名残なごり惜おしく思ってしまった自分に、驚いた。

　リヒターは、空になった自分の手のひらを見つめた。

　そして、顔を上げる。

「……厄介な男が来たものだな。実力的には、騎士候補に相当するか」

「騎士になるつもりはない。何度言えば分かるんだ」

「証明が無い。ならば聞く耳は持たん」

　そう言って、リヒターはフウタの横を通り過ぎ、中庭を出ていこうとする。

　ふと足を止めて、呟つぶやいた。

「だがお前の実力は証明された。僕も相応の手段を以もって、お前を排除しに動かねばな」

「そんなに、騎士の座が欲しいのか」

「騎士の座が欲しいわけではない。……そうだな、貴様の敗北ばかりを考えて、勝利した時の褒ほう美びが無かったな」

　リヒターはちらりと、宴席の方のコローナを一いち瞥べつした。

　コローナは、フウタが勝ったことを盛大に貴族たちに自慢している最中だった。

　録術の心配が無いと判断したリヒターは、フウタの耳元で囁ささやいた。

「教えてやる。お前にはまだ分からんだろうが……枷かせが必要なのだ」

「枷……貴方あなたは、王女様に何がしたいんだ」

「違う。僕が何かをしたいのではない。殿下が危険なのだ」

　それだけ言って、リヒターはもう一度背を向け歩き出す。今度こそ、足を止める理由もないようで──しかし、出ていこうとしたリヒターは、思わずといったように一歩退いた。

　中庭に現れたのは、一人の少女だった。

「お楽しみのところ申し訳ないのですが。わたしの客人と、何をされていたのですか？」

　銀世界のような美しい髪を靡なびかせて、蒼そう穹きゅうの瞳を鋭くリヒターへと向けて。

　しかして、柔らかな笑みを浮かべて、少女は問うた。

「お、王女殿下……！」

「ライラック王女殿下っ、こ、これはその」

「殿下、本日もご機嫌麗しゅう……」

　慌てたように、貴族たちが挨拶へ向かう。

　少女──ライラックは、笑顔のまま手で彼らを制した。

「結構。わたしの問いに答えなさい」

　ぴしゃりと。可愛かわいらしい笑顔とは裏腹に、強い言葉で貴族たちは窮した。

「殿下。ご機嫌麗しゅう」

　彼らを庇かばうように立ったのが、リヒターだ。

「フウタ殿には、僕から手合わせを要請しました。快くお引き受けいただき、こうして試合に興じていた次第です」

　ライラックの瞳が、リヒターを穿うがつ。

「なるほど？　わたしの客人に、王国随一の剣士が、決闘を？」

「決闘ではありません。手合わせです。殿下も、彼の実力はご存じでしょう？」

　暗に、関係を知っているとの牽けん制せい。しかしライラックは余裕を崩さなかった。どころか。

「ええ。彼は遠方の公国にて、コロッセオの頂点でもあった方。実力は申し分ないかと」

「な……」

　ライラックの方から飛び出した情報に言葉を失うリヒター。しかし驚いたのはリヒターだけではない。フウタも、軽く目を見開いた。自分がチャンピオンであったことまでは話していないのだから。すると、彼女はフウタの視線に気が付いたようで目を合わせた。

　そして、軽く駆けてくる。

　剣を交える時とは異なる美麗なドレス姿だから、たいそう走りづらそうだった。

「まったくもう。わたしに何の相談もなく試合を受けるだなんて」

「す、すみません」

「いえ、契約には関係のないことですから、文句はありませんが」

　心配しただけですよ、と人差し指を突き付けるように言って、ライラックは微ほほ笑えんだ。

　先ほどリヒターたちに向けていたものとは全く異なる雰囲気の笑顔。

　と、その背後から声。

「殿下！　──彼は、貴女あなたの騎士候補なのですか」

　リヒターの問いに、ライラックは振り向いた。

　必然、フウタからライラックの表情は窺うかがえない。

「リヒター。わたしから聞きましょう。その問いに、答える義務はありますか？」

「……いえ」

　貴族たちが顔を青くする中、リヒターは一度首を振る。

「わたしの客人との私闘は不問とします。即刻去りなさい」

　ぐ、と唇を嚙かんだリヒターが、改めて背を向け貴族たちに手で合図を送る。王女殿下の命令ともなれば、彼ら貴族の動きはスムーズだ。早々に立ち去る彼らを見送って、フウタは小さく息を吐く。中庭に残されたのは、フウタと、ライラックと。そして。

「フウタ様フウタ様フウタ様っ！　メイドは割かし不安でしたっ！　勝てて良かったですねっ、姫様にしばき倒されるところでしたねっ！」

「あ、ああ」

「コローナ。わたしは、フウタをしばき倒したりはしません」

　ぴょんこぴょんこ。リヒターが強いことは知っていたからこそ、フウタを案じていたコローナ。だがライラックは、呆あきれたように髪を払って微笑んだ。

「フウタが誰かに負けるなどあり得ません。昨日も伝えたはずですが？」

「姫様はそーゆーけど。メイドには武人の腕なんてちょっぴりすら分からんぷぅですよ」

「なんですか。その、分からんぷぅ、というのは」

　困ったように眉を寄せるライラックに、フウタは告げた。

「そこはもう、気にしたら進まないところだと思いますよ」

「そう、ですか。少し悔しいですね」

「は？　何がですか？」

「既に、コローナの扱いでは貴方に上を行かれている気がします」

　複雑そうに笑って、ライラックはそう言った。

　ライラックが分からんぷぅ、と口にしたことを可愛く思った、ということは、フウタは言わずにいた。流石さすがに無礼が過ぎてしまうと、苦笑いとともに言葉を吞み下す。

「しかし。いつもは貴族派が占有しているので、訪れる機会は乏しかったのですが」

　ライラックは周囲を見渡す。

　木漏れ日が心地よく、午後一番の青空が澄み切った優しい空間だった。

「良い場所ですね」

「そうですね。俺も、こういう場所は好きです」

「……なら、少し休んでいきましょうか。貴方も動いた直後でしょうし」

　ライラックはコローナを一瞥して、告げる。

「お茶の準備を頼めますか？」

「かしこまりましたーっ！　よく分からない草が届いてたから、ブッ込んじゃうぞっ！」

「よく分からない草って何だよ！　おいコローナ！」

「ぺろりーん！」

　コローナは、足を車輪にする勢いで、ぴゅー、と駆けていった。

　取り残されたのは、フウタとライラックだけ。溜ため息いきを吐いたフウタが向けられた視線に気付くと、ライラックは目を瞬しばたたかせて彼を見ていた。

「本当に、打ち解けていますね……」

「え、ええ。彼女のお陰で。この前もお話ししましたが」

「何だかんだ、二人が揃そろっているところで話すこともありませんでしたからね」

　ライラックは側にあったベンチにハンカチを敷いて腰かけた。

「隣、どうぞ」

「良いいんですか？」

　二重の意味で問いかけた。単純に隣に座っていいのか、というのと。それから公共の場で王女の隣に自分が座ることと。そんな悩みを察して、ライラックはくすくすと笑う。

「わたしを誰が叱るのですか？」

「そういうことでしたら」

　恐る恐る腰かける。ふんわりと、ライラックの花のような良い香りがした。

　長髪が、フウタの腕に触れる。

「……あの」

「どうかしましたか？」

　こういう場で何を話せばいいのか、経験が乏しすぎた。

　ライラックとの話題はだいたい剣であるが、それにしては今の彼女は──

「ドレス、めっちゃ綺き麗れいで、お似合いですね」

「……ふふ。ありがとうございます。気の利きいた台詞せりふではありませんが……っと。貴方は気にするのでした。素直に受け取っておきますね」

　フォーマルなロングドレスは、彼女の身体からだのラインをはっきりと出していて優美だった。

　肩の辺りのシースルーと、縫製の綺麗なフリル。

　黒に近いグレーのカラーリングが、彼女の美しい印象を引き立てていた。

「フウタの前では身に着けない服装でしたか。普段、執務の間はだいたいドレスですよ」

「それは……見られて良かったです」

「素直ですね。とはいえ」

　一度息を吐くと、ライラックは広場の景観を楽しむように眺めながら、呟いた。

「そんな話よりも、するべきことがありますか」

　するべきこと。そう聞いて、フウタは顔を上げた。先ほどライラックは、フウタがチャンピオンであることを知っていた。ひょっとして、調べたのだろうかとフウタは思う。

　ならば八や百お長ちょうでクビになったことも、彼女は既に知ったのではないかとも。

「リヒターへの勝利。これは、大きな一歩ですね」

「へ？」

「……何ですか、その顔は。別の話があるとでも？」

「あー、その。……チャンピオンってこと、ご存じだったんですね」

　言いづらそうに口にした言葉を聞いて、ライラックは納得したように、ああ、と頷うなずく。

「たまたま知りました。詳しくはありませんが、チャンピオンの座を長く防衛していたそうですね。少しほっとしました。貴方の在位が短ければ短いほど、あの国はどんな人外魔境なのだと慄おののかざるを得ませんから」

　冗談交じりに微笑むライラック。

　その笑みに含むものは感じられず、フウタは一瞬押し黙った。

　この分だと、ライラックは、フウタの八百長に関しては知らなそうだった。

　木漏れ日の心地良い昼下がり。陽光を透かした木々を見上げ、フウタは悩んでいた。言うべきだろうか。自らの失態を。だが、もし八百長に手を貸したことを知ったら、これから先のライラックとの信頼関係にもヒビが入るかもしれない。

　フウタがリヒターとの八百長に乗るかもしれないと、そうライラックに思われるのは嫌だった。嫌だったし、そんな奴やつを手元に置こうとは思わないだろう。

『〈無職〉がどう努力しようと騎士にはなれん！　今のうちに諦めたらどうだ!!』

　ふと、先ほどの手合わせでのヤジが耳に反響した。

　騎士になるつもりはないけれど、〈無職〉がどう努力しようとという部分は、痛かった。

　実際問題、無職が努力し続けた結果が、八百長のあの体たらくだったから。

　たとえ無職であろうとライラックの信頼に応えたい。フウタは知っている。ライラックの剣を。彼女が常に一人で戦い、裏切りを想定した剣を磨いていることを。だからこそ自分が裏切ると思われる可能性を、少しでも減らしておきたかった。

「王女様」

「？　どうかしましたか？」

「俺は、王女様の期待を裏切りません」

「え、急に宣言ですか。……はあ。まあ、裏切るとは思っていませんが」

「それは良かったです」

「フウタ？　何ですかその満ち足りた笑顔は。わたしには何も分からないのですが」

　裏切ると思われていないなら、信頼に応えるだけだ。

「フウタは……たまにこう、コミュニケーション能力の欠如を感じさせますね」

「えっ」

「ショックを受けるところではないでしょう」

「すみません……。人と話さずに育ったものですから」

「……構いませんが。貴方あなたに求めているのはカウンセリングではありませんし」

　やれやれ、と頭かぶりを振ってから、ライラックはフウタに向き直った。

「フウタ。期待に応えてくださいね」

「はい。それはもちろん」

「……良い返事です。それでよしとしましょう」

　フウタは察した。

「あ、ここで気の利いた台詞を……」

「伴侶となるわけでもなし。別に構いませんよ」

　それよりも、とライラックは続ける。

「今夜も、楽しみにしていますね」

「はい。頑張りましょう」

　ライラックが柔らかく微笑んだところで、遠くから声。

「お待たせしましたーっ！　おっとっとー、お二人仲良くならんじゃってー、変なお茶を食らえー？」

「変なお茶言うな」

「……ふふふ」

　やってきたコローナと、フウタの呆れた物言いに、彼女は心から笑っているようだった。





†






　虫の鳴く鈴のような音だけが響く、静かな夜。フウタは、のんびりと私室でソファに腰かけていた。そろそろライラックとの鍛錬の約束に出向く、そんな時間帯。

「ねーねーフウタ様ーっ」

　と、そんな時。後ろからの声に振り返れば、毎度の如ごとくコローナが転がっていた。

　床に。

「流石に床は汚いと思うぞ」

「絨じゅう毯たん換えたばかりのこの一瞬こそ、唯一無二の転がれるたいむっ！」

「あ、そ……俺さっきそこ歩いたけど」

「みぎゃー」

　コローナの目がバッテン印のようになった。当然だが、ベッド以外は土足だ。

「みぎゃーと言いつつ、どかないんだな」

「手遅れなら、太く短く生きるのがメイドの流儀だぜっ」

「何の話だよ……」

　よっこしょー！　とコローナは立ち上がると、そのままサイドチェアにちんまり座って、足をぷらぷらさせ始める。普段に輪をかけて落ち着きがなく、ついでに言えばちらちらとフウタの方を意味ありげに見やるさまは、流石のフウタも気になった。

「なんだよ」

「んー、言っていいっ？」

「何とでも言ってくれ」

「じゃーゆーけどっ」

　びし、と指を突き付けるコローナ。何とでも言ってくれ、と告げた通り、フウタは今更コローナに何を言われようと動じないだろうと思っていた。

　罵声なら言われ慣れているし、コローナほど近い相手からなら、何を言われても直そうと思える。だが、彼女の口から飛び出したのは、フウタの予想を超える言葉だった。

「お前、八百長でもしたんですかっ？」

「なっ……」

　返そうと思っていた言葉の全てが、頭から消えた。

「ほら昼間、やたらその言葉に敏感になってたしっ？」

『馬の骨を拾ってきて自分より強くなるよう鍛えている、或あるいは──八百長でもして王女に勝つつもりだろう』

　リヒターの言葉がフラッシュバックする。

「手合わせのあとも、様子変だったしっ？　コロッセオのチャンピオンって姫様が言った時に、メイドは察しちゃったみたいな」

「……そうか」

　フウタが放浪の末にここに来たことは、コローナも知っている。

　なら、これだけ材料があれば推測出来ることなのだろう。

　大きく長く、息を吐きだした。天井を見上げても、何も変わらない。

　けれど。何度も寝起きする度に見たこの天井にも、別れを告げるべきだろうか。

「……ここまでか。王女様も、唆そそのかされてわざと負けるような奴は要らんだろうし」

「へ？　ちょちょちょ、待った待ったっ！」

　ぐい、と裾を引っ張られる。

　気づけばコローナの座った椅子は倒れていた。凄すさまじい反射行動である。

「なんだよもー。ナイーブな奴め。メイドは別にフウタ様を追い出す為ために言ったわけじゃないですし。てゆか何なの。そんなに気にすることなの？」

「そりゃそうだろ。勝負の場を汚したんだ、俺は」

「へー」

　コローナには、全く理解出来ないようだった。

「よく分かりませんけどっ。フウタ様にとっては、大事ってこと？」

「俺にとってもそうだし。一度そういうことをしたことがある奴なんて、次もいつやるか分かんないだろ」

　小首を傾かしげ、疑問符を浮かべるコローナ。袖を引っ張られたままなのもどうかと思ったフウタは、とりあえずソファに腰かけた。袖にくっついたまま、コローナも隣に座った。

「なんだこの状況」

「リード？」

「犬か俺は」

　フウタは一度目を閉じる。そこまで知られた以上、彼女には全部話しておきたかった。

　もう、隠す理由もない。反響するのは、昼間のヤジ。

『〈無職〉がどう努力しようと騎士にはなれん！　今のうちに諦めたらどうだ!!』

　それは、チャンピオンになる直前の頃。よく、観客に言われていたことだった。彼らも今日の貴族と同じように、フウタがチャンピオンになることを怖おそれていたのだろう。

　どう努力しても、真の闘剣士にはなれない。だから諦めろ、と。

「俺はさ。努力によって出来ることがあるって、証明したかったんだ」

　闘剣士は、それに打ってつけだと思った。

「〈無職〉であろうと、本職とも渡り合えるって示したかった」

　腕にだけは、自信があった。

「でも違ったんだ。本職には華があって、俺には無かった」

　チャンピオンになっても、それは変わらなかった。鍛錬を積んで、鍛錬を積んで、鍛錬を積んで。挙句、と小さく呟つぶやく。そして続けた。

「八百長なんてものに手を出した俺に、きっと闘剣士たる資格は最初からなかった。結局、そういうことだったんだって、さ」

〈無職〉では、〈闘剣士〉にはなれなかった。

　フウタの大きな後悔。話を聞き終えて、しかしコローナは目をぱちくりとさせる。

　ここまで話しても武人の世界のことは伝わらないかなー、と苦笑いにも似た表情になりかけたところで、コローナは立ち上がった。

　とてとて、とサイドテーブルの花瓶から花を抜くと。

「どっせいっ☆」

「わぷっ!?」

　盛大に水をぶっかけた。フウタの、顔をめがけて。

「コローナ、何を」

「八や百お長ちょうは無職のせいじゃなくてお前のせいですよ」

　顔を拭ったフウタがコローナを見上げれば、珍しく彼女は目線を鋭くしていた。

　怒っていた。

「職業があったって無くたって……変わんないよ。賄賂握る奴は握るし、八百長する奴は八百長するんですよ」

「……職業のせいにするな、って？」

「当たり前じゃないですかっ。無職で大変だったとか、しんどかったとか、そりゃメイドより大変だったかもしれませんけどねっ」

　そういえば、コローナの〈職業〉については聞きそびれたままだったが。

「それでも、お前の行いは全部お前のせいですよ」

「……そうか」

「現実ってそんなもんですよ。どんなに配られたカードが悪かったとしても、ダメなことしたらお前が悪いになるんですよ。無茶苦茶ですよ世の中って」

　妙に実感がこもっているように感じて、フウタは口を噤つぐむ。

「でも、それでも〈職業〉のせいにしたら、お前はそこで終わりなんです。人生お終いなんです。そーゆーダメな人も結構居ます。……まー、その、結構居るダメな人たちが死のうと悪さして捕まろうとメイドはどーでも良いいですけどね」

　でも。

「お前は、なっちゃダメです」

　突きつけられて、フウタは息を吐いた。

「……厳しいな」

「そりゃそーですよ。兄きょう妹だいだろっ？」

「兄妹じゃねーよ」

　てひひ、とコローナは笑った。少し調子を元に戻した彼女は、フウタに言う。

「──だからお前に出来るのは、反省だけですよ」

「反省」

「そうそう。メイドもよくやらかしては反省してますしっ」

　いえい、と両手でピース。

「反省かー。どうしたらいいかな」

「え、どんなことがあっても次は絶対八百長しません、で良いんじゃないんですか」

「それでいいのか？」

「ダメなの？　じゃあその人、一生自分を許せないじゃん。人生おもんな」

　首を傾げて、コローナは言う。

　反省。絶対八百長しません。心の中では、前から思っていることだった。

　でも。

「そう決めて、前を向いて、良いのかな」

「良いじゃないですか。それでもぎゃーぎゃー言う奴やつが居たらメイドがきれいきれいにしてやりますよっ」

「……ありがとう」










第五話　〈無職〉の真価




　王城城下クリンブルーム邸。王都でも随一の豪邸であるその邸宅の当主、若き財務卿きょうリヒター・Ｌ・クリンブルームは、自らに課せられた職務である国税の調整に勤いそしんでいた。算術を一門で独占しているが故の権力は、毎日を忙殺される重荷あってのもの。

「やはり……年々、厳しくなっているな」

　ペンを走らせたリヒターは呟いた。

　──王都の商業は、賑にぎわいを失っていく一方だ。

　その背景には王都の治安悪化や、他国への人材流出、そして何より、〈職業〉の偏りによる供給と需要のバランスが崩れていることがあった。一時しのぎの増税で賄えるのは、その一瞬だけ。この国をどうにかして、また繁栄させなければならない。

「……だというのに」

　国王は外交を優先し、外貨獲得による経済力の回復を唱えている。

　その手段は、おそらく戦争だ。国と国との商業は、売る一方には成れない。何かを買い、何かを売る。だが、この国にはその〝何か〟が決定的に欠けている。そんな状態で無理に他国に商いを持ち掛けようとしても、摩擦が起きるだけだ。

　何度同じことを訴えても、国王は若き財務卿の嘆きなど聞く耳持たない。

　王の中では、重心が既に戦争に偏っていると見るべきだろう。

　思わず溜め息が零こぼれた。

「挙句、ライラック殿下は陛下とは違うやり口で国を壊そうとしている」

　唯一、国王に口くち利ききの出来る第一王女は、国王の思考など気にも留めていない。

　どころか、王都の商工組合と関わり、何やら暗躍している様子だった。

　それが王国にとって良くない類のものであることは、既にリヒターは摑つかんでいる。

「騎士の席を、固められては拙まずい」

　国王に関しても、王女に関しても。貴族派で、どうにか歯止めをかけるべきだ。

　あのフウタという男の力量を、理解出来ないリヒターではなかった。

　王城で唯一、自らが敵かなわないと認めたライラックを優に超える猛も者さだ。

　騎士の位を貴族派で握ることが出来れば、せめてハンドリングが利く。

　そう考えていたからこそ、フウタの存在は邪魔だった。

「リヒター様」

「……ん？」

　気付けば、彼の目の前には秘書官。

「そろそろ夜も更ふけます。リヒター様もお休みくださいませ」

「……もう、良い時間か。分かった。これだけこなして眠るとしよう」

「はい。微細な仕事は我々でこなしておきますので」

「ありがとう」

　息を吐き、肩を叩たたく。貴族派の面々は愚鈍だ。だが家という強い権力がある。

　そして、彼の目の前に立つ秘書を筆頭に、クリンブルーム家が抱える財政官たちは、権力も地位も高くはないが、優秀だ。──自分は十分に戦える。そう、一人呟いて。

『彼は遠方の公国にて、コロッセオの頂点でもあった方。実力は申し分ないかと』

　あの王女のぞっとするような笑顔を思い出し、リヒターはもう一度、数日前のことを想起した。チャンピオンと謳うたわれた男と自分がどれだけやり合えたのかは、分からない。

　だが、と自らの腕を握りしめる。

　久方ぶりに、戦場に出た心持ちだった。楽しかった、と言い換えてもいい。

「……これだけ終わらせると言ったが、明日に回す」

「リヒター様、どちらへ？」

「日課だ」

　財務卿となってからは殆ほとんど握らなくなっていたグラディウスを手に取って、彼は部屋を出ていった。

「日課と言っても始めてまだ数日でしょうに。でも……楽しそうで何よりです」

　リヒターを見送った秘書官は目を瞬しばたたかせてから、緩く微ほほ笑えんだ。




　──外に出たリヒターは、中庭で剣を握っていた。

　荒い吐息とともに、彼の手からグラディウスが零れ落ちる。

　突き付けられているのは、白銀の切っ先。

「財務卿とか聞いてたから、どんなもやしかと思ってたけど。骨のあるもやしだよね」

「もやしなのは変わらないのか」

「男にしてはひょろいじゃん」

　ふん、と鼻で笑ったその影が、星の明かりに照らされて姿を現す。

　そこに居たのは、十字鎗やりを握った少女だった。

「情報さえ寄越してくれればと思っていたが、まさか現役時代の知り合いが居るとはな」

「その現役の闘剣士が、どうしてキミに負けると思うわけ？　一番高いランクの闘剣士だったとも言ったよね？」

「フウタには勝てなかったとも聞いた。条件は同じだ」

「ぐぬぬ」

　悔しげに鎗を納める彼女。これではどちらが勝ったか分からないなと、リヒターは嘆息した。彼女の名は、プリム・ランカスタ。つい最近この屋や敷しきに招いた闘剣士だ。

　フウタを捜して、この王都を訪れたという彼女。

　これ幸いと話を聞こうとすれば、条件を突き付けられた。思えば、あの日はちょうどフウタとの試合の直後で少々気が高ぶっていたのが災いした。勝った方の言うことを聞く、などと取り決めて手合わせをしてみれば、リヒターはものの見事にぼこぼこにされたのだ。

「ま、でもいいや。今日も勝てたし。それで、手て筈はずは整ってるのかな？」

　手筈。そう聞かれて、リヒターは頷うなずいた。

「外堀は大方埋め終わった。あとは殿下に、首を縦に振らせるだけだ」

「──そう」

　以前メイドに差し向けた暗殺者から辿たどったルートで、彼女はこの屋敷の門を叩いた。

　フウタが王城の中に居ることを知るや否や、どんな手段を使ってでも会いたいと言って、暗殺者を差し向けるような人間の前に姿を現したとか。

　彼女の願いは、ただ一つ。

「もう一度だけ言うが、勝たなければ許さんからな」

「おっけおっけ。──大丈夫」

　瞬間、吹きあがる闘気。先ほどまでの天てん真しん爛らん漫まんな雰囲気はどこへやら、深夜だというのにうだるような熱を持った闘気をまき散らして、獰どう猛もうに笑う。

「今度こそ絶対に、負けないから」

「そう、か」

　目を閉じ、リヒターは少女に問うた。

「その代わり、本当なんだろうな。『チャンピオン・フウタは八や百お長ちょうの末に国外追放された者である』というのは」

　その言葉に、少女は苛いら立だたしげに頷いた。吐き捨てるように、そうだ、と言って。

「だから。私は、必ずあいつを倒す」

　その瞳には、まるで憎ぞう悪おにも似た憤ふん怒ぬが宿っていて。

　リヒターは思う。八百長試合をし、追放された。それは確かに人生の汚点ではある。

　だが、それがどうしてまた、現役の闘剣士にこんな遠国まで追いかけて来られるほどの恨みを買うのだろうか。

　彼女が一番高いランクの闘剣士だと自称していることに、噓うそ偽りがないのは技量を見れば一目瞭然だ。そのままコロッセオに居れば、それはそれは絢けん爛らん豪ごう華かな生活を続けることが出来ただろうに、なぜその全てを捨ててでも彼を追ったのか。
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「……まあ、僕には関係のないことか」

　詮無きことだと首を振った。

　彼女に踏み込む理由もなければ、フウタに関してもまた同義。

　リヒターにとっては、国にとっては、フウタは邪魔だというだけの話だった。

「約束は果たそう。お前とフウタを戦わせる場を作る」

　その一言に、プリム・ランカスタは静かに頷いた。
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「ライラック殿下、少し宜よろしいですか？」

　陽ひ射ざしが差し込む王城の内廊下で、ライラックは背後からの声に振り向いた。

　紅あかい絨じゅう毯たんを踏みしめ歩いてきたのは、リヒターを先頭とする貴族の集団。

　ライラックに見据えられるなり慌てて頭を下げる後方の彼らと違い、リヒターは一度深く礼をすると、すぐさまライラックを真まっ直すぐ見やった。

「立ち話程度であれば」

「ありがとうございます。──先日のフウタ殿との手合わせは、まこと心躍るものでした。あれほどの腕前を見てしまえば、僕も一人の武人として彼がどれだけ強いのか見てみたいと思いまして。殿下は、いかがでしょう？」

　謳うように紡つむがれる流麗な言葉は、貴族階級にのみ許された弁舌。これが彼女に対する牽けん制せい、ないしは、フウタに対する警戒であることくらい、ライラックは察していた。

　断れば、フウタの実力は軽んじられる。

　少なくとも、ライラックよりも上だとは誰も証明が出来ない。

　乗らざるを得ないだろう、というのがリヒターの考えだった。

　そして、ライラックは乗った。

「そうですね。フウタがどれだけ強いのか。……まぁ、彼の強さを測る物差しなどこの世に存在するのか、わたしには分かりませんが」

　見てくれだけなら深窓の美び姫き。そんな彼女は退屈そうに、美しい髪を弄いじった。そのまま黙って偶像としての使命を全うしてくれ、という思いは吞み込んで、リヒターは続けた。

「──御前試合を設けたいと思っております」

「陛下は不在ですが？」

「無論、おっしゃる通り。ですから必然、ライラック殿下を始めとした王室の方々に加え、王城の重鎮たちを招こうかと」

　その提案に、ライラックは少し考えた。唇を撫なで、思案する。

　警戒しているのだろうかとリヒターは視線を鋭くし、身構える。

　しかし少し経たって、ライラックは頷いた。

「確かに、最近は王城内での催しもありませんでしたね。王家の招かれるパーティにも、わたしは都合悪く足を運べない機会が続いていましたし、良いい機会かもしれません」

　都合悪く、とライラックは言った。

　だが、それが真実でないことくらいリヒターは知っていた。

　彼女は貴族派や王室の開くパーティよりも、王都の商工組合を優先している。

　勿もち論ろん、それをあえて指摘するリスクを考えて口を噤つぐんだが。

「さようでございますか。では、是非に」

「ええ。……フウタのお相手は、貴方あなたが務めるのですか？」

　小首を傾かしげる彼女に、リヒターは社交的な笑みを浮かべて首を振る。

「僕では手も足も出ませんでしたから、〈闘剣士〉を連れてきていますよ。本職の、ね」

「それは良かったです。催しものである以上、少しでも長く楽しめた方が良いですから」

「はい。フウタ殿にも、その旨むね何なに卒とぞ宜しくお伝えください」

「分かりました。では、御機嫌よう」

　ライラックは最後に微笑むと、踵きびすを返かえした。その背に深く頭を下げて、リヒターは笑う。

　これで準備は整った、と。だが、そう思っているのはリヒターだけではなかった。

「万事、想定通り。──さて、次」

　歩きざまに呟つぶやいた少女の口角が歪ゆがんだ。
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　──王城城下、庭園。

「ふふ、あはは!!」

《宮廷我流剣術：雨デシュツ》

　鈍い金属音が、篠しの突く雨のように反響する。

　肉を突き刺すような音も、風を切るような音もない。

《模倣：ライラック・Ｍ・ファンギーニ＝宮廷我流剣術：雨》

　何故なぜならば、その刺突の雨を余すことなく正面から打ち返す、もう一つの雨があったからだ。最後の一突きと同時、フウタは以前と同じように重ね技を発動する。

　彼女から写し取った、雷らい霆ていの如ごとき鋭い一撃。

《宮廷我流剣術：雷霆グリジュモッド》

「分かっていますよ!!」

　しかしライラックは右足を軸にくるりと回転、そのまま返すように薙なぎ払はらう。フウタはライラックの一いっ閃せんに丁寧に合わせてコンツェシュを振るい、剣をいなして受け流す。

「避けますか、ならば！」

　子供のように笑いながら、彼女はコンツェシュを引き戻すように袈け裟さに振り下ろした。それをフウタは一歩引くことで回避。そのまま、弓を引き絞るように刺突の構え。

　流れるような動作に、ライラックの表情が変わる。

「しまっ──」

《模倣：ライラック・Ｍ・ファンギーニ＝宮廷我流剣術：雷霆》

　喉元にコンツェシュが突きつけられ、ライラックは自らの剣をゆっくりと下ろした。

「……はぁ。また負けてしまいましたか」

「ですが、日に日に対応が早く、反射で正しい択たくが出来るようになっていますね。お見事ですよ」

　お世辞でも何でもなく素直な感想を口にするフウタ。

　しかしライラックはお気に召さなかったようで、小さく頰を膨らませた。

「まるで〈教師〉みたいなことを言いますね」

「あ、いえ、出過ぎたことを」

「……ふふ。まあいいでしょう。許してあげます。──楽しかったぁ」

　コンツェシュを鞘さやに納め、ライラックは軽く伸びをした。

　上気した頰が夜の薄い明かりに照らされ、首元の汗がきらりと光る。

「王女様。冷えますから、戻りましょうか」

「嫌です。少し、余韻に浸るのが良いのではありませんか」

「毎日じゃないですか……」

「毎日であろうと一夜であろうと変わりません。楽しみは十全に味わってこそでしょう」

　鼻歌を歌いそうなほど上機嫌なライラックに、それでもと食い下がるほどフウタは無粋ではなかった。それに、何だか今日のライラックは普段よりも楽しそうに見えた。

「王女様、何かいいことでもあったんですか？」

「何を以もって、そう思いましたか？」

「いえ……手合わせの最中も、いつもより、笑っていた気がして」

　昨日までは、もう少し真剣──或あるいは、懸命に手合わせをしていたように感じた。

　もちろん今日のライラックが不真面目というわけではないし、何なら剣技は昨日までよりも冴さえている。ただ、冷静で強したたかな印象の強いライラックが、まるで子供のように無邪気にコンツェシュを振るっていたのが、少し気になった。

　彼女は、笑顔で「それは」と告げる。

「貴方がリヒターに勝利したおかげですね。貴方の力量を鑑かんがみれば当然のことではありますが、感謝していますよ」

「なるほど。……私闘は、受けて良かったのですね？」

「受けるか受けないかは、貴方の自由です。ただ、わたしにとっては都合が良かった」

「そうですか。じゃあ──受けて良かったです」

　緩く笑うフウタに対し、ライラックは目を細めた。

「そろそろ、確信が出来ましたね」

　自らの腰に佩はいたコンツェシュを一いち瞥べつし、呟く。

　フウタと出会ってからこれまで進めていた分析の結論。

「さて。一つ貴方に話すべきことがありますが、聞いてくれますか？」

「わざわざ許可なんて要りませんよ。何でしょう」

「〈無職〉についての件だとしても？」

　その問いに一度息を吞んだフウタだったが。

　ライラックを正面から見据えて、笑顔で首を振った。

「もう、自分の〈職業〉がどうとか、気にしてませんよ。俺には、そんなものより大事なことがいっぱいありますから」

「そうですか。……では、話しましょうか」

　──わたしが調べた、〈無職〉という職業の力について。
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　そよぐ夜風が、柔らかく頰を撫でる。そっとその銀世界のような美しい髪を耳にかけたライラックは、心地よさそうに後ろ手を組んで歩いていく。

「良い場所ですね、ここは」

「でしょう？　わたしのお気に入りの場所なんです」

　ここは王城上層のバルコニー。落下の危険さえ考えなければ、ここで闘剣をすることすら叶かないそうなほどの広さを誇る、一面の白い石畳。同じ石で作られたらしい欄干はライラックの腰上程度の高さで、彼女はそっと両手を乗せて夜空を見上げた。

　満天の星々の中で、ひと際輝く一等星を見つめた彼女は、徒いたずらに手を伸ばす。

「ふふ。あれが欲しいです」

「スケールの大きな話だ……」

　こんなにも広い場所に、二人きり。それはきっとフウタだけでなくライラックも分かっていることだろう。気配に敏感なのは、何もフウタに限った話ではない。

　けれど、だからこそ。

「誰も居ないから、ついはしゃいでしまいますね」

「一人だと、王女様はこんな感じなんですか？」

「さあ、どうでしょう？」

　くすくすと微ほほ笑えむ彼女はまるで童女のようだ。

　手合わせの時も感じたことだが、どうやら今日は一段と機嫌が良いらしい。

「──正直なことを言えば、貴方のおかげですよ」

「あの貴族に勝ったから、ですか？」

「それもありますが……もっと根本的なお話です。そもそも、わたしがバルコニーに誰かと二人きりだなんて、生まれて初めてのことですから」

　お気に入りの場所に、たった一人を連れてきた意味。うっかり勘違いしそうになるほど柔らかで優しい表情は、彼女の今着ている艶あでやかなナイトドレスと夜景も相まって美しい絵画のようだ。

「そこまで、信用してくれてると」

「そういうことですね。少なくともわたしにとって、必要不可欠な存在であることは間違いないと言えます」

　敢あえて、打算的な言い回し。

　様子を窺うかがうように向けた視線に対し、しかしフウタは笑顔で頷うなずく。

「ありがとうございます」

　その、僅かな嫌けん悪お感すら纏まとうことのない彼に、ふとライラックは問いかけた。

「貴方は……献身的ですね」

「そうですか？」

　頷いた彼女は隣に並び立つフウタから、星空へと視線を投げる。

「人間には誰しも打算というものがあります。下心、と言い換えても良い。なんだかんだわたしは容姿にも優れている自信があり、王国の第一王女という肩書もある。これまでわたしに声をかけてきた人間は、それこそ腐るほど居ました」

「それは……そうでしょうね」

「傲慢と取って貰もらっても構いませんよ？　──ただ。わたしは育ってきた環境のせいで、そういう気持ちに敏感なんです。あわよくばわたしをものにしたい。わたしを利用したい。わたしを通じて、何かを手に入れたい」

　ぽつぽつと呟くような彼女の言葉に、フウタはそっと目を向けた。

　──コローナは言っていた。フウタはライラックに利用されているのだと。

　けれど今の彼女は、少なくとも本心を語っているように思えた。

　無感情で、無感情だからこそ飾ることもなく。

「そんな人ばかりだったから、真まっ直すぐな想おもいはよく届く。貴方あなたは、わたしに何も求めていないと」

「それは少し違いますよ、王女様」

　ゆるゆると首を振って、フウタは笑う。

　読み違えたことが意外だったらしく僅かに目を見開く彼女に向かって、フウタは告げた。

「もう、大きな恩を貰ったから。一生かかっても返せないくらいの恩を貰ったから、俺はそれをこつこつ返しているだけです」

「……です、か」

「はい。俺だって人間ですから下心も打算もあります。ただ──そんなものを出せないくらい、王女様が拾ってくれた恩が大きいだけです」

　そう告げると、しばらくライラックは黙っていた。

　美しい星々が空で瞬またたく。こんなに穏やかな気持ちで夜空を見上げることなど、しばらくなかった。いつも明日をどう生きるかばかりを考えて、胸の底にはずっと失意だけがあった。寝付くことさえ出来ず、夢にはいつも不安を露呈するような内容ばかりが躍っていた。

　それに比べて、今のなんと幸せなことか。

「──ありがとう、フウタ」

「え？」

　そんな時だった。予想外の台詞せりふに振り向けば、普段よりも子供っぽい、無む垢くな笑顔。

　思わぬプレゼントを受け取ったような嬉うれしそうな表情に、フウタは憶おぼえがなく困惑する。

「見返りを求めない善意ほど怖いものはありませんから。真意が聞けただけで、わたしにとっては十分です」

　そっと胸に手を当てて、隙だらけの綻んだ顔を見せる。それだけで、フウタは少し安あん堵どした。どうやら少しは、フウタのことを信頼してくれたようだったから。

　しかしフウタは知らない。彼女がこうして人前で気を許すことすら、殆ほとんど無かったということを。コローナの前でさえ、ライラックはこんな笑顔を見せたことはない。

　ざあ、と優しく夜風が鳴いた。

「さて。そろそろ話しましょうか。貴方と出会って以来、執務の合間を縫って色々調べていたのです。──主に、〈無職〉について」

　彼女は告げる。一転して鋭い瞳は、真剣な話の証あかし。

　思わず背筋を伸ばすフウタに、彼女は告げる。

　フウタがチャンピオンであったことも調べていたのだ。

　手合わせの際に口にしていたその話題は、フウタにとっても気になる話だった。

「〈職業〉にはそれぞれ強みと発動条件があるのは分かりますね？　〈職業〉はその殆どが才能の一点特化を助長しています。だからこそ、〈無職〉は虐しいたげられている」

〈闘剣士〉ならば、強いことではなく、勇壮なる戦い。──発動条件は、他者との闘争。

〈侍従〉ならば、何者かに対する奉仕の心。──発動条件は、奉仕すべき対象の存在。

〈経営者〉ならば、事業に対する広角的理解。──発動条件は、経営すべき事業。

　等々、彼らには他の〈職業〉の者と同じもので競った場合の明確な強みが存在する。

　このことを踏まえたうえで、ライラックはフウタを見据えた。

「〈無職〉にもそれがあるのではないか。というのが、わたしの推論でした」

「なるほど……そうですか」
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　フウタは眉を下げた。

〈無職〉のみに許されたスキルに、心当たりが無かったからだ。

「俺に心当たりはないです。申し訳ありません」

「でしょうね。貴方が自分の強みを認識出来ていれば、路頭に迷うこともないでしょう」

　見つめる瞳に、はいと頷くフウタ。無職だから愚直に努力を続けてきたのだ。

　何かとっかかりがあれば、こうまでがむしゃらに生きてはいない。

　少し考えるように頰に手を当てて、ライラックは呟つぶやく。

「《模倣》は、貴方の個人的な技術の結晶でしたね」

「あれは……俺だけでしたね。周りにも〈無職〉は何人も居ましたが、誰かの真ま似ねが出来るヤツは、見たことないです」

　とはいえライラックの言うように〈無職〉にも何か特化するものがある、という発想はフウタにはない。無職とはその字の通り、職にあぶれた者でしかないとばかり考えていた。

　だが、もし、他の職業と同等に何かがあると仮定して。

「あまり思いつきませんね。王女様は、調べて何か気付いたことなどは？」

「……一周回って笑えるお話が、一つありますよ？」

「なんでしょう？」

「フウタほど、〈無職〉でありながら何かを磨いたという人物が居なくて、参考資料が殆どありませんでした」

「……それはまた」

「ですから、貴方のコンプレックスを抉えぐる覚悟でこうして直接問うたのですが」

　見上げる彼女に、首を傾かしげるフウタ。彼の瞳には、負の感情など欠片かけらも見えない。

　こんな、自らの無才を突き付けられる話をされているにも拘かかわらずだ。

「けろっとしていますからね、この通り。わたしが貴方個人ではなく、〈無職〉の調査をしていたと知ったら、少なからず悪感情の一つも漏れるものなのでは？」

「そういうものでしょうか？」

「わたしに聞かれても困りますが……まあ、良いい意味で誤算ですか」

　ふう、と息を吐くライラック。

「──さて。それでは、ここからが本題です」

「王女様の考える、〈無職〉の力、ですか？」

「推測交じりにはなりますが、おそらくは確定かと」

「え、すげえ」

　思わず素の言葉が零こぼれて、フウタは慌てて視線を逸そらした。

　夜空の星々に逃げていると、くすくすと漏れる笑い声。フウタの肩くらいの身長しかない少女が、上目遣いに悪戯っぽく微笑む。

「別にそのくらい砕けていても構いませんよ。わたしと貴方だけですし。……そも、その程度のことを咎とがめていては──あの子をお付きになんて出来ませんし」

「ああ……コローナ……」

　二人の脳裏に、『ぺろりんっ』という声が響いた。

「でも、驚きました。俺、人生二十数年生きてきて、何も分からなかったんですが」

「貴方とわたしでは、調べられる環境、知識を付ける環境が異なりますから当然でしょう。……とはいえ、褒められて悪い気はしませんが」

「それだって、王女様がご自分で身に付けた知識と、ご自分で作った環境でしょう？　与えられたままなはずが無いですし」

「言うほどのことでは。確かに苦労はしましたし？　人脈を繫つないだ相手は曲くせ者ものだらけですし？　地道な努力を褒められることはありませんでしたし？　悪い気はしませんが？」

　結構喜んでいるらしいことを察したフウタだった。

「こほん。わたしのことはさておき、フウタの話です。〈無職〉について分かった一番大きなこと。この推測を確定させる為ために、問います」

「はい、なんでしょう」

　雰囲気が変わった。重要な質問だと思ったフウタは、背筋を伸ばす。

「フウタ。貴方、〝努力は楽しかったですか〟？」

　反射的に否定しようとした。コロッセオを思い返せば、辛つらい日々だったから。

　だがそれは果たして、〝努力〟が辛かったのかと問われれば、答えは否だ。

　環境が。どんなに努力しても変わらない環境が、辛かった。

　鍛錬をした。鍛錬をした。鍛錬をした。それで何一つ変わらない状況こそが辛かった。

　だからこそ、今もコローナの隣で、趣味と称して鍛錬が出来ている。

　嫌いになっていたら、トラウマになっていたら、こんなことは続けていないはずだ。

　ライラックに言われて、次々に思い出す。

　努力を積み重ねることが楽しかったこと。ひたむきに頑張って、それが報われた瞬間が何よりの幸福だったこと。ただ一人で生きてきて、それだけが楽しみだったこと。

　そして今は、ライラックと剣を交える時間。手合わせと称して互いに研けん鑽さんする時間が、とても幸せであること。コローナとだらだら話しながら、筋トレを邪魔されたり背中に乗られたりすることが、とても幸せであること。

「──俺、鍛錬が、努力が凄すごく楽しかったです」

「そうですか。やはり、わたしの考えは間違っていませんね」

　こともなげに、ライラックは頷うなずいた。

　確信している風な彼女の言い回しに、思わずフウタは食いつく。

「聞かせてください！」

〈無職〉という職業。ただ誰かの下位互換でしかないと突き付けられて生きてきて。

　そこにもし可能性があるというのなら、是が非でも聞きたかった。思わず声量を上げたフウタに、少々驚いたらしいライラックが目を瞬かせる。

　しかし、一度目を細めると。

「貴方との出会い無しでは得られなかった成果です。そして貴方との時間が無ければ抱けなかった確信でもあります。教えることに否はありません。──ですが条件があります」

「条件、ですか」

「難しいことを要求するつもりはありませんよ。──知識とは、財産です」

「ご存じの通り、お金は持ってませんが……」

「そうではなく」

　ライラックはそっと唇に人差し指を当てた。

「わたしと貴方だけの秘密です。何いずれ公表することもあるでしょうが、今ではない」

　フウタには、彼女の考えていることはよく分からない。

　けれど、分からないなりに頷いた。従わない理由もまた、無いのだから。

「無論、今なお〈無職〉であることで虐げられている人々が居るのは知っています。ですが、今公表すると不利益の方が大きいのです」

　と、そこまで真剣に口にしてから煩わしそうに髪を払うライラック。

　睨にらみ据える先には、王都の夜景。

「そもそもまだ確定ではありませんし。あとから齟そ齬ごを発見した時のリスクを考えても、黙っておくに越したことはありません」

　おそらくライラックの中では既に、この事実を公表するまでのロードマップが出来上がっているのだろう。なら、フウタに彼女を妨害する発想は無かった。

「分かりました。……そもそも、王女様のやることに口を出す権利はありません」

「それはわたしも同じですよ。〝契約〟に貴方あなたの発言を縛る文言はありません。ですからこれは、ただのお願いです」

　柔和に微ほほ笑えんだライラックに、フウタも頷いた。

「では、改めて。前置きが長くなってしまいましたが……話しましょう」

「はい」

「〈無職〉とは、享楽の拡散ではないか。それがわたしの結論です」

「享楽の拡散……？」

「楽しいことをする、面白いことをすることで、周囲にその享楽が伝でん播ぱする」

「なる、ほど。俺との戦いを王女様が楽しんでくれていたのは、そのスキルの恩恵だと」

「スキルの恩恵、というと何だか嫌ですね」

「えっ」

　ライラックは露骨に不快そうな顔をした。

「貴方の才能ですよ。わたしは、〈職業〉に踊らされることが何より嫌いです。〈職業〉とは、人間が利用するものであって、決して言うことを聞いて生きるためのものではない。今はこの世の殆ほとんどの人間が、〈職業〉の奴隷ではありますが」

　どろり、と、ライラックから強い負の感情がまろび出た気がした。

　フウタは少し悩んでから、ライラックに問う。

「王女様、その。俺はあまり頭が良くないんで……どう違うんですか？」

「そう難しく捉えずとも良いですよ。〈職業〉とは自分の強みです。活いかす生き方をするなら良し。〈経営者〉だから経営者になる、というような生き方が気に入らないんです」

　ふと、フウタはライラックの言葉を思い出した。

　人間は職業の奴隷ではない。それはつまり、〈無職〉でありながら闘剣士という道を選び、ここまでの実力を練り上げたフウタへの賞賛であった。

「人間である以上、職業には絶対に縛られます。ですが〈経営者〉だから経営者になれるわけではない。優れた〈経営者〉は、そのための努力をしています。それを、職業の恩恵、で片づけるこの世界がわたしは──」

　こほん、と可愛かわいく咳せき払ばらいをして。ライラックは、軽く手で頰を仰ぎながら微笑んだ。

「取り乱しました」

「いえ……なんだかちょっと、王女様の言いたいことが分かった気がしました。俺みたいな頭の良くない奴やつでも」

「そうですか。それなら、良かったです。自らを卑下する言葉は好ましくありませんが」

「ごめんなさい」

「よろしい。少なくともわたしが楽しかったのは、貴方が剣を磨いた結果だと知りなさい。貴方の努力は、何者にも否定させはしません」

　満足そうに頷くライラックに、フウタは思い出したように気になったことを問うた。

「もし〈無職〉がそういう職業だったとして。発動条件とかって、あるんでしょうか」

「ああ、それはわたしも少し考えたのですが……多分これだろう、というのはあります」

「お聞きしても？」

「ええ。これはわたしも、自らを褒めるべきではないかと考えました」

「おお」

　胸を張り、誇らしげなライラック。彼女が自分を褒めるとなればきっと素晴らしい発見があったのだろう。何だろう、と期待するフウタに向かって、ライラックは告げた。

「たぶん、働かないことだと思います」

「……へ？」

「〈無職〉ですし。働いたら負けなんでしょう」

「ええ……」

　マジか。とフウタは空を仰いだ。

「人間は〈職業〉の奴隷ではありません。貴方が出奔するというのなら、わたしに止めることは出来ませんが」

　そこまで言ってから、ライラックは珍しく、からかうように続けた。

「わたしはいつまでも、貴方の逗とう留りゅうを歓迎しますよ」

　フウタは察した。

　なるほど、褒めるべきというのは、フウタを抱え込んだことだったか、と。

　二人の間に吹くそよ風が、優しく頰を撫なでた。





†






「るーんぱっぱーうんぱっぱー」

　フウタの私室と化した客室にて。ぱたたー、ぱたたー、と、縦横無尽にモップを持って駆けまわるコローナ。ぐるぐると円を描く彼女のど真ん中で、フウタは素振りをしていた。

「フウタ様ったらフウタ様っ」

「はいはい、どしたの」

　歌に飽きたらしいコローナが、依然フウタの周りをぐるぐるしながら問いかけた。

「結局、姫様とフウタ様の関係って何なのなの？　何なのなの？」

「鍛錬に付き合う仲……かな？」

「それは聞いたっ」

「え、じゃあ以上だけど……」

「ぎるてぃ！　じゃなかった、だうと！」

「危うく有罪になるところだった」

　びし、と指を突き付けるコローナ。

　だが、噓うそだと言われたとて、フウタには他に心当たりなどない。

「ただ鍛錬をし合う為ための仲だったら、流石さすがにメイドを付きっ切りにはしないのですよっ。この前の夜もバルコニーデートでお楽しみでしたし〜っ？」

「デートってあのな。そういう関係にはなれないよ。鍛錬以外に何かあるかって言われると……堂々と王女様と立ち合いが出来るように証明するとは言ってたけど」

「もっぴーとの決闘も一応録術したけど、それじゃ証拠足りないんですかねーっ」

　もう一つ、ライラックが〝最強〟になるため、という目的もあるにはある。

〈無職〉について調べるのも理由だったはずだ。とはいえ特に後者については彼女に口止めされている。ならば最初から何も言わない方が良いいだろうというフウタの判断だった。ただ。気付けば、じとっとした目でコローナがフウタを見つめていた。

　首を傾かしげてみれば、唇を尖とがらせる彼女。

「絶対なんかメイドに黙ってるなーって思っただけですよ。フウタ様は姫様に利用されててもおっけーっ、みたいな空気出してやがりますし？　メイドには関係ないもーん」

「……なんかごめん？」

「この前の夜から、フウタ様もすっきりした顔しちゃってますし。メイドに咎とがめる理由はありませんし、謝られる理由もなーい」

　少し考えて、フウタは問いかけた。

「その、答えたくないなら良いんだけどさ」

「なんだいなんだいっ」

「コローナって、結構王女様に厳しいところあるよな」

「は───────……いまさら聞くー？」

「え、今更なの？」

　盛大な溜ため息いき、とはこのことを言うのだろう。

　コローナはくるくると、カールした金髪を弄びながら続けた。

「利害関係ってヤツですよーっ。仲良しだからくっついてるわけじゃないですっ。悲しいけどねっ。メイドは別に、最近は姫様の為人ひととなりも分かってきたんで、もう少し仲良くしても良いんですけどっ。ま、姫様は近づいてはくれませんでしょうしっ」

「え……そう、なのか？」

「メイド的には、熱いラブコールしてくれるフウタ様の方に情が湧いたりしちゃってー」

「いや……ラブコールはしてないけども」

「でまー、姫様はメイドに限らず、商業組合とも〝契約〟って形で色々と人脈作ってますしっ？　プライベートに人は絶対寄せ付けないぜっ、って感じですよ。フウタ様の距離感ですら、下手すると姫様に一番近いかもっ」

「マジか、知らなかった」

「ふふ……女ってのは、そういうものよ……坊や……」

「誰だよ」

　貴婦人のものまねをしたコローナは、一度目を閉じると。

「だから、契約にはきっちり従うメイドさんは信頼されては居ますけどねーっ。いつ切られても違和感ないとも言ゆう〜。で、そんなメイドさん的にはフウタ様が無条件に姫様信頼してるのが若干怖い」

「……やる時はやる人だって？」

「メイドには間違いなくー。だからフウタ様と姫様の関係は聞いておきたかったって話っ。分かれー？」

「心配してくれてるのは、分かってるよ。ありがとう」

　ただ、とフウタはコローナを見据えた。

「俺は、コローナと王女様には仲良くしてほしい」

　その言葉に、コローナは目をぱちくり。ぱちくりぱちくりと瞬しばたたかせて。

「……あは。あはは！　お前ー、今誰が心配されてんのか分かっとけー？　なんでメイドと姫様の話になるんだよーっ」

　けらけらと笑うコローナに、フウタは目を細めた。

　冗談でも何でもなく、心から思っていることだ。コローナですら遠ざけているというのなら、以前フウタが抱いた感覚はやはり正しいのだろう。

　ライラックは、ずっと一人で戦ってきたし、これからもそのつもりだということだ。

「──フウタ。居ますか？」

　ノックが聞こえたのはその時。

「はいはいフウタ様はご在宅ですよーっ」

「なんでコローナが言うんだ」

　扉を開いて入ってきたのは、執務のフォーマルドレス姿のライラックだった。

「どうしました、王女様？」

「良い知らせがあります。最初に言っていた、貴方あなたの強さを証明する機会が訪れました」

　にこ、と微ほほ笑えんでライラックは告げる。

「向こうも肝入りの闘剣士を用意するそうですので、もちろん勝ってくださいね」

　その笑みには、有無を言わせぬ強制力があった。思わず口元を引きつらせるフウタであったが、ふと思案する。向こう、というと、つまりはリヒターのことだろう。

「リヒターさん肝入りの闘剣士、ですか……」

　彼とて十分な使い手だろうにと考える彼に対し、銀の髪を払ったライラックがこともなげに告げた言葉は、フウタを驚かせるに十分なものだった。

「十中八九フウタの関係者でしょうね。この前、フウタが公国のコロッセオチャンピオンであったと彼に伝えておきました。彼が調査を開始するなら、コロッセオ周辺からです」

「はいはーい。何でそれがフウタ様の関係者しょっぴいてくることになるんですかー？」

　ぴ、と手を上げるコローナ。

「フウタの在位が長かったこと。こうして追放されていること。そして──貴方の実力。これだけ材料があれば、もう一度貴方と闘いたいと思う剣士に行き当たるはずです。貴方の情報をよく知っているのも、そういう人物でしょうし」

「──あれ、ちょっと待ってください、王女様」

「なんでしょう？」

「いや、なんか矛盾するなって思うところがあって。この前のお話なんですけど」

　首を傾げるフウタ。彼の脳裏にあるのは、この前の〈無職〉の話。

　その発動条件としてライラックが挙げた、働かないこと。

　コロッセオに居た頃は、チャンピオンとして働いていたのだ。

　だからもし〈無職〉の力が享楽の拡散だったとしても、コロッセオの人々には届かない。

　はずではないか。

「ああ、なるほど。貴方の考えていることは分かりました。全く、仕方がない人ですね」

　呆あきれたようにライラックは首を振った。

「フウタ。〈職業〉に囚とらわれるなと、わたしは言ったはずです。確かに貴方は今〈職業〉を自覚し、初めて自分を見つめ直すことが出来たのかもしれません。ですが、そこにばかり目をやるようでは本末転倒」

　そっと、フウタの手を取るライラック。

　ごつごつと角ばった彼の手は、愚直な努力の証あかし。

「確かに、貴方の力によって、わたしはとても楽しかった。剣を振るうことが、こんなに楽しかったのは貴方との手合わせが初めてです。ですが、貴方に楽しさを共有する才能が無かったとしても、貴方は強い」

　重ねて問います。と彼女は告げた。

「──最強の剣士に挑みたいと思わない闘剣士がどこに居るんです？」

　息を吞んだ。

『次は、絶対に勝つ！』

　そう気炎を吐いたのは、何も二番手だった剣士だけではない。

　コロッセオに居た剣士たちは皆、何度も何度もフウタに挑んだ。

　観客など関係なく、彼らはただ、最強の頂に居る男に、愚直に剣を向け続けた。

　思い返して、溜め息をついた。

「俺はやっぱり、闘剣士じゃないですね。自分の努力の証明、無職だってやれるんだってところを無職の奴やつらに見せつけることにばかり目が行って、闘剣自体を見ていなかった」

「見ていなかったのではなく、見る余裕が無かったのですよ。貴方がそれだけ必死だったことは分かります。真面目ですからね」

「……すみません」

「ですが、今は違うでしょう？」

　にこ、とライラックは微笑んだ。

　フウタも頷うなずく。そうだ。今は違う。

　目の前には、自分を拾ってくれた王女が居て。自分のこれまでの全てが肯定された。

　隣には、【構って！】と書かれた札を下げていじけているメイドが居て。自分の心は救われた。今の自分には、周りを見る余裕がある。

「フウタ。貴方に挑もうとする闘剣士に、最強を証明してきなさい」

「はい──分かりました」

　誰が出てこようと、全力で叩たたき潰す。

　そう、心に誓うフウタだった。

「ねーえー……」

「ごめんって。ほんとごめんって。王女様の話遮るわけにいかないだろ！」

「いつの間にこんな看板を。気付きませんでしたね……」

「姫様だうと……一度ちらっとこっち見てたもん……フウタ様とのお喋しゃべり優先したもん」





†






「不ふ貞て寝ねっ!!」

「せめて靴は脱いで飛び込んでくれ……」

　フウタのベッドにダイブしたコローナは、枕に顔を埋めたまま微動だにしなかった。

　ライラックは執務の為にと既に部屋をあとにしており、室内にはお馴な染じみの二人。

　それにしては、静かだった。

「おーい。……戻ってこーい」

　ふりふりとホワイトブリムが揺れる。

　どうも否定の意思表明のようで、参ったな、と頭を搔かくフウタ。

「幾らでも構うぞー。今なら何でもやるぞー？」

　実際、コローナの機嫌が直るなら裸踊りでも何でもやるつもりでそう言った。

　そこにプライドは無かった。恩を仇あだで返すことだけは絶対にしたくないという、真面目が服を着て歩くこの男故の覚悟である。

「──〈無職〉の力がどうこうってなに」

「あー、それは。その」

「二人で分かり合った顔しちゃってさーっ！　メイドだけ仲間外れでさーっ！」

「ごめんごめん。ほんとごめんなさい」

「どーせ姫様と二人だけのひ・み・ちゅ（はぁと）なんでしょっ！」

「いや、ほんと、おっしゃる通りで」

「メイドには武人がどーこーとかもさっぱりですしー！　ぶじんってなんだよっ！　ぶじんってっ！　悪口みたいですねっ！　ぶじんぶじんぶじんぶじーん!!」

「わ、ほんとに悪口に聞こえてきた……」

　わけの分からない方向に当たり始めたコローナ。

「あまり足をぱたぱたするのやめなさい。スカートの中見えちゃうから」

「どーせ色気もへったくれもねードロワーズですーっ！」

「その情報も要らないから！」

　しかし、実際中ちゅう途と半はん端ぱに情報を零こぼしてしまったのはライラックとフウタの二人だ。

　ライラックのことだから、ひょっとしたら別にコローナにだったら伝えても良いということなのかもしれないが。

　念のためライラックに許可を取りに行こうと決めるフウタ。

「ちょっと、出てくるよ」

「ぶーぶー！」

　断られた時にコローナがライラックに嫌な気持ちを抱くのを避けるため、敢あえて黙って出かけようとする。

　そしてドアノブに触れた時だった。タイミング悪くノックの音。

「リヒター・Ｌ・クリンブルームだ。フウタは居るか」

　リヒターがこんなタイミングで何の用だと首を傾かしげながら、フウタは扉を開こうとして、振り返る。コローナのあられもない姿を見せるわけにはいかないという彼の配慮はしかし、無駄に終わった。彼女はしれっと録術でも使ったのか、ベッドを直し、そっぽを向いて床の掃除をしていた。……先ほど掃除したばかりの床を。

「どうぞ」

「失礼──ヤツも居るのか」

　リヒターは入ってくるなり、モップを持ったメイドを目視してとても嫌そうな顔をした。

「大丈夫ですよっ。今なら何を言われてももっぴーにもっぴーしませんからっ」

「まずもっぴーと呼ぶな不敬者。……取り込み中だったか？」

　睨にらみつけつつも、リヒターは二人の様子がおかしいことに気が付いたらしい。

「いや……まぁ、その」

　濁すフウタに、鼻を鳴らすリヒターだった。

　リヒターはそのままソファの一つに腰かけると、フウタにも正面に座るよう顎で促した。

　対面に腰かけたフウタ──の奥、つんとした雰囲気のままモップを掛けるメイドを一いち瞥べつして、リヒターは眉間をもんだ。

「……僕には関係ないことだが。とりあえず謝り倒しておけよ。女は怒らせると面倒だ」

「え、あ、どうも。気遣ってくれたのか？」

「見て見ぬふりをするには視界に入りすぎるというだけだ」

　一度息を吐く。

「で、何の用なんだ？」

「単刀直入に言う」

　鋭い眼まな差ざしを向けたリヒターに、自然とフウタの表情も強こわ張ばった。

「明日の御前試合で負けろ。言い値を出す」




「うぉっしゅうぉっしゅ」




「何を言われてももっぴーしないと言ったじゃないか！」

「フウタ様に八や百お長ちょうネタはＮＧですよっ、人としてっ」

　顔をモップで塗りたくられたリヒターに、フウタはハンカチを差し出した。ひったくるなり乱雑に顔を拭き、リヒターは顔を真っ赤にして吼ほえる。

「てゆか、メイドが録術使えるの知ってて、よくこんなこと言いに来ましたねっ」

「別に、この現場を録術で取られようと取られまいと変わらん」

　それがどういう意味かはフウタには分からなかったが──懐なつかしい苦さを感じた。あの日、追い詰められていた自分が八百長に乗ってしまったことを、いつも後悔していた。

「リヒターさん。悪いが、断る」

「金が嫌なら、女でも良いい。こんなのよりもずっと上等なおいモップを持って近づくな」

　にじり寄るコローナと牽けん制せい合戦しているリヒターに、フウタは首を振った。

「違うんだ、リヒターさん。俺は何を言われても八百長はしない。〝反省〟したんだ」

「フウタ様……」

　穏やかに笑みさえ浮かべるフウタの表情には、トラウマもストレスも感じられず。

　コローナは少し目元を緩めた。

「──何故なぜだ。だってお前はっ」

「リヒターさんが俺の過去を調べたことは、何となく分かるよ。でも、俺はあれを人生で一番の恥だと思ってるんだ。だから、二度とやらない」

　ぐ、と唇を嚙かんだリヒターはしかし、それでも諦めず食い下がる。

「この一戦だけの問題ではないんだ。これ以上、王女殿下の──」

　そこまで言って、ちらりとリヒターはコローナを見た。

　彼女が録術を使う気配がないのを見て、続ける。

「──殿下の専横を許すわけにはいかないんだ。国民のためにも」

　眉根を寄せるフウタに、リヒターは畳みかける。

「殿下の〈職業〉を考えてみろ。国王も工作によって騙だまされている。このままでは国が」

　思わずといった調子で腰を浮かせ、フウタの両肩を摑つかむリヒター。

　だが、フウタは彼を手で制すると、首を振った。なにを、とリヒターは顔を上げる。

「関係ないんだ。俺はあの人に命を拾われたんだ。コローナに言われて反省をしたんだ。もう二度と、八百長はしない。あの人がどういう人であろうと、受けた恩を返すだけさ」

「ぐっ……そうか。ならば──恨んでくれるなよ」

　邪魔をしたな、とリヒターは立ち上がる。そして、そのまま部屋を出ていった。

　閉じられた扉の音を最後に、部屋に静けさが戻る。

　構えていたモップを下ろしたコローナに、ふとフウタは問いかけた。

「録術、使わなくて良かったのか？」

「んー、別に。もっぴーの本音聞きたかったですしっ。メイドも、姫様が何企たくらんでるかは気になるところなんですよーっ」

「……それはまた」

　確かに、録術を構えればリヒターは何も言わなかっただろうが。

「でも、あまり政治にコローナが首を突っ込むイメージは無かったな」

「ばーかっ」

　突然の罵倒に驚くフウタへと向けられる、満開の笑顔。

「お前が完全に利用されてるからに決まってるじゃないですかーっ。再三、ちょっと心配してやってるって言ったの忘れたかー？」

「……それは。ありがとう」

　でもまー、とコローナは呟つぶやく。

「さっきのことは、ちゃんと八百長しないって宣言したことで許してあげますかねっ」

　ぺろりんっ、といつも通りのコローナに戻ったことで、フウタはほっと一息。

　とはいえ、あとでライラックには話をしよう。

　そう決めたところで、ふとリヒターとの会話で気になる点があったことを思い出した。

「そういえば、王女様の〈職業〉って、〈貴族〉じゃないの？」

「あれ、知りませんでしたっけ？」

　コローナは一度首を傾げてから、告げた。

「姫様の〈職業〉は、ずるがしこーい英雄、って昔から言われてるアレですよ」

「え。実在する〈職業〉だったのか？」




「はい。──〈奸かん雄ゆう〉ですよっ」










第六話　一番星に届け




〈職業〉というものは戸籍と同じだ。変化するのは極めて稀まれ。

　ライラック第一王女は生まれながらにして〈奸雄〉という職業を持っていた。

　狡こう猾かつさを以もって旗頭となる英雄。そんな存在が生まれたことに、国王は強い危惧を抱いた。

　とはいえ生後しばらくはあまり心配は要らなかった。無邪気なじゃじゃ馬に育った彼女は、奸雄というよりは英雄──騎士に憧れる少女だった。

　しかし聡そう明めいで機転が利きき、弁舌も立った十二、三歳頃になって、やはり国王の心に不安が再浮上した。今は可愛かわいい娘だが、この先何かがあった時に敵に回ったらと思うと、気が気ではなかった。奸雄という職業を持つ人間はそうおらず、資料は殆ほとんど見当たらなかった。

　そんな折、偶然国王の耳に入ったのは極東の国に生まれたという〈奸雄〉の噂うわさ。

　治世においては能のう臣しんとして仕える者でもあるらしいと知り、国王は安あん堵どした。

　簡単な話だ。

〈奸雄〉が国王より一枚上手だった。それだけのこと。噂の出所は、今も知れず。

　国王は知らない。──極東に生まれた奸雄は、治世において能臣になると惜しまれただけの、世紀の叛はん逆ぎゃく者である。

　噓うその中に一抹の真実を添えて。偽ぎ報ほう工作の初歩的な手口は、幼少期の奸雄が繰り出す精一杯の生存戦略であった。




　御前試合当日、王城城下の庭園には多くの人々がやってきていた。

　普段ライラックとフウタが剣を交えるために使っている場所には本日は席が設けられ、招かれた国の要人たちが紅茶を片手に中央を見守る形。噂に聞こえしライラック第一王女の客人と、リヒター・Ｌ・クリンブルームの連れてきた闘剣士の試合。

　この御前試合を、ただの催しものとして見ている人間はそう多くない。

　殆どは、こう考えていた。──ライラック王女の騎士候補を決める戦いである、と。

　麗うららかな陽気が差し込む庭園は、普段のフウタが訪れる夜の顔とはまた違った美しさを誇っていた。生垣で囲まれたこの園は、陽光が差し込むと植物の緑がより美しく輝く。暗くて見えなかった草花もまた、目の保養になる美麗なものだった。

　ただ、今日の主役は植物園ではなく、その中央にある芝生。

　剣士の為ために誂あつらえられたフィールドだ。

「動きにくくはありませんか？」

「いえ、問題は何も。ありがとうございます」

　庭園の隅の一角。護衛に囲まれた、王女の席。

　彼女の前に、フウタは立っていた。この日の為に用意された礼装を身に纏まとって。

「微妙にお似合いですよっ、フウタ様っ」

「微妙言うな、自分でも分かってる」

　マントこそ無いものの、白いタイツと赤のジャケット。

　兵士というよりも儀兵。または、それこそ騎士。

　無骨な雰囲気のフウタには、あまり似合わないのは事実だった。

「姫様も正直なので、服装にコメントは控えておりますっ」

　手のひらでライラックを示すコローナ。

　ちらりとフウタが目をやれば、困ったように微ほほ笑えむのみだった。

「コローナ、失礼ですよ」

「ほら、否定しないでしょっ？」

「もう許してくれ」

　肩を落とすフウタに、ライラックは告げる。

「フウタ。腕に見た目は関係ありませんから、心配しないでください」

「わーっ、姫様のフォローに見せかけたとどめの一撃っ」

「俺、二人に何か悪いことしました……？」

　落ち込むフウタを見て、楽しげに小さく微笑むライラック。

「冗談ですよ。緊張とは無縁のようですし、あまり話す意味も無かったようですが」

「あ、いえ。緊張はしていませんが、そうして気にかけてくれるのは、嬉うれしいです」

「そうですか。では──期待に応えてくださいね」

　フウタは、はいと頷うなずく。そしてライラックの前から下がると、彼女は入れ替わり立ち替わり挨拶しに来る者たちの相手で、すぐに手一杯になってしまったようだった。

　可愛らしい王女を演じる彼女を遠巻きに見据えてフウタは思う。

　彼女の〈職業〉がどうだとか彼女が何を考えているのかとか、そういったことにフウタは今まで無頓着だった。だが、〈奸雄〉となれば話は別だ。

　一説では、〈奸雄〉は生まれた国を滅ぼす、とまで言われている。

　ある意味では希少な〈職業〉で、そして悪名高い〈職業〉でもあった。

　だから、警戒するべき──ではない。フウタはこれまでの、自らの軌跡を振り返る。

　逆だ。

　フウタにとって、〈無職〉というレッテルがとても痛かったように。彼女が生まれながらに〈奸雄〉であったなら、これまでの多くの人間の彼女への対応も頷ける。

　自然と、一人で戦うことにもなってしまうだろう。

　王族に生まれれば、危険視されて家族から殺される、なんて可能性すらあるだろうに。

　それでも、ここまで潰されずに生きてきたのが彼女なのだ。彼女の何かを手伝えることは無いかもしれない。けれど、自分に手を差し伸べてくれた少女は、本当に一人ぼっちで剣を振るっていたのだ。その光景が、生々しく目に浮かぶ。

　そうだと知って、何も出来ないのは嫌だった。せめて、支えになることが出来たらと。

　と、ひょこっと視界に入るホワイトブリムと、揺れる金の二房。

「フウタ様っ？」

「ああいや、悪い。試合前だってのに、ぼうっとして」

「いーえー。ぬぼーっとしてる方がちょうどいいですよっ」

「なんだ、ぬぼーって。……集中しないとな」

　ライラックに関しては、試合の後にもゆっくり話が出来る。

　だがそもそもこの試合に勝たなければ、後も何もないのだ。

「十じゅう字じ鎗そう、か」

　フウタは、自らが握っている得物に想おもいを馳はせる。もとよりライラックに頼んでおいたもの。相手と同じ得物が良いと。そして手にしたのは、見覚えのある形状の鎗。

　反響するライラックの台詞せりふ。もしも十字鎗を扱う者が、フウタの関係者だとしたら。

　それは王座の防衛戦にこそ上がってくることは無かったが、刃を交えたことのある相手。

「──ようやく見つけた」

　その声に、フウタは顔を上げた。この国の騎士礼装に身を包んでいることを除けば、何度も目にした〈闘剣士〉の少女がそこに居た。

「プリム、か」

「へぇ。名前くらいは憶おぼえていてくれたってわけ」

　ひしひしと感じる〝敵意〟。膨れ上がる闘気はライラックと同等かそれ以上。

　今にも斬りかかりそうな感情をぐっと押しとどめているような、そんな気迫を真正面から受けて尚なお、フウタはどこか浮かない顔をしていた。

「なに、その顔。こっちは一年間、ひたすらお前を捜し続けてたってのにさ。名前を思い出すのも苦労してます、とでも言いたげだね」

　二つに結った黒髪を払って、煩わしげに彼女──プリムは続けた。

　フウタは一度目を閉じる。元から敵意のようなものをぶつけられていた相手ではあった。だが今思い返せばあれは、敵意によく似ていながら異なるものだったのだろう。今の彼女から感じる露骨な敵てき愾がい心しんに比べれば、以前のものはまだ可愛い感情だったに違いない。

「別に、苦労なんかしてないよ」

　首を振った。そして、彼女を双そう眸ぼうで捉えて、告げる。

「名前くらい、というか。憶えてるよ。お前の十字鎗も」

　怖いくらいに成長が速く、腕の立つ鎗使いだった。その研けん鑽さんに噓はなく、そして正確無比な狙いから繰り出される神速の一撃は、対応にも苦心させられた。

　少なくとも、フウタはそう思っていた。

「──そう」

　その軽い返事に、どれだけの感情が乗せられていたのか、フウタは知る由よしもない。

「二年前。お前が姿を消してから、ひたすら技を練り上げてきたんだ。今日こそ──必ずお前を倒してみせる」

「ああ、分かった」

　どんな言葉を返しても良かった。だが、刃を交える前に何を言っても無意味だ。

　フウタに課せられた使命はただ一つ──最強を証明すること。だからそれを全うしよう。そう自らに言い聞かせるフウタの眼前に、さ、とプリムの鎗が突き付けられる。

「でも」

　俯うつむかれた前髪に隠れて、彼女の瞳は見えない。ふるふると、切っ先が震える。少し間違えれば鼻先に突き刺さりそうな鎗を前に、フウタは真まっ直すぐ彼女を見つめた。

　きっ、と顔を上げたプリムの瞳は潤んでいた。

「──もう一度、勝負を汚すような真ま似ねをしてみろ。末代まで呪ってやる」

　フウタは確かに許されないことをした自覚がある。コローナは言っていた。やってしまった過去を〈職業〉のせいにしてはならないと。勝負の場を台無しにした後悔は、今でも苦い。だがそれは自分が背を向けたという情けなさ、不ふ甲が斐いなさからくるもので。

　誰にも期待されていなかった自分の行いが、誰かを泣かせるほどのものだったとは。

　そんな驚きが、胸の内で渦巻く。

「あのことは、俺も死ぬほど後悔した。──だから、二度とやらない」

　鎗の刃を摑つかんで、ゆっくりと下ろす。

　そして、口にした。言葉ではどうとでも言える、と言われてしまえばそれまでだが。

　言葉にする大切さを、フウタは知ったから。

「──そう」

　十字鎗を背に負い、プリムは告げる。

「なら。全力で相手をして貰もらう。その為に私は──コロッセオを辞めたんだ」

　その一言に、フウタは目を瞠みはった。こんなところに来ているのだから、彼女がコロッセオを辞めたのは、分かっていたことだとしても。

　最強に挑みたいと思わない剣士がどこに居るのか。ライラックの言葉が正しかったことを、改めて認識する。ならば全力で応じるだけだと、フウタは十字鎗を握りしめた。

　王都において御前試合とは、王侯貴族の前で催す武術の試合という他に、もう一つの意味を持つ。──即すなわち、代理戦争。

　土地の利権や税、金品の価値。法による秩序と並び立つように、王侯貴族の一存で取り決めが交わされてしまうこの国において、物事の決着にはこうした代理人同士の勝負が使われることがよくあった。今回の場合は王女の騎士という大きな椅子を賭けて、リヒターが勝負をライラックに持ちかけた。それは黙された取り交わしではあるが、この場所に集う者たちは、何なに故ゆえの御前試合なのか薄々察しはついていた。

　誰もが神妙な表情で見守る中、二人の武人は前へと歩み出る。

　フウタを前にして、プリム・ランカスタは小さく息を吐いた。

　空を見上げた。突き抜けるような晴天。待ち望んだ、舞台。

　彼女は。この国の貴族たちの利権争いなど──毛ほども興味は無かった。

「いよいよか」

　彼女のルーツは、世界三大槍そう術じゅつの一つである常じょう山ざん十字槍術にある。

〈闘剣士〉として生まれた彼女の故郷こそ、常山。常山十字槍術の総本山だ。

　並ぶ者無しと謳うたわれた彼女は、故郷に錦を飾ることを夢見て公国のコロッセオにやってきた。故郷で鍛えた槍術は、コロッセオに来てさらに磨きがかかった。

　多くの猛も者さと研鑽し、多くの猛者の骸を越え、そして。

　チャンピオンの前に、膝を屈した。

　初めて鎗を弾はじかれた日のことは、昨日のように思い出せる。

　あの日も、今日のような晴天だった。

　プリム・ランカスタは震える手を抑えつけるように十字鎗を握りしめた。

　目の前には、最強。あの日、忽こつ然ぜんと姿を消した最強。ずっと手の届かなかった最強。

　──いつか、超えると誓った背中。

　彼が今。自分を。プリム・ランカスタだけを見て、試合に臨もうとしている──。

「──闘剣士の試合とは、随分空気が違うね」

　きょろきょろと周囲を見渡して、プリムは気安く口を開いた。

　フィールドに出る前とは打って変わっての軽口に、呆あっ気けにとられるフウタ。

　だが、そんな彼を放って、彼女は勝手に話を進める。

「チャンピオンと挑戦者の試合にしては暗くない？　少し、盛り上げる必要があるかも」

　思案した風に口元に人差し指を当ててそう言うと、彼女は背の鎗を引き抜いた。

　そして。

　石突を地面に叩たたきつけるや否いなや、空を蹴るように舞い上がった。そのまま華麗に縦に回転し、着地。鎗を中心に駒の如ごとく踊って魅せ、それから鎗を車輪のように振り回し、まるで舞踏のように鎗と舞う。最後には空高く放り投げた、くるくる回る鎗を摑んで、一いっ閃せん。

　それは完成された演舞だった。

　周囲からどよめきが上がる。思わずフウタも感嘆の息を吐いたほどだ。闘剣士の武術は美しい。それはよく口にされることではあるが、中でも彼女のそれは指折りだった。

「……見事なものですね」

　目を眇すがめたライラックも、紅茶片手に呟つぶやくほどに。

「おお……クリンブルーム卿きょうの肝入りは、相当なものだな」

「あれならば、殿下相手にもやり合えるのではないか？」

「……それは分かりませぬが、いやはや、美しいものです」

「俄が然ぜん、期待はかかりますな」

　小声で交わされる会話も、数が増えれば喧けん騒そうとなる。

　周囲の視線が、生真面目なものから興味へと切り替わったことを肌で感じたプリムは、軽く周囲に手を振ってからフウタに向き直った。

「ざっとこんなもん？」

「凄すごいな。俺が真似をしても、同じ結果にはならないよ」

「だろうね」

　片や流麗な技を見せた女鎗使い。片や王女に贔ひい屓きされている男。どちらを応援するかは自明の理だったのだろう。俄然、観客の雰囲気もプリム寄りになっていく。

　別にそれはいつものことだ。そういう意味でもコロッセオの空気に近付いてきた、と自嘲めいたことを考えて、それでもフウタは笑っていた。笑っていられる余裕があった。

　その理由は、言わずとも分かる。今のフウタには、支えがあるから。

　一方で。フウタは目の前の武人のおかしな点にも、ようやく気が付き始めていた。

　あれだけ敵対の意志を露あらわにしていたにも拘かかわらず、友好的とも言える軽口。

　場を盛り上げようとした剣舞。軽く息を整える彼女の手を見て、フウタは目を細めた。

「そろそろ始める？　私はいつでもいいけど。合図ってどうなってるんだろうね？」

　──震えていた。

　思い返せば、闘い前の軽口も彼女らしくはない。目線も、きょろきょろと周囲を忙しく巡っていた。彼女とて、コロッセオで多くの戦いを経験した猛者だ。

　衆人環視に慣れていないということはあるまい。

　それに、フウタとの試合が初めてということもない。

　ひょっとして。誰かを人質にでも取られているのだろうか。弱みを握られているのだろうか。この試合に勝たなければならない、追い込まれた事情があるのだろうか。

「おい、プリム──」

「お前には、分からないよ」

　フウタの視線が自らの手に行っていることに気付いたプリムは、フウタの言葉を遮った。

　どこか儚はかなげにすら感じる、笑み。

「二年前、居なくなったお前には。目標を失って、そいつにいつか目にもの見せてやる為ために死に物狂いで鍛錬を続けた人間の気持ちなんて。──お前には、分からないよ」

　震える右手を、左手で押さえるように重ねて、彼女は続ける。

「気付かれちゃったのは恥ずいし、ダサいけど。ほら。私は、公式戦でお前の居るところに辿たどり着ついたことは無かったよね？」

　問われて、頷うなずく。練習試合と称して手合わせをしたことは何度かあった。

　彼女はその度に、『公式戦では勝つ』と口にして、怒りを露わに去っていった。

　だが彼女は公式戦でチャンピオン決定戦に顔を出すことはなかった。コロッセオ指折りの使い手ではあったが、逆に言えば指で折れるくらいには腕うで利ききが居たということ。

　それだけの話だった。

「──お前が居なくなってからのコロッセオは、荒れたよ。多くの闘剣士が辞めた。私もその一人だ。何でだと思う？」

　消えてしまいそうなほどのか細い声で、彼女は呟く。

「お前が居なくなったからだよ。お前が居なくなったコロッセオでチャンピオンになったとして──それは本当にチャンピオンなのかよ」

　つ、と頰を涙が伝った。

「分からないだろうね。でも、分かれ。そして自覚しろ」

　首を振り、瞳には強い意志の焰ほのお。鎗やりを構え、彼女は告げる。

　その言葉は即ち、彼女の持つ〝震え〟への回答。

「私は今、初めて。チャンピオンへの挑戦権を得たんだ」

　緊張して、当たり前だ。そう告げた。フウタは瞑めい目もくして、同じように鎗を構えた。

「分かった」

「──そう」

「受けて立とう」

「──そう」

　感じ入るように、彼女は頷いて。一触即発の張りつめた空気が、会場を覆った。

　──どこにでも、空気の読めない輩やからというのは居るものだ。

「あの女で大丈夫なのですか？」

「聞けば、フウタとやらに勝利したことは無いとか」

「ひょっとして、何か既に仕込みをされたのですか？」

「なるほど、流石さすがはリヒター様だ」

　この洗練された闘気の中でも、吞のん気きに口を開く者たち。彼らは愚鈍なのか大物なのか。出来れば後者であって欲しいと願いつつ、半ば諦めた態度でリヒターは首を振った。

「貴様らには分からんか。ただ勝ちたいという気持ちだけで人生を捨て、鍛錬と放浪に二年を費やした闘剣士の気持ちは」

　彼らには分からなかった。だがどうやらリヒターの態度を見る限り、自分たちの発言がお気に召さなかったようだとは理解して口を噤つぐむ。

「──どのみちこの御前試合は、あの女への情報料だ。勝てる勝てないは問題ではない」

　リヒターは、鎗を構える少女を見据えて呟く。

「そのあとにこそ、本命がある。悪く思うなよ、フウタ」

　続けてリヒターは、迸はしる闘気に当てられて愉快そうに頰を上気させる王女に目をやって。

　それから、対たい峙じする二人に視線を戻した。

「だから、この試合は純粋に、僕が楽しむ為に用意したものだ」

　──あわよくば、フウタの攻略法を探らせて貰もらおうか。

　武人としての獰どう猛もうな笑みは、奥で試合を見つめる王女とよく似ていた。




「──それでは、両者構えて」




　十字鎗の構えは同じ。音もなく無駄もなく。見据える先は互い。

「……行くよ」

　だが、ここでプリムとフウタの違いが露わになる。合図の直前、くるくると鎗と同時に舞った彼女は吼ほえる。

「元【天下八はっ閃せん】陸之太刀。常山十字の輝かぐ夜や姫、プリム・ランカスタ」

　コロッセオ二千人の頂点。チャンピオンを狙うトップリーグの八人の総称【天下八閃】。

　いつかは必ず上げていた名乗りに、フウタも一度目を閉じて応える。

「元コロッセオチャンピオン、フウタ。参る」

　互いに切っ先を向けると同時に──

「試合、開始！」

　審判の声と共に、プリムは地を這はうが如くの体勢の低さで足に力を込め、飛び出した。

「──夜空に散れ、流星の如く!!」

《常山十字：流星一いっ矢し》

　彼我の距離は数歩。たった一歩を詰めれば、そこは既に十字鎗の間合い。

　放った一撃目は最速にして最強。会敵直後、間合いを悟らせないままに葬ほうむる神速の一撃。

〈闘剣士〉プリム・ランカスタの経歴に目覚ましいものがあるとすれば、それはやはり初撃決着の数だろう。

　無数の闘剣士をたった一撃の下に打倒してきた彼女の鎗は、まさしく流星。コロッセオ№１の撃墜数を、この《常山十字：流星一矢》は誇っている。

　だから──これは、再会の挨拶だ。

《模倣：プリム・ランカスタ＝常山十字：流星一矢》

　来た、とプリムの頰が歓喜に戦慄わななく。金の瞳が疾はしる。紫電のような闘気を感じた直後、鎗と鎗とがぶつかり合い、十字鎗の鎌が相がかりに嚙かみ合あった。びりびりびりっ、と伝わる衝撃に感じ入る暇もなく、プリムは鎗を払って間合いを詰める。

「──ああ、安心した」

　鍛錬をした。鍛錬をした。鍛錬をした。コロッセオから、〝最強〟が消えたあの日から。

　がむしゃらに、身体からだの悲鳴も聞く耳持たず、ただひたすらに努力を積み重ねた。

　その、続けてきた努力が、腕の痺しびれと共に告げる。

　目の前の男は今でも、プリム・ランカスタより上なのだと。

「それでこそ、今日。お前に勝つ〝意味〟があるんだ!!」

《常山十字：流星群》

　最高の武器とは何か。常山十字鎗の出発点はそこにある。どんな武器の良さも取り入れ、ありとあらゆる状況に対応出来てこそ最強。故に鎗の弱点とされる至近距離であっても、十字鎗に死角はない。フウタに肉薄したプリムは、一瞬柄から手を離した。そしてフウタに突っ込むその動きの中で短く持ちかえ、まるで剣のように鎗を振るう。

　一閃、二に閃せん、三さん閃せん。

　縮まった間合いで振るわれる十字鎗に、フウタは柄を振るって応じる。柄が傷つくことになど頓着してはいられない。隙を見せれば必殺の一撃が顔を出す。

　それが、常山十字槍そう術じゅつの真価。

　フウタの体幹が少しブレた。ほんの少し。それだけで、プリムは勝利への活路を見み出いだす。

「そこだッ!!!」

《常山十字：墜つい星せい》

　彼女は今、鎗を短く持ち替えていた。

　だからこそこの近距離の間合いで、剣のように鎗を振るっている。

　その動き自体が、ブラフ。

　フウタが見せた一瞬の間かん隙げきを突く一撃は、その握りの短さこそが罠わなとなる。

「っ──」

　ただの突きであれば、避けるだけでいい。そうだ、避けさせることこそがプリムの狙い。

　その一瞬、柄を手放すことにより鎗の柄が伸びる。

　顔の真横すれすれを突き抜けた十字鎗に、プリムは口角を吊り上げる。

「墜星。それは、我がもとに落ちてくる勝ち星の名だ！」

　叫ぶと同時、プリムは突き抜けた鎗を勢いよく引き戻した。

　まるで、鎌のように。これこそが十字鎗の真骨頂。穂が十字である意味は無限。そしてその一つが、真横に飛び出した十字の一を、鎌のように扱える点にある。

　このまま首を刈る。勝利への狙いを定めた彼女の背筋を、悪お寒かんが襲った。

《模倣：プリム・ランカスタ＝常山十字：流星群》

　刹那交錯したフウタの瞳に見えた、明確な意志。気付いたのがこの瞬間で良かったと、プリムは目を見開く。フウタが手に持つ鎗の柄は、一寸前の彼女のように短く。

　プリムが引き戻す速度よりも圧倒的に速く振るわれる、刀のような十字鎗の一いっ閃せん。

「くっ」

　すぐさま、目の前にまで来ていた勝ち星を放り捨てるようにプリムは横っ飛びでフウタから距離を取った。

　見切りの早さこそ強者の証あかし。

　その言葉を体現するような彼女の退避に、周囲からは落胆の声が響く。彼らの眼めには、プリムが勝てたように見えたのだろう。死角から飛んでくる、フウタの鎗が見えぬまま。

　だが勿もち論ろん、観客の中にも優れた〝目〟は存在するもので。

　──ふぅ。危うく終わるかと思ったぞ。

　──流石はコロッセオの闘剣士。この程度はやりますか。

　見守る貴族や王女の感嘆は、当然戦場には聞こえない。

「あっぶな。負けるかと思った」

　仕切り直すようにプリムは鎗を構えた。──こんな負け方は認められない。あってはならない。許されない。せっかく、ようやく、やっとのことで巡り合えたのに。波打つような感情を抑えつけながら、軽口を叩たたいてプリムはフウタと相対する。

　十字鎗を振るった格好のフウタは、プリムを見据えて、諦めたような笑み。

「取れたと思ったんだけどな──」

　その言葉に、馬鹿にするなと吼えたかった。何度もやった手合わせを忘れたのかと言いたかった。この程度でやられるほど、自分は安くないと叫びたかった。

　でも。チャンピオンは微ほほ笑えむ。

「──相変わらず、強いな」

「──っ」

　ふ、と口角が上がった己の頰を引ひっ叩ぱたく。笑うなと。何を緩んだ顔をしているのだと。敵に、それもこんな不器用な賞賛をされた程度で、嬉うれしそうにするな。

　自分自身を必死に罵倒して心を保つ。

　そうでもしなければ、憧れからの一言に、舞い上がってしまいそうだった。

「そうだよ。私は、強いんだ。お前に勝つ為ために、ずっとずっと槍やりを振るってきたんだ！」

　再度飛び出す。合わさる刃と刃に火花が散り、歓声が巻き起こる。

　一合二合三合四合。交える度に一瞬の思考──否、脳に伝達することすらしない、脊髄反射で行う熟練の技巧と読み合い。

　その全てを、観客は理解出来ないだろう。だが、それでも。

〈闘剣士〉プリム・ランカスタの熱は、圧倒的に場を支配していく。

　自分たちより下の立場の者たちの決闘を傍観し、後で知った風な言葉の一つ二つを吐くだけのつもりだった、この場に集う多くの者たちは。気が付けば彼女の熱に当てられて、神聖な舞踏に熱を上げる少年少女のように声を上げる。

「そこだ、いけェ！」

「何故なぜ引くんだ、押せ!!」

「わっ……ああ、やられるかと思った」

　カップを手元のソーサーに戻したライラックは、一人呟つぶやいてフィールドを見つめる。

「悪くありませんね」

　フウタが負けるはずがない。そう分かっていても尚なお、心の躍る鎗やりと鎗のぶつかり合い。

　圧倒的にプリムを推す歓声が多いのは少々苛いら立だたしいものもあるが、それでもこの伝でん播ぱする熱狂は、場を席せっ捲けんする享楽は、吞み込まれそうな雰囲気は、どれもがとても面白い。

　この先を想像し、ライラックは一人微笑む。

「いけー!!　おせー！　そこだー!!　おりゃー！　よしそこで必殺技ですよっ!!　なんか凄すごいの！　嵐起こそうぜっ!!　にゃーじれったい〜!!!」

　主人を放って誰よりも熱中するメイドの横で。

　ライラックもぽつりと呟いた。

「いけー。フウター。ふふっ」

　闘剣の熱が、王城を包み込んでいた。

　王城の庭園に巻き起こる歓声。静かに植物を愛めでるべき場所に場違いな情動の嵐は、本来それを咎とがめるべき立場の人間によって起こされている熱狂だった。熱を上げる者たちが一心不乱に見つめる先には、艶あでやかな花の代わりに鈍い銀と火花が散っている。

「まだ、まだまだまだぁ!!!」

　黒き二房の髪を振り乱し、怒ど涛とうの如ごとく鎗を振るう少女の熟練の鎗やり捌さばきに、一度たりとも対応を誤ることなく受けいなし続ける青年。剣舞の開始から紅茶が冷めるほどの時が経たって尚、闘いの熱はまだまだ上がるばかり。しかし一部の者たちにとっては当然というべきか、見えてくるものがあった。

　食い入るように戦況を見つめていたリヒター・Ｌ・クリンブルームは、一人呟いた。

「……あの女でも、ここまで追い込まれるか」

　視線の先には十字鎗を手に舞う少女闘剣士の姿。リヒターを完膚なきまでに叩きのめした彼女の変幻自在の槍術でさえ、目の前の男には届いていない。

　否、同じ得物と、力量でもって捻じ伏せられている。諦めずに槍を振るうさまは美しく、それでいて儚はかなくすら感じた。──リヒターにしか分からない感覚だ。

　他の者は、押している彼女を優勢と見て声を上げている。

　違うのだ。あれほどに勝負を決めにかかって押し切れていない。相手のフウタが、その槍術全てを知っているが如く冷静にいなしているせいで、まるで竹たけ槍やりで要塞に挑んでいるようだ。無謀と笑う者もいるだろう。諦めろと首を振る者もいるだろう。

　だが。それでも挑む気持ちは、痛いほどわかった。だって、一番その愚かを笑われたくない相手は、終始真剣に、一切の手加減なく立ち合いに応じてくれているのだから。

　剣を執る者である以上、最強に挑まずにはいられないのだ。

「なら、これはどう!?」

《常山十字：満天》

　その技は、ライラック・Ｍ・ファンギーニの《宮廷我流剣術：雨》によく似ていた。

　鎗として繰り出される分間合いは広く、そして避けようがない。だが長く握った鎗をあの速度で突き続ける大技は、ライラックの《宮廷我流剣術：雨》よりも遥はるかに腕の持久力を消耗することだろう。それでも放った。分かっていても放った。

　つまるところ、切れる手札が少なくなってきている証明だった。

《模倣：プリム・ランカスタ＝常山十字：満天》

　がががががっ、と鎗と鎗とが正面から打ち合わされる。

　その見み栄ばえの派手さに周囲が沸く中で、プリムは一つ大きく息を吐いて顔を上げた。

　チャンピオンは、強い。同じ時間だけ舞台に立ち同じ得物で戦っているにも拘かかわらず、既にプリムは息が荒くなっていた。だがそれでも。

「それでも──負けたくない!!」

　前を向いて鎗を振るう。彼がコロッセオに居た頃であれば、既に腕の感覚がなくなって、鎗を弾はじき飛とばされている時間だ。頭の片隅で、プリムはそんなことを考えた。

　常山十字槍術の看板を背負い、三大槍術の一角を代表する心構えで挑んだコロッセオ。

　最初のうちは敵なしで、十字槍術の凄さ、素晴らしさを証明出来るのが楽しくて仕方が無かった。強いだけでつまらない、というチャンピオンの話も、何いずれ自分が打倒して在位を終わらせるくらいにしか考えていなかった。だが現実はそう簡単ではなくて。チャンピオンどころか、メジャークラスに昇格した途端に勝てなくなった。

　常勝無敗の常山十字槍術。故郷で謳うたわれたその呼び声に、プリムは応えることが出来ていなかった。落ち込み、凹へこんだ。そんな時に、フウタと出会った。

　その日は、チャンピオンの防衛戦があった。プリムを下した闘剣士との試合だった。

　どうせ奴やつが勝つ、などと観客に吐き捨てられる不人気で不動のチャンピオン。プリムが見かけたのは、案の定相手を圧倒した試合の後のフウタ。落ち込んでいたプリムの瞳に映ったのは、勝利の余韻に浸ることもなく、ただ黙々と剣を振るうチャンピオンの姿だった。

　──憧れたのは、きっとその時だったのだろう。

　強引に手合わせを挑み、そしてあっという間に鎗を弾かれて敗北した。笑えるくらいにあっさりだった。同じ十字槍を使われて、築き上げた誇りがへし折れるかと思った。

　でも。手合わせが終わるなり、今度は十字鎗の練習を始めた彼の背中が眩まぶしかった。

　大の字に倒れ伏したまま見た彼の背中は大きくて。寝ている場合ではないと奮起出来た。

　公式戦では勝つ。そう言い捨てて、プリムは駆けだした。

　彼の鎗術は自分と殆ほとんど同じ。使う技も殆ど同じ。違いは、多くの猛も者さを相手にしてきた経験と、鍛錬からくる単純な力量差。なら、きっといつか自分も同じ高みに届くはずだ。

　届いてみせる。必ず。金のかかっていないところで、チャンピオンを相手に振り回した鎗はどうしてか、とても楽しかった。

　──一番星に届け。

　十字鎗の名の元になった、夜空に一等輝く、十字の光を放つ星──十字星。

　一番の星に届くことこそ、最強の座に届くことこそ、十字鎗そう術じゅつの悲願。

　そして──プリム・ランカスタが一番星チャンピオンに手を伸ばすのも同じ。

　常山十字の輝夜姫。かつてその二つ名で呼ばれた彼女の、十字星へ抱く想おもい。

　いつか勝つ。そう誓った。だから。そう、だから。

　チャンピオン・フウタが八や百お長ちょうに手を染めて街から逃げたと聞いた時は──何かが砕け散る音がした。あの孤高のチャンピオンが。

　どんな不人気にも屈さず最強であり続けた一番星チャンピオンが、何故。

　疑問と、怒り。それからのコロッセオは、プリムにとって酷ひどく味気なかった。

　なんてことはない。彼女の目には孤高に映ったそれは、ただ孤独であったというだけだ。

　それだけの話だった。

　フウタは強かった。昔も、そして今も。自分の槍をぶつける度に分かる。伝わってくる。

　だったら、何故。だったら何故──

「なんでだよっ……」

　零こぼれるように、プリムは呟く。ぴく、とフウタの頰が動いた気がした。

　振るわれる鎗に込められる力は変わらない。

　それでも沸々と内から煮立ってくるやるせなさ。

「お前は──キミは、昔からずっと真まっ直すぐだ！　そんな、そんな美しい武術を、どうして八百長なんかで汚せたんだ！　答えろよ！」

　かち合う鎗と鎗。そこに想いも乗せて、プリムは吼ほえた。

　──一番星は、勝手に墜おちたのだ。

　無邪気に。けれど懸命に手を伸ばし続けていた自分が、バカみたいで。

「あの日から。キミが居なくなったあの日から！　コロッセオの猛者どもはみんな目標を失った！　私は──私は、コロッセオに居る意味さえ分からなくなった！　そうだろ？」

　目を見開くフウタに、沸点を越えたプリムの怒りがぶつけられる。

「キミに勝てなくて何がチャンピオンだよ笑わせるな！　観客がどう思うかなんて知ったことか！　キミが居ないコロッセオで被かぶる王冠なんか、私に言わせればただの侮辱だ！」

　彼女の鎗は受け流せても、彼女の心はおいそれと流すわけにはいかなかった。

　この言葉を王女が聞いていれば、肩を竦すくめて論破するくらいのことはやってのけるだろうが、フウタは真面目だった。真面目が故に、あの日まで苦しみ続けた。

　だが、その真面目さは、時として人を救う優しさにもなるのだ。

「──辛つらかったんだ」

　馬鹿正直に恥も外聞もなく呟かれた言葉は、プリムにとっては理解の範はん疇ちゅうを超えた一言だった。

「つら、かった？」

「何をしても観客に喜んでは貰もらえない。それじゃ、闘剣士の意味がない。強いとか、弱いとか。それ以前に俺は──闘剣士として大事なものを持ってなくて。それを、他人に委ねてしまった」

　剣けん戟げきを交わす中で紡つむがれる言葉にしては、あまりにも情けない一言。

　フウタは自嘲気味に笑う。プリムがあっけに取られるのは仕方のないことだった。

　戦えば喜んで貰える。それは、〈職業：闘剣士〉にとっては当たり前のことだったから。

　むしろプリムは、チャンピオンに届かない自分たちのせいで、フウタの試合をつまらなくしていると思っていた。それでも、飽くなき研けん鑽さんを続け、王座で挑戦者を待ち続けるフウタの孤高に、プリムは憧れていたのだ。

　だが、違った。

「なんだ、それ」

「八百長をしたのは俺の責任だ。言い訳なんてしないさ。でも、だからもうしないと誓ったんだ。許してくれとは、言わないけど──」

　はは、とプリムは笑う。笑って、鎗を振るいきった。

　バックジャンプで間合いを取って、荒くなった呼吸を整える。

「……なんだ、憧れていたのが馬鹿みたいじゃないか」

　その言葉に、フウタは目を閉じた。いくらでも罵倒してくれて構わないと。

　自分の心の弱さで招いたことだから、正面から受け止めようと。

　だが、その姿勢も想いも、プリムにとっては、意味がなかった。

「そっか。そういうことだったんだね」

「ああ。すまない」

　プリムは、鎗やりを構える。その表情は、前髪に隠れて見えない。神速の一撃を放つ前動作。

　ここで決める気だと悟ったフウタも身構える。

　そして、技が放たれた。

《常山十字：流星一いっ矢し》

　プリムがフウタのことを、そんな風に思っていたなんて知らなかった。

　だからこそ、フウタは申し訳なく思った。

《模倣：プリム・ランカスタ＝常山十字：流星一矢》

　だが。

「──伝えるべきだった。簡単なことだったのにね」

　勢いよく弾かれた十字鎗が、あの日のような晴天を舞う。
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　くるくると、ほんの一瞬にも満たない時間なのに、何故なぜだか長く感じた。

「みんな、キミを倒すために必死だった」

　ぽつりと、呟つぶやく。同時、からん、と地面に鎗が転がる。

「みんな、キミへの挑戦権が欲しかった」

　そして彼女は、鼻先に突き付けられた十字鎗と、その奥に見える双そう眸ぼうに微ほほ笑えんだ。

「聞いてくれるかな、チャンピオン。私ね」

　真っ直ぐな瞳に、もはや敵意も害意もなく。

　代わりにあったのは、憧憬と後悔。

「キミに強引に手合わせを迫ったあの時間が、何より楽しくて幸せだった」

　流星の一矢に祈る願い。手を伸ばし続けた一番星は、流星の如ごとく墜ちてしまったと思っていたけれど。確かにまた、目の前で瞬またたいていた。

　──勝者、〝チャンピオン〟・フウタ。

　プリム・ランカスタの初挑戦は、幕を閉じた。

　歓声が喚声に変わる。わ、とどよめきが上がると同時、響くのは落胆。いつものことだと思いながらも、どこか寂しそうな笑みを見せるフウタの表情に、プリムは呟いた。

「不ふ甲が斐いない挑戦者に対する諦めの笑み──じゃあ、無かったんだね」

「……そこまで自分に自信はなかったさ」

「そっか。──そっか。楽しかったよ、フウタくん」

　鎗を拾って、プリムは右手を差し出した。

「ああ」

　手を取り交わす時間は短い。これはコロッセオでの闘剣ではなく、代理人同士の決闘だから。そっと手を放したところで、声。どこか照れ臭そうな、そんな。

「あ、あのさ」

「ん？」

「その、悪かっ──」

　その言葉が最後まで紡がれるよりも先に、事態は動いた。

　どん、とフウタの背後に衝撃。両肩越しに回された両腕に、抱き着かれたことを察する。

　下手人はだいたい分かっている。やれやれと、振り返らぬまま言葉を告げる。

「まだ挨拶も終わってないって。喜んで貰えて嬉うれしいけど、こういうのは後にしような」

　いい加減彼女のスキンシップにも慣れてきたというものだ。

　──妙に、正面のプリムの表情が強こわ張ばり、引きつる。

　少し気になりはしたが、些さ細さいなことと断定してフウタは続けた。

「試合が終わったばかりで汗臭いし。いや、キミは気にしないでくれるかもしれないけどさ。俺もちょっとどころじゃなく嬉しいのは事実だから、後で両脇抱えてくるくる回るくらいのことはしてあげるから──」

　冗談抜きに、そのくらい内心では嬉しいのだ。でも場所が悪いから考えような──と、回されていた手に触れて、気が付いた。

　女性特有の柔らかさはあるが。明らかに、剣を握る者のそれだった。

　該当者：一名。──さっと血の気が引く。

「あ、あれ。こ、コローナ、は……」

「はいはーい！　呼ばれて飛び出てお掃除メイドっ！　やりましたねフウタ様！　優勝！　やったぜ!!　おめっとー！」

　目の前に金髪メイドが現れて、花吹雪をわっさわっさと撒まき始めた。

　祝いは嬉しいが、目の前に出て来られたというのが、もうダメだった。

　だって、後ろの体温は未いまだ感じているのだから。

「……あ、の。お、王女様……？」

「はい。あとでくるくるしてくれるんですか？」

「いや、それはそのっ……!!」

　からかい交じりの言葉が耳元で囁ささやかれた。

「ふふっ。冗談ですよ」

　するりと、解ほどけるように手が引かれる。

　慌てて振り向いたフウタの目の前には、目に見えて上機嫌なライラック。

「ただ、よくやりましたね。フウタ。思わず抱き着いてしまったのは、決して冗談の感情ではありません」

「い、いえ」

　惜しみない賞賛を正面からぶつけられて、フウタは首を振る。思わず抱き着いてしまうほど喜んでくれたことは嬉しかったし、何より自分も頑張った甲か斐いがあったというもの。

「……期待に応えられて良かったです」

「はい。……しかしいけませんね。今夜はしっかりと発散させて貰わないと、気がどうにかしてしまいそうです」

　頰を染めてそんなことを言われては勘違いの一つもしそうなものだが。

　真面目なフウタは真面目が故に、正しい意図をくみ取って頷うなずいた。

　別の意味にも聞こえてしまって、少し生唾を飲み込んだのは秘密だ。

「ええ？」

　だから、妙な声が聞こえたのはフウタの背後から。

「え、は？　この国の王女様と、キミって、そういう？」

「あー、薄々誤解は察するけど。手合わせの予約ね」

「誤解するなって方が無茶でしょこんなの！」

　驚きを隠そうともせず、顔を手で扇あおぐプリム。彼女は十字鎗を背に負うと、踵きびすを返かえした。

「敗者は去るとするよ。……余韻に浸ると良いい。そんなに、キミの勝利を喜んでくれる人が居るんだからさ」

「ああ」

　ふ、と小さく口角を上げて、彼女は歩きだす。しかし、少しして立ち止まった。

「そうだ。キミに一つ言っておかなきゃいけないことがある」

「何だ？」

「──キミの居場所は知れ渡った。そして、覚えていて欲しいんだ。チャンピオンになることよりも、キミに勝つことを望む奴やつは私だけじゃないって」

「……」

　晴天を見上げるプリムの表情は吹っ切れたよう。

　また一つ付いた黒星に胸を張りながら、彼女は続けた。

「この先。……キミの居場所を聞きつけたありとあらゆる猛も者さどもが、キミを倒しに押しかけてくるよ」

　ぴり、と感じる闘気。それはプリムから、というよりも。

　コロッセオの闘剣士から感じたような、そんな──。

「私を含めて、チャンピオンへの挑戦権を争っていたメジャークラス──【天下八はっ閃せん】は一人を除いて全員がコロッセオを辞めた」

「七人も!?」

「そうだ。今、コロッセオの興行収入は大変だよ」

　目を見開くフウタ。

　コロッセオには五つのリーグがあった。

【天下八閃】は至高のリーグとされ、八人の闘剣士たちがチャンピオンへの挑戦権を巡って争う最も見み栄ばえするリーグだ。

　中でも、フウタが居た頃の【天下八閃】は、チャンピオン戦の赤字を埋めに埋めて補って余りある、歴代最高のリーグとされ、その八人は例外なく大人気の選手たちだった。

　それが、一人を除いて全員辞めた。

「──キミに勝つために」

「……そう、なのか」

　今、フウタの知る多くの闘剣士たちの姿が順々に想おもい出されたような、そんな気がした。

　彼らもまた、世界中に散って〝最強のチャンピオン〟を捜しているとしたら。

「それぞれの想いを最強のチャンピオンにぶつけに来る。だからどうか。みんなの挑戦に背を向けないで欲しい。──もちろん、私も含めてね」

　にこ、と微笑んで。プリムは観客たちの中に溶けていった。

　本来ならば彼女のような魅力的な闘剣士の退場には、惜しみない拍手と共にサインやら握手やらを強請ねだる集団が現れるものだが──今回に限っては違った。

　試合直後の熱は冷め。

　彼らの眼めに映るのは、公衆の面前でフウタに抱き着いたライラック第一王女。

「──フウタ様の勝利を喜んだのは本気だとしても。〝思わず抱き着いた〟っていうのは、まーまー噓うそですよねっ」

　誰にも聞こえないような小声で、笑顔のままに呟くメイドが一人。

　ざわめく会場の中から、プリムと入れ替わるように歩み出てくる者が居た。

「お待ちください、殿下!!」

　その張りのある声は決して王女一人に向けたものではなかった。衆人の注目を集めきり、この会話に傾注させんとする意志は、フウタにもはっきり感じられるもの。

　リヒター・Ｌ・クリンブルーム。彼はライラックと数歩離れた位置で立ち止まると、フウタを一いち瞥べつした。少し、目を伏せたように感じられたのは、気のせいだろうか。

　謝意の籠ったような瞳は一瞬。

　すぐさまライラックに向き直ると、彼はまるで舞台俳優のように朗々と声を張り上げた。

「如何いかにこの御前試合に勝利したとて、この者を騎士にするのは早計かと存じます！」

　空気が変わる。剣を交える戦場から、議論を交わす戦場へと。

　肌を刺す視線は周囲一帯から。フウタを見つめる猜さい疑ぎと警戒の瞳は、おそらくプリムに〝勝ってしまったが故〟のこともあるだろう。

　不人気のチャンピオンはいつだって、敵対の渦の中に居る。

　──騎士。言葉を取り交わすことこそ無かったが、この御前試合の裏に隠された意味に気付かない者の方が少ない。ライラック第一王女の騎士の座を、風来坊の男に与えるなど言語道断。そんな意志がありありと、庭園を満たしていく。

　平和な国の権力闘争。ライラック第一王女に最も近い席を狙う者たちにとって、フウタの存在は酷ひどく邪魔なものだった。

　プリムに下されれば良し。そうでなかった今は、この衆人環視の中で否定するまで。

　だからこその、小さな謝意ではあったのだろう。

　リヒターの頭に過よぎったのは、昨日言い捨てていった一言。

『あの人がどういう人であろうと、受けた恩を返すだけさ』

『……そうか。ならば──恨んでくれるなよ』

　リヒターは、ライラックに正面切って告げる。

「その男は確かに闘剣の元チャンピオンではあるが、八や百お長ちょうの末追放された流る刑けい者だ！」

　ざわ、と周囲に走る緊張。フウタは思わず拳を握った。

　リヒターには確かに知られていた。吹聴されても仕方ないと思っていた。どんな風に悪しざまに言われようが構わないとも思っていた。

　だが、自分の隣に居るライラックには、まだ過去を告げていなかった。

　静かに目を伏せるフウタに一瞬だけ視線を寄越して、それでもリヒターは続けた。

「前科者の〈無職〉を騎士の座に置くなど──あってはならないことです、殿下！」

　しん、と一瞬静まり返った庭園に、はちきれんばかりの、同調。

「そ、」「その通りです、殿下！」「ええ、かような者を騎士になど！」

　最も早はや、リヒターに与くみする人間以外も彼に同意した。リヒターたちにライラックの騎士の座を取られては困るが、フウタに取られるのはもっと困る。敵の敵は味方、とでも言うべきか。口々にフウタを否定する姿は、コロッセオを想起させるほど。人数は違えども、諦念の混じったコロッセオの観客と違い、必死なだけに強い排除の意志を感じた。

　たとえば、チャンピオンから王女のヒモにジョブチェンジしたとして。

　その扱いは、変わらない。──そう思っていた。

　ざ、と芝生を踏みしめる音。

　まるでフウタを守るように立ちふさがる、銀世界のように靡なびく髪。

「──黙りなさい」

　その底冷えするような一言に、誰も彼もが口を噤つぐんだ。

「……王女様」

　呟つぶやくフウタの言葉に振り向くこともなく、ライラックはリヒターを睥へい睨げいする。

「勘違いしているようですね、リヒター」

「勘違い、ですか。八百長の件であれば間違いなく行っています。証人も居る。それでも勘違いとおっしゃりますか？」

「ああ──」

　食い下がるリヒターに、ライラックは口角を歪ゆがめた。

　その冷笑は、後ろのフウタには見えない。

「──八百長の話ですか。知っていましたよ？」

「えっ……」

　知っていた？　いったい、いつから。

　フウタは思わず声を漏らした。目を見開くフウタの手に、そっと包み込むような温ぬくもり。

　見れば、両手で彼の手を握った少女が、フウタを見上げてにへらと笑った。

「どーせ最初の頃からですよっ。もう後は姫様に任せて、お前はここでぬぼーっとしてるといいですねっ。──やっぱり、全部計算通りですよっ。こっわい人ですねーっ」

　コローナの囁きは、辛かろうじてフウタに聞こえる程度。

「殿下、ご存じでいながら」

「ええ、知っていて客人としました。わたしは、フウタの近況が見るに堪えなかったのですよ。剣が強いか否いなかを競う場所で、あろうことか剣の美しさの如何いかんで貶けなされ続けた孤独な王者。それでもひたむきに努力を続け、経営者の甘言に乗ってしまった……」

　胸に手を当て、首を振る王女。その姿はまさしく民を想う〈貴族〉のようで。

　彼女の口から紡つむがれた事実に、観衆の幾ばくかは既に心を傾けさせられる。

「そんな彼を客人として迎えたわたしは、間違っているでしょうか？」

「──客人としてならともかく」

　一瞬、リヒターも気け圧おされた。ライラックの潤んだ瞳からは、打算の欠片かけらも感じられず、それがたとえ演技だったとしても、決めつけることは出来ず。何よりこの場で露骨に否定しようものなら、リヒターの方が悪者だ。だからこそ、言葉も弱くなる。

「リヒター。もう一度言いましょう。勘違いしているようですね」

　何より、相手は王女殿下その人だ。そんな隙を晒さらしてしまえば、後はもう消化試合だ。少なくともライラックにとってはそうだった。

「わたし……彼を騎士にするつもりなど、微み塵じんもありませんよ？」

「────え？」

　今度こそ、庭園の空気が凍いてついた。前提をひっくり返されたのだ。

　騎士にするつもりが無いならば、そもそもこの御前試合の意味すら──。

「ま、さか」

「彼がコロッセオの元チャンピオンと知り、剣の腕に自信が無くなっていたわたしは、手合わせのお相手を求めることにしたのです。八百長結構。だって、金銭のやり取りなどありませんから。ただ、居て貰もらうだけ。そこに何か問題がありましたでしょうか？」

　押し黙るリヒター。混乱する会場。だってそうだ。騎士にするつもりが無いというのなら、わざわざこの場に足を運んだ自分たちは何なのだ。

　必死に王女の客人をこき下ろした自分たちは──。

「ああでも、心外です」

　響く。響く、響く。

　沈痛な面持ち。胸に手を当てた彼女の、もう片方の手がそっと瞳のそばを撫なでる。

　王女の心を傷つけたのは、誰だ。この場に居る者全員だ。

「客人と闘剣士の試合を楽しみにして。先ほどは、フウタの勝利に舞い上がっていた気分が、沼に沈んでいくようです。いえ、それでもわたしは。わたしは構いません。ですが」

　周囲を見渡し、眉を下げ、告げる。

「皆さまの心無い言葉が、どれだけわたしの客人に刺さったか」

　フウタを見る目は、様々だ。未いまだ居丈高に振る舞おうとする者。バツが悪そうに目を逸そらす者。申し訳なさそうに目を伏せる者。面倒なことを引き起こしたなと苛いら立だちを露あらわにする者。だが、その誰もがフウタに言葉を向けられない。

　たかが根無し草一人に、貴族が手も足も出ない。

「謝れとは言いません。皆、何やらよく分かりませんが必死だったのでしょう。ただ」

　ああ、とリヒターは察した。

　これが目的か。最初から、この王宮でのフウタの立場を確定させることが──。

「今後は是非、わたしの客人を丁重に扱ってはいただけませんか？」

　負い目を押し付けて、実利を得る。可愛かわいらしい王女の小さなわがまま。

　そんな風に見せて、彼女はお願いをする。お願いに見せかけた、命令を下す。

　彼女を暴君と罵ることは出来ない。無理を通したわけではない。何故なぜなら、道理を無視して無理を通そうとしたのは、いつの間にか彼らの側になっていたのだから。

　許す代わりに、小さな譲歩を。これでお相子。ライラックは、そう言いたいのだ。

「……は、はは。そこまでして」

　思わずリヒターは言葉を零こぼした。そこまでの価値を、フウタに見み出いだしたのか。

　ただ王城でフウタが自由に行動出来るようにする為ために、こんな茶番を作り上げるほどに。

　リヒターは必死に状況の挽ばん回かいを摸も索さくする。

　このままでは完全に自分たちが悪だ。何よりリヒター自身の立場が危うい。

　だが、思考に割く時間は無い。何故なら、時間はリヒターの味方ではないからだ。

　追い詰められているのは観衆。心の強い者ばかりで構成されているわけではない。

「も、もちろんですとも！　フウタ様のことは、それはもう！」

　待て、と否定を入れることも出来ず。

「そう、ですな。我々としましても、かような状況を招いたことは遺憾」

「ええ。御前試合の意味を知らなかったものですから」

「まったく。ライラック殿下の肝入り、そのお披露目というのであれば、最初からそう言ってくだされば。お人が悪いですぞ」

　あっはっは、と笑いが起こる。この流れは既に、リヒターが切られたということだった。

　自分たちは悪くない。悪いのは、御前試合の意味をはき違えて臨んだ貴族派だけだ。

　その笑いに乗るように、ライラックもくすくすと微ほほ笑えむ。

「ええ。ごめんなさい」

　そして彼女は続けた。

「どうです。フウタは、強いでしょう？」

　彼女の言葉に、フウタはハッとした。

『すぐに貴方あなたの強さを証明する機会を作ります。それまで賓客としてお過ごしください』

　あの時から彼女は、ここまで考えて動いていたのか。

　証明する機会、と聞いてただの試合かと思っていた。だが違った。

　気付けば既にフウタは、王宮内での明確な立場を得られている。

　王女殿下の〝大事〟な客人であると。その大事さは、貴族たちへの貸しと合わさって、彼ら自身が思い知らされているから尚なおのことだ。

　ただ客人を連れてきて『丁重にしてください』と告げるのとはわけが違う。彼らはもう、フウタに手出しが出来ない。

　ぼう、と見つめる先でライラックは貴族たちと談笑していた。

　フウタの剣技をほめたたえる言葉を聞いては、嬉うれしそうに微笑むその姿は。

　フウタを褒めていれば、何もしない。その意思表示に他ならない。

「ああ、本当に──」

　ぽつり、と呟いてライラックはリヒターを見やる。

「証明出来て良かったです」

　華やかな笑みに、リヒターは諦めたように空を仰いだ。

「ええ。フウタは素晴らしい剣士ですね」

「そうでしょう。貴方にも分かって貰えて嬉しいです」

　これ以上立場を悪くするわけにはいかない。

　だが、騎士の話が無くなった以上──リヒターも、そう悪い気分ではなかった。

　あとでせいぜいフウタに謝罪の一つでもして、また手合わせでも願おうか。

　今日の苛立ちをぶつけるくらいは、あの生真面目な男も許してくれるだろう。










エピローグ１　たとえば俺が、チャンピオンから王女のヒモにジョブチェンジしたとして。




　──その日の夜。さる貴族の善意の申し出により、フウタの祝勝会が開催された。

　場所は王宮に用意された会場の一つ。三階に位置する広間には煌きらびやかな意匠の装飾がちりばめられ、音おん頭どを取った者の口から出た言葉がフウタへの賛美。それを皮切りに何人もがフウタのもとへと挨拶に来て、その一人一人をフウタは必死に覚えていた。

　表面的な賞賛で、内心はどう思っているか分からない者たち。

　そう分かっては居ても、無下にすることは出来ない。

「けど……なんか、こう、あれだな」

　フウタはしばらく挨拶のラッシュを受け続け、その後は放置された。彼にどれだけ渡りを付けても意味が無いと考えたのか、それより他の人間との関係を優先したのか、理由は幾つも考えられるが──フウタにとっては、ある種幸いだった。

　解放されたフウタは、広間から直接出られるバルコニーにやってきた。

　あの日、ライラックが教えてくれた、お気に入りの場所。欄干に腕を引っかけて眺める夜空は美しく、パーティの喧けん騒そうも全く聞こえない静かな世界。

「……有あり難がたくはあったけど」

　それ以上の台詞せりふを、口に出すことは無かった。けれど、人々からの賛辞を初めて受けた感想は、そんなに舞い上がって喜ぶほどのことではなかった、という一言に尽きた。

　仮にも祝われている立場でそんなことを思う申し訳なさが先に立って、その感情を表に出すことは無かったが。

「──どうです。ここは良いい場所でしょう？」

　そんなことを考えていると、背後から声。

　ゆっくり振り返れば、美麗なナイトドレスに身を包んだライラックが一人佇たたずんでいた。

「はい。俺も、気に入ってしまいました。……お一人で出歩いて大丈夫なんですか？」

「フウタに会いに行くと言ったら皆遠慮してくれました。今日のことは、思っていたより響いていたみたいですね」

　くすくすと微笑みながら、彼女はフウタの隣へと歩み寄る。

　そして同じように空を見上げて、呟つぶやいた。

「そういえば、初めて会った日も一人のわたしを心配していましたね」

「ああ──一人で出歩いて良いのですかと、聞いた気はします。あの時は普通に、王女様ともあろうお方が、という感じでしたけど」

「というと、今は違うのですか？」

「今は──どちらかと言えば、会場の混乱を心配しています」

「まあ」

　ふふっ、と楽しそうに笑みを浮かべ、彼女は首を振る。

「席を外すとは告げてきました。そして何より──わたしが居ない方が話しやすいことも多いでしょう」

　ライラックがその瞳に何を映していたかは、フウタには見えなかった。

　けれど、寂しそうに思えてしまったのは仕方のないことだ。

　彼女が今の台詞に寂せき寥りょうを乗せていなかったとしても、フウタがどう思うかはまた勝手。

　思い返すことは多い。

　誰もが彼女に伝えることなく、周囲から遠ざかっていたこと。

　剣技から伝わる、一人であることを前提とした鍛錬。

　周囲からは露骨に警戒され、一番近しいはずの少女でさえ〝契約〟以上の関係ではなく。

〈職業〉によって彼女は〝狡こう猾かつさを以もって旗頭となる英雄〟であるという色眼鏡めがねで見られ続けてきた。そんな彼女から零れる、自分が居ない方が良いという言葉。

　生真面目なフウタにとっては、感じ入るなという方が無理な話だった。

　たとえば彼女が、その全てを受け入れて開き直っていたとしても。

「──その、王女様」

「なんですか？」

「……俺の過去のこと。すみませんでした。俺から言うべきだったのに」

「いえ。わたしに告げるのは勇気が要るでしょう。構いませんよ」

「王女様」

　はい？　と振り向いた彼女の瞳を真まっ直すぐ見据えて、フウタは告げた。

「俺は二度と、八や百お長ちょうなんかしません。信じてください」

　ぱちくり、目を瞬しばたたかせて。ライラックは小さく噴き出した。

「フウタ。貴方にとっては、不愉快な話かもしれませんが」

「はい？」

「貴方のことは粗方調べてあります。どんな経緯での行動だったのかも、おおよそ把握しているつもりです。そして、こうして何度も言葉と剣を交え、貴方の為人ひととなりは理解出来ました。……だから、貴方が過去にしたことは、わたしにとってはどうでもよろしい」

　ぴしゃり、と言い切って。

「今、貴方はわたしの期待に応えると言い、そして実際に応えてみせた。わたしにとっては、それで十分なのですよ。フウタ」

　笑みを崩すことなく告げるライラックに、フウタは息を吐く。

「……ありがとうございます」

　また、救われたような心地だった。今まで、誰もが見向きもしなかったフウタのことを、その小さな努力を認めてくれる人が居る。

　彼女がどれほどフウタにとって大きい存在なのか、きっとライラックは理解していない。

「礼は不要です。わたしも貴方との〝契約〟には無いことを、わたしの都合で幾度もさせてしまっているのですから」

「いえ、そのくらいは」

　と、そこまで口に出して、ふと思う。

　幾度も、と彼女は言った。彼女から頼まれたのは、プリムとの立ち合い一度だけ。

　確かに暗殺者やリヒターの件は不ふ手て際ぎわと取ることも出来るだろう。けれど、コローナの言葉通りであれば、ここまで主導したのは全てライラックということになる。

　そして彼女は最初に言った。証明をしてみせると。その結果が、文句なしのこの状況だ。

「全部、上手うまく行きましたか？」

　だから、問うた。

　今までのことが全部計算通りだったとしても、フウタは構わなかった。

　ただ。それを全部一人でやってのける彼女のことを、もうただの才女だとは思えなかった。彼女が今まで必死に生きてきた、その〝努力〟の賜たま物もののようにしか思えなかった。

「──なんのことでしょう？」

　返答は、慈愛に満ちた微笑みだった。

　いつか、何故なぜ最強になりたいのかと問うた時のように、暗に聞くな、と言っている。

「王女様を不快にさせるつもりはありません。ただ……」

　ただ、自分に手を差し伸べてくれた少女が、本当に一人ぼっちで剣を振るっていた事実があって。自分に何か出来ることがあるならと、そう思っただけだった。

「──」

「王女様？」

　フウタを見つめる視線に、気が付いた。瞳に映る感情は、隠すことのない思案。

　まるで、「目の前の男をどうしようか」といったような。

　そこまでの猜さい疑ぎを抱かれるほどとは思わず、フウタは口を開こうとして──遮られた。

「ひょっとして、わたしの職業の〈奸かん雄ゆう〉を気にされているのですか？　でしたら大丈夫ですよ。治世では能のう臣しんになる、という噂うわさですから」

　どうかご安心を。そういう意図で告げられた言葉。

〈奸雄〉が治世では優れた臣しん──即すなわち能臣になる、という話は、フウタも知っていた。

　ただそれは、コロッセオのある公国から少し離れた国で、『能臣になれただろうに』と惜しまれた〈奸雄〉の叛はん逆ぎゃく者の噂だ。

　それに。諭すように安心材料を持ってきたライラックの言葉は、フウタにとっては意味のない代物だ。フウタはライラックが〈奸雄〉であることを警戒などしていない。

　むしろ、その逆だ。

　だがライラックにとってもまた〈奸雄〉である自分が怖おそれられることはあっても、想おもわれているなどということは今まで無かった。

　無かったことを想定など、出来るはずもないのだ。

「……それでも、不安ですか。フウタ」

「王女様。……俺は、模倣が得意です」

「？　ええ」

　唐突に告げられた言葉に首を傾かしげるライラック。構わずフウタは続けた。

「模倣出来るのはこれまでの鍛錬の軌跡であると、俺は王女様に言いました。……感情を汲くみ取とれるわけじゃないです。でも……どんな鍛錬を積んできたのかは分かるんです」

「──っ」

　それだけで、ライラックは察したようだった。

　目に見えて表情が引きつる。初めて、表情の仮面が割れたような気がした。

「王女様の鍛錬は、背中や足に対する護まもりが異常だ。まるでいつでも裏切りに備えているかのように。闘剣士なんかよりよほど、一人での戦いを意識していました」

　だから、と続けた。

「ただ最強に憧れているわけではないことは分かっていたんです」

　フウタには、ライラックのような環境も知識もない。

　だから、ライラックのことを調べる、などということは不可能だ。

　だが、ライラックが情報をかき集めてフウタを知っていたように。

　フウタもまた、剣を交えてライラックのことを知っていた。

「そう、ですか」

　瞬間。まるでバルコニーが凍り付いたような、冷たい闘気が周囲を包んだ。

　ぞっとするような笑顔は、フウタには見せたことの無かった冷徹なそれ。

「ちょっと想定外でしたね。──剣は人を表す。貴方あなたのような人であれば、確かにわたしのことも理解出来てしまいますか。……それなりに優しい王女であったつもりでしたが」

「……」

「結局、この身を識別する業は変えられない。わたしの本質は、貴方の為ためと嘯うそぶきながら、想定通りの状況に持っていった狡猾な方でしょう。去ると言うのなら止めはしません。もとより〝契約〟の打ち切りは貴方の自由ですから」

　ただ。そう言って、彼女はドレスの中から小さな短剣を引き抜く。

　冷たい目だった。今まで、フウタに向けられたことなど一度もないような。

　消すと決めたら消す。迷いの無さは重ねてきた経験を裏付ける。

「もしも王宮内に吹聴するというのなら」

　その短剣の刃を、すぐさま自身の腹部にあてがうライラック。

「貴方を死罪にするくらい、別にどうとでも──」

　出来ますよ、と告げる彼女の言葉はしかし、途中で行き場を失った。




「──あっぶな!?　急に何をするんですか！」




「……フウタ。貴方こそ」

　一瞬の出来事だった。ライラックが反応する間もなく眼前に現れたフウタ。

「本当に刺すつもりは、まだ無かったのですよ……？」

「え、あ。や、すみません。あまりに普段と雰囲気が違うものだから、めっちゃ焦あせって」

「めっちゃ焦った結果がこれですか」

　ぽたり、ぽたり。

　赤い斑点が、バルコニーに滴したたり落おちて溜たまっていく。

「貴方の大事な右手を、よくもこんなにあっさりと。わたしが少し刃を引けば、その指、全て落ちますよ？」

「分かってますよそのくらい。これでも剣の理解は深いつもりです」

「なら、何故……」

　右手で握りしめた刃は、確かにライラックの手が腹部へ向かうのをとどめていた。

　自らの、剣を執る利きき手てを犠牲にして。

「何故って。王女様が怪け我がするじゃないですか」

「致命傷にならない部位くらい心得ています。……ではなく。貴方を死罪にしようという人間の自傷を何故、わざわざ利き腕うでを使って止めたのかを問うているんです！」

「利き腕の方が、反射で出しやすいから……っていう話は、別に重要じゃないと思うので置いておきますけど」

　ライラックにとっては、重要な部分の一つではあったのだが。

　フウタはあっさりと自身の腕の話は打ち切って、続けた。

「俺は死罪になんかならないし、言いふらしたりもしません。王女様さえよければ、この先も置いてください」

「──わたしのことを分かった上で言っていますか？」

「はい。俺の命の恩人ですよ。だから別に俺の利き手なんてどうなろうが──ああでも、王女様は手合わせ出来ない俺は要らないか。そうすると命も手も大して変わりませんね」

　はは、と笑ってみせるフウタに対し、困ったように眉を下げるライラック。

　その表情は、普段の威厳も余裕も感じられない、迷子の子犬のようだ。

　──致し方のない話ではあった。

　自分の本性を理解したうえで、こうも献身的になる人間など理解が出来ない。

〈奸雄〉として生を受けて十七年。好意的な人間など、一人も居なかった。

　王女として生誕したから尚更だ。国と自身の安寧を願う者しか居ない王宮にとって、彼女の存在は邪魔だった。

　誰からも、心配なんてされたことがない。

　ずっと一人で生きてきて、この先もそうだと分かったつもりでいた。

　だから──なんだろう、この真っ赤な手は。

　本気で、意味が分からなかった。ただ、理解が出来ないものを怖れていた。

　恐怖に交じって、何故だか胸が痛かった。

「王女様の勘違いを、訂正しないといけないんですよ」

「わたしの、勘違いですか？」

　至近距離で朗らかに微ほほ笑えむフウタ。

「俺は言葉のセンスが無いから、何て言ったら王女様が安心してくれるか分かんなくて」

「わたしが安心……？　貴方ではなく？」

「そうなんですよ。俺は、王女様を安心させてあげたいんですよ」

　どう言えばいいんですかね。そう、悩むように告げる彼の一言。

　飾りっ気など、要らなかった。こんな状況で、手を赤く染めあげて、痛みすら厭いとわずに言葉を続ける。

　正面から、真まっ直すぐに。洒しゃ落れたどんな言葉よりも、馬鹿正直で素直な言葉が響くのだと、ライラックは知らなかった。だって、言葉を飾ることでしか、生きてこられなかったから。

「──ああ、そうだ」

　思いついたような彼の声に、思わず顔を上げる。

　胸元から見上げるようなライラックの視線を見返して、フウタは笑って言った。

「俺の人生、全部王女様にあげます」

「……はい？」

　惚ほうけたような言葉が漏れた。

　それを、伝わっていないと勘違いした男が一人、懸命に続ける。

「俺の人生、王女様が居なかったらもうあそこで終わってたんですよ。それだけでも十分すぎるのに、この一月くらいは人生で一番楽しい時間でした。俺にとってはそれで十分で、王女様に利用されようがもう、全然どうでもいいというか」

　そこまで言って、違う違うと一人首を振る。

　ぼうっと見上げている彼女の目にも気が付かずに。

「どうでもいいってわけじゃないんですよ。〈奸雄〉と〈無職〉じゃ全然違いますけど、俺にとっては一緒というか。えーっと、俺を救ってくれた人が、本当に一人ぼっちで剣を振ってたんだって思ったら、もう、どうにかしてあげたい一心だったというか」

　あー、だの、うー、だのフィラーを交える姿は〈貴族〉のような優れた弁舌も〈詩人〉のような美しさもない。

　ないけれど。

「だから俺に出来ることなら何だってしたいんですよ。こんな右手なんて安いもんです、マジで。はは、剣が左手で十分とかそういうことが言いたいんじゃなくてですよ？」

　どんなつまらない冗談だと、平時の自分なら呆あきれているだろう。

　今の自分の頭が、心が、彼の冗談どころの話ではなくてパニックになっているだけだ。

「ほら、職業に囚とらわれるなって、言ってくれたじゃないですか。王女様こそ、自分の職業とか考えずに──は、無理か。王宮で大変ですもんね。じゃあ、俺の前では気にしない、とかどうですか？　その方がきっと気楽なんじゃないかって。少なくとも、一人でずっと生きるの、俺は滅め茶ちゃ苦く茶ちゃしんどかったです。しんどかったことに気付けたのも、王女様のおかげなんです」

　──職業に囚われない。それだって、ライラック自身がどうしようもないほど囚われていたからこそ、フウタという人間を眩まぶしく思えたのだ。

　自分の〈職業〉があるからこそ、今までありとあらゆる人間に一挙手一投足を警戒されて生きてきた。ひたすら、生きるために全てを利用してきた。

　なのに。

　これ以上、ありのままの自分を肯定されてしまったら。これ以上、無条件に寄り添われてしまったら。どうにかなってしまう気がして。

「だから。俺は大したことない人間かもしれませんけど」

　真っ直ぐにライラックの瞳を見つめて。綺き麗れいな言葉でも、美しい言葉でもないけれど。

　素直で、一番欲しい言葉を、フウタは告げた。

「俺だけは、何があっても貴女あなたの味方で居ます」

　──どうにかなってしまった気がした。




「噓うそだ!!!!」




　どん、と突き飛ばす右手に、もう短剣は存在しない。いついかなる時も生き足搔あがく為に、肌身離さず持っていたものは、動揺の中に零こぼれ落ちた。

　目の前の男が理解出来ない。

　一目見れば何者の真実も見抜けるその瞳は、まるで赤子のように恐怖に揺れていた。

「噓だ……噓だ、噓だ！」

「王女様……」

　明確な拒絶。一歩退いたフウタと、同極の磁石のように距離を取る。

　困ったような顔をしたフウタの顔を見て、きゅっと痛んだ胸を押さえて。

　喉から熱く流れ込んでくるような、人の温ぬくもりの感情を必死に拒絶した。

「──わたしの味方なんてどこにも居ない!!!」

　叫んだ。子供の癇かん癪しゃくのように、差し伸べられた手を振り払う。

　その手を取った先にある不確かな未来が怖い。誰かと手を繫つなぐのが怖い。どうせみんな、握った瞬間引き戻して背中を刺す。

　だって。みんなそうだったじゃないか。

　父親はいつも、娘の〈職業〉に怯おびえていた。

　いつかこの子は自らを脅おびやかすのではないかと、一度として自分と向き合わなかった。

　母親はいつも、娘の〈職業〉を否定した。

　こんなに可愛かわいい我が子が〈奸かん雄ゆう〉のはずがないと言い切って、自分を愛して拒絶した。

　愛していると、味方でいると言った側からみんな自分を遠ざけた。

　宮中では、何かあった時に自分を殺せるマニュアルが用意されていると知っている。

　侍従には、自分の言葉に耳を貸さないよう命令が下されていることも知っている。

　誰も彼もが自分を怖おそれて、心に必死で壁を作って、騙だまされないよう吞み込まれないよう用心していることを知っている。もはや自分は、誰かとの繫がりを契約によってしか構築出来ないことを、どうしようもなく知っている。

　生まれた時から、自分は一人で生きていくしかないと知っている。

　知って、いた。のに。

「王女様」

　血みどろの手を意にも介さず、フウタはライラックの手を取った。

　振り払おうにも、振り払えない。目の前の男は、どうしようもなく自分より強い。

　振り払えない。たった一人で生きてきて、唯一。こういうことを怖れていたのに。

　力も、心も負けていた。

「なんなんですか……」

　真っ直ぐに見据える彼の瞳には、一切の虚偽が無かった。だから怖かった。そんなことがあるはずがない。自分は、やろうと思えば幾らでも彼を利用出来る。

「自分が強いから、わたしなんて怖くない。そういうことでしたら、驕おごりが過ぎますよ」

　か細く呟つぶやくのは必死の抵抗だった。

　目を逸そらして、眼前に迫った彼から、視線だけでも逃れようとする。

「流石さすがに俺も、今の王女様が適当なことを言ってるのは分かりますよ。俺が強いだけでどうにか出来る世界なら、そもそも貴女と出会っていません」

「……」

「聞いてください。……俺はただ、王女様に恩を返したいだけなんだ」

「恩に着るほどのことではないと、わたしは」

「貴女にとってそうだったとしても。俺は、一生貴女に尽くすくらいの恩を受けたと思ってるんだよ!!」

　ぐ、と握られた手の力が強まった。

　出血量が増えるのも厭わずに、彼はそのままライラックに顔を近づけた。

　初めて浴びせられる大声に瞠どう目もくするライラックを置いて、フウタは言う。

「一人きりで生きてきた人生だった。誰も俺のことを見てくれなかった。〈無職〉だなんだって職業のことばっかりで、俺の努力は誰にも顧みられることは無かったんだ」

「──っ」

　息を吞んだ。調べて、知っているつもりになっていたことだったのに。

　正面から言葉にされて、そして本人の口からその辛つらさを吐き出されて。

「貴女だけだったんだ」

　筋張った両手が、ライラックの右手を包み込む。

　今まで必死に、命を繫ぐため刃を握ってきた、利きき手てを。

「俺にとって、貴女だけが。初めて俺の心を、命を認めてくれた。肯定してくれた人だったんだ。俺の方こそ言わせてくれ。〈職業〉なんて関係ない、俺はただ、最初から貴女という人の為ために生きたいと思ったんだ」

　貴方あなたは強いと肯定してくれた。剣の努力を認めてくれた。

　人間は、〈職業〉の奴隷ではないと、その先駆けこそが己だと正面から伝えてくれた。

　貴方との鍛錬の時間を、何より優先すると言ってくれた。

　数えきれない恩があった。

「……王女様。聞かせてくれ」

「……」

　その蒼あおい瞳を真っ直ぐに見つめて、フウタは問う。

「それとも俺は、貴女を期待させられなかったのか？」

「それはっ……」

　一言一句想おもい出せる、彼女の言葉。

『貴方に出来ることは、そう。わたしが、わたしの全てを話したくなるくらい、ずっと期待させてください』

　期待させられなかったのか。その問いの答えを、ライラックは既に持っていた。

　持っていたからこそ、開こうとする口が震える。幻滅したのであればこんな無礼を働かれる前に処分して終いだ。そうでない時点で、もう彼女の答えは決まっているのだ。

　でも。もし、ライラックの答えがそうだったとしても。

　フウタにとってのライラックが、彼女には分からない。

　揺れる瞳。葛藤。困惑。十七年の人生で、こんなことは一度として無かった。

　動揺もそう。けれど、大事なのはそこではない。

〝自分に人生を寄越す〟とまで、本音で言い放った人間。利用されても構わない。貴女の職業がなんだっていい。そんなことを言われて、どうしていいのか分からなかった。

「……分かった」

　何を想ったのか、フウタはライラックの手から温もりを消すと。

　おもむろに、転がった短剣を拾った。

　びく、とライラックの肩が揺れるのも構わず、彼はライラックに短剣の柄を握らせた。

「なにを──」

「嫌だったら刺してください。俺は、言葉が下手だから」

　言うや否いなや、抵抗する間もなく抱きしめられた。

「フウ──」

「貴女に親愛を」

　握った短剣は、軽く引き戻すだけで無防備な彼の背中を突き刺せる。

　それを承知で、非礼を承知で、今この男は。

　抱きすくめられて、すっぽりと収まるほどに自分の体は小さくて。

　そして。──初めて全身で感じる人の温もりは、どうしようもなく温かかった。

「……ほんとうに？」

　辛かろうじて漏れた言葉は、あまりにも情けないものだった。

「本当だ。──王女様？」

　からん、と軽い音を立てて、短剣が落ちた。

「……貴方、人を抱き留めた経験は？」

「ないです。すみません、強すぎましたか」

「ええ。……でも、痛いくらいの方がちょうどいい」

　空になった手の行く先は、守るべき大切な相手の背中。

「貴方の気持ちは、まだよく分かりません。でも。……分かろうと努力してみよう、なんて思います」

　くす、と微ほほ笑えむ彼女の表情は、長身のフウタには見えなくて。ただ一つ、バルコニーの床に零れた一雫しずくすら、フウタには知りようもないけれど。

「何度考えを巡らせても。頭を働かせても。貴方が噓を言っている可能性は無に等しい。そんなことあり得ない──なんて、感情で分析を跳ねのけるわたしは、まだ未熟ですね」
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「……世の中、色んな人が居るらしいですよ」

「まあ。それは……これから学んでいかなくてはなりませんね」

　そっと、影が二つに別れた。小さく微笑んだライラックはそっと見えないように目元を拭うと、ドレスの裾を引きちぎり、彼の手を取って包み込む。

「ちょ……凄すげぇ高そうなのに」

「以前も言いました。物事には優先順位があると。ドレス程度、安いものです」

　優しく手を布で覆う。誰かに手当をするなど、まるで自分の母親のようだとライラックは一人微笑んだ。正しく〈貴族〉であった彼女は、よくおてんばな娘の手当をしていた。慈愛に満ちた笑みと一緒に、『この子が〈奸雄〉であるはずがない』と常々口にして。

「……最強になりたかった理由を、まだ話していませんでしたね」

「え、ああ。最初の」

「怖かったんですよ」

　ライラックを見やるフウタ。彼女の視線は、彼の手から逸れぬまま。

「自分より強い人間が居るのか、居ないのか。それが分からないということが」

「……俺が居て、良かったんですよね？」

　その言葉には答えず、ライラックはフウタを見据えた。

「この国をぶち壊す」

「……えっと？」

「〈職業〉の奴隷を解放し、全ての人に可能性を見せる。それは秩序の終わり、混こん沌とんの始まり。でもわたしは、その混沌は悪くないと思うのです」

　口から紡つむがれるのは、噓うそ偽りのない彼女の望み。

　フウタと無職の話をした時に片へん鱗りんを見せた、彼女が〈職業〉に抱く想い。

「まずは、職業〈貴族〉を平民と同列にし、国王を引きずり下ろす」

　言い切って、彼女はフウタを見据えた。どこか不安の入り混じった瞳は、初めて他者に目的を明かしたが故、そして、彼の言葉を信じてみたくなってしまったが故。

「一人で戦い続けるつもりでいたから。わたしより強い人間が居るというのは怖かった」

　だから。

「──ついて来てくれますか？」

「もちろん」

「……即答、ですか」

　ライラックは小さく微笑む。

「以前も言いましたが。案外、ストレートな言葉というのも悪くはないものですね」

「ありがとうございます……？」

　ふふっ、と。思わず、噴き出す。

　ああ。自分のことを全て吐き出して、それを全部受け入れて貰もらえた。

　言葉にすれば簡単なこと。けれど、その心地良さたるや。胸に手を当てて実感する。こんなにも早鐘を打ち、高鳴ることが人生で一度でもあっただろうか。

「でも、最強になりたかった、ってことは。もう良いいんですか？」

「ええ。その代わり、もっと楽しそうな夢が出来ました」

「っていうと？」

「闘剣士のチャンピオンになってみたい。貴方の見た景色を、いつか見てみたい。フウタでも出来たのですから、わたしが夢見ても良いでしょう？」

　ぺろ、と舌を出して、からかい交じりに彼女は言う。

「国に示す。どんな職業であっても関係ない。自分の得意なものを、自由に扱える場所が、この国なのだと。そのためにも、ちょうど良いでしょう？」

「そうですね。俺に出来ることがあれば、何でも言ってください」

「です、か。──では」

　そう言うと、ライラックは悪戯いたずらっぽく微笑んで両手を上げた。

「くるくるして下さい。コローナに出来ると言ったのですから、わたしにも出来るはず」

「えっ」

「冗談です。そういうのは、彼女が喜びますからやってあげてください。わたしは、そうですね──せっかくですから」

　そっと差し出される手。何を意味するのかが一瞬分からず、フウタは首を傾かしげる。

「踊りましょう。夜のバルコニーで、星々に照らされながら。せっかくここは、貴方が初めて王城へやってきた塔や、手合わせをした庭園が見えるのですから」

　楽しそうに、嬉うれしそうに、ライラックは告げる。

「俺で良ければ、喜んで」

「ええ、貴方が良い」

　手を取って、一歩、二歩。不器用で、踊った経験など殆ほとんどないけれど。手取り足取り、ライラックは丁寧に教えてくれる。眼下に広がるのは、この一月の軌跡。多くのことがあった、人生で一番幸せな一月。

　いやきっと、これから先はずっと。もっともっと幸せな日々が続いていく。

　ようやく足取りにも慣れてきた頃に、胸元からフウタを見上げて彼女は微笑んだ。

「フウタ。わたしの隣に居てください」

「もちろんです。その……」

　バツが悪そうなフウタに、小首を傾げるライラック。〈職業〉のことで問い詰められていた時とは全く別種の、まるで告白を待つような愛いとしげな視線。

　フウタは正直に答えた。

「気の利きいたことは言えませんが」

「まぁ。それは──しっかりと訓練をしていただかねばなりませんね」

　勝利の夜は、更ふけていく──。




　後に、フウタは今をこう語る。

「たとえば俺が、チャンピオンから王女のヒモにジョブチェンジしたとして。──それはきっと、俺の今までの頑張りを肯定してくれた、報われた日々だった」

　と。




「たとえば俺が、チャンピオンから王女のヒモにジョブチェンジしたとして。」

おしまい。










エピローグ２　メイドさんの、太くて短い人生に彩いろどりを。




　ライラックとの逢おう瀬せを終えて、自室に戻るべく廊下を歩いていたフウタ。

　踏みしめる絨じゅう毯たんは柔らかく、窓から差し込む星明りは美しく。

　ふと見れば、廊下から見える観賞用の庭園からは、草花の優しい香りが漂って。

　こんなにもこの城は素晴らしいものに溢あふれているのに、自分は今まで何一つ気が付かなかったのだと、改めて思った。結局、これまでの人生で胸に穿うがたれた楔くさびが、今の今まで完全には抜けきっていなかったのだろう。

　色んなことがあった。王都に来てからの一月は、本当に心が救われた。

　そして今日は、何より。自分が伏せていた感情を、彼女に受け止めて貰えた。

　彼女が伏せていた感情を自分にぶつけてくれた。

　もう思い悩むことなど何もない。だからこうして、清すが々すがしい気分で帰路に就けていた。

「ただいま」

　いつも通りに扉を開く。

　帰る場所があることだけで嬉しいのに、帰れば待っている人が居る。その幸せを──。

「……あれ？　コローナ？」

　部屋は静まり返っていた。モップを振り回している姿も、ベッドで転がってフルーツを貪っている姿も、ピーナッツをジャグリングしている姿も無い。

　一つ一つ、いつも居てくれた少女の姿を幻視して、フウタは目を瞬しばたたかせた。

　扉の前に立ち尽くしたまま、部屋の隅から隅まで見渡して。

「……いないのか。出かけているのかな」

　先ほどまでの上機嫌が萎しぼんでいくような想おもいだった。

　別に、彼女の行動を制限する権利はフウタにはない。彼女がどこに行こうと自由だし、そもそもこの部屋はコローナの寝泊まりする場所ではない。ただ、これまで毎日欠かさずフウタの留守を守ってくれていた少女の不在は、想定外だったというだけだ。

「……そうか。毎日か」

　ふと気付く。フウタがどこに行こうと、帰ってくると必ず彼女は居てくれた。

　一度も例外は無かったのだ。それだけに、今までで一番嬉しい夜に彼女が居ないというのは、考えていなかったが故にショックだった。

「……いや、むしろこれまでずっと有あり難がたかったんだな」

　気付かなくて申し訳なかった。

　などと。自責の念にすら駆られるほど、先ほどまでの明るい気分が失われていく。

　誰も居ない冷えきった部屋に入って、近場にあったソファに腰かける。

　部屋だけは立派だった、チャンピオンだった頃を思い出した。誰も居ない、誰も現れない、誰も求めてこない、そんな一室。王者としての使命をこなすための牢ろう獄ごく。今となってはそんな風にさえ思うほど、この一月の暮らしで、フウタは人の優しさを憶おぼえてしまった。

　だから。

「るーんぱっぱー、うんぱっぱー」

　そんな声が扉越しに聞こえてきた時、思わずフウタは席を立った。

　ノックの一つもせず、その少女は平然と部屋に入って来る。

　そして、フウタを見るなり少し驚いたように目を丸くすると。

「きゃー、ふしんしゃー！」

　それだけ言って、抱えていたバスケットをサイドテーブルに置くと、いそいそと何かをぺたぺた壁に貼り始めた。完全にフウタの存在はスルーされた。

「……いや俺の部屋だよ！」

「ぱっぱらぱっぱらうんぱっぱー」

「……あの、もしかして怒ってたりする？」

　フウタそっちのけで何かをしている彼女に、フウタは恐る恐る問いかけた。

　別に怒られるようなことに心当たりはない。

　ただ、明らかに自分が無視されていることには気が付いた。

「ほ？」

「いや、聞きたいのはこっちなんだけど。あの……おかえり？」

　コローナがフウタの後から部屋に入ることなど、朝やってくる時と食事を運んでくる時くらいだ。それも『出会え出会えー！』だの『めいどー！』（おそらく毎度ー！　のもじり）だの『生きてろー？』だのと、彼女の方から何かしらアクションを起こしていたせいで、こちらから何と言っていいのか分からなかった。

　おかえり、と言われた彼女は一度目を瞬かせる。──

　そして、噴き出した。

「やだなー。それはフウタ様の台詞せりふですよーっ？」

「……ん!?　どういうこと!?　俺だよ!?」

　フウタならばコローナに〝おかえり〟と言って許されるらしいことは少し嬉しかったりもするが、そんなことより意味不明なこの状況。

「ふしんしゃさんめーっ。フウタ様が帰ってくる前には帰っておけー？」

「待て待て待て待て」

　なまじここに居るのがフウタではなく不審者だったとしても、不審者への対応が緩すぎるコローナだった。

「なんで俺偽にせ者もの扱いなんだよ」

「そんなの決まってるじゃないですかーっ」

　口元に手を当てて、うぷぷと笑うコローナ。

「今夜はフウタ様は帰ってきませんよっ。姫様の部屋で朝までコースですねっ」

「しねーよ!!」

「メイドの勘は、当たるのよ。坊や」

「現在進行形で外してるよ！」

　そこまで言うと、コローナは頰を膨らませる。

「ぶー」

「え、抗議されるところなのか、これは」

「だってさー」

　ぺたぺたと四方の壁に何やら貼り付け続けていた彼女は、観念したように唇を尖とがらせてフウタに目をやった。

　そもそも彼女は何をしていたのだろうか。バスケットには、色とりどりの装飾。あれは王族のパーティに使うような代物だ。どこからパク──もとい持ってきたのだろう。

「偽者ってことにしておかないと、メイド、ちょっと沽こ券けんにかかわるというかー」

「沽券……？」

「部屋の主より帰りが遅いのはダメでしょ。もしお前が本物のフウタ様なら、寂しい想いをさせたことでしょう。よよよ」

　下手な泣なき真ま似ねだった。だが、言っていることは事実だった。

「それはそうだけどさ」

「まさかの肯定っ」

「でも、むしろちょうど気付けて良かったよ。いつも居てくれてありがとう、コローナ」

　そんな、フウタの緩やかな笑みに、少しバツが悪そうに頰を朱に染めた彼女は。

　それでも赤くなった顔を努めて気に留めず、変なポーズで身構えた。

「さてはお前、本物のフウタ様！」

「ようやく!?」

「はー。仕方ないですねー。もー姫様と朝まで楽しんでこいよー。読みが外れたー」

　ぶつくさ言いながら、彼女はテーブルにぶら下げる鎖のような装飾を付け始める。

「フウタ様、こっち持って」

「あ、ああ。何をやらされてるんだ俺は」

「フウタ様おめっとー会の準備」

「自ら!?」

　思わずツッコんで、後から聞きなれない文字列に気が付いた。

　フウタ様おめっとー会。

「……俺のおめっとー会？」

「そですよっ。パーティつまんなそーだったし。姫様とあれこれやるだろーなーと思ってたから、明日とか？　そーゆーつもりだったんだけど……何帰ってきてんだよーっ」

　どつかれた。

「……コローナが祝ってくれるのか？」

「準備だけしてフウタ様一人で勝手に祝えー、って絵面酷ひどいですねっ。それでもいーけど、今なら無料でメイドが付いてくるぞっ？」

「そうか……」

「お得っ！　おまけが本体っ！　喜べー？」

　ぴょんこぴょんこ。楽しそうな彼女を見つめる目が、自然と細まった。

　わざわざ自分を祝ってくれる人が居るというのは、こんなにも幸せなことなのかと。

「ありがとう。本当に嬉うれしいよ」

「へー」

「戦いに勝って、誰かに祝われるなんてことは……殆ほとんど無かったから」

　今しがた祝勝会を開催された身で何を、と思われるかもしれない。

　けれどフウタにも伝わった。彼女が自分を想って、祝おうとしてくれていることくらい。

　だって内容はどうあれ、彼女の中では今頃フウタはライラックと楽しんでいる最中で。その時間にわざわざ準備して、ライラックと楽しみ終えたあとのフウタを祝福してくれようとしていたのだから。

　そんなこと、ただの義理で出来るはずもない。だから、彼女のこれは純粋な善意だ。

　そう受け取ったフウタの耳に飛び込んできたのは、これまた想定外な台詞だった。

「メイドも楽しかったですしねーっ」

　え、と言葉を漏らして顔を上げれば、飾りつけ中のコローナ。

　結んだ金の二房や、ふわっと膨らんだスカートがふりふりと揺れる。

　背中越しの彼女の表情は見えないけれど。

「あんな風に、〝闘い〟を楽しく思ったのは初めてでしたしっ。あまり気負わず応援出来るのも良いいですねっ。……負けたって死ぬわけじゃないですし」

「そっか。……楽しんでくれたのか」

「フウタ様が勝ったから、尚なおのこと楽しかったですよっ。負けてたらティーカップ投げ込んでうおおお！ってしてましたっ」

「やめようね、陶器は危ないからね」

「てひひ」

　ああ。と、胸の内に起こる感情に、フウタは自分で驚いた。

　──勝てて、良かった。

　だって、楽しんでくれていた。その言葉がどれほどフウタにしみる言葉なのか、きっと彼女は分からないだろう。何故なぜなら、彼女は武人ではないから。戦いに楽しさを見み出いだした人間ではないから。けれど、だからこそ。戦いに華やかさを求めてなどいないからこそ、純粋にフウタを応援してくれた。──楽しんでくれた。自分の闘剣を。

　それは間違いなく、コロッセオの頃の自分を救ってくれる言葉だ。

「……ありがとう」

「ってことで、祝うぞー！　ほんとは明日のつもりだったんですけどねっ。フウタ様が付き合い悪く直帰なんてしてくるもんだから大変ですよもうっ」

「あーいや、もし不都合あるなら、俺は明日でも全然」

「メイドだって早くやりたかったんですよっ」

「──っ」

　出来ることなら。と、そんな言葉が間に挟まったような気がした。

「そっか。じゃあどうしよ。なんかこう、どうすれば祝勝会になるのか分からないけど」

「楽しけりゃいいんですよ、何だって。どーしますっ？　勝ったーやったーって気持ち、全力で表現していけー？」

「……そう、だな」

　少し考える。勝ったー、やったー、という気持ち。

　それを表現するには、まだ自分には経験値が足りないけれど。

　勝利を喜んでくれた人が居る。それが一番嬉しいということだけはフウタの中の真実だ。だから、彼女が喜んでくれるならそれがいい。

　ふと思い出したのは、ライラックが冗談交じりに言っていたこと。

　抱え上げてくるくるするのは、コローナが喜ぶとか、何とか。

「コローナ、ちょっといいか？」

「お騒がせお掃除メイド、コローナちゃんですよーっ。祝勝会の音おん頭どは決まったかー！」

　拳を突き上げ、それこそ軍の音頭でも取るような彼女の声に頷うなずく。

　そして、その華きゃ奢しゃな脇腹を両手で摑つかんだ。

「ふぇ」

「よっと！」

　天井に突き上げるように持ち上げると、思っていたよりずっと彼女は軽かった。

「──え、あの、ふ、フウタ様っ？」

「……ちゃんと食べてるか？」

「お前を晩御飯にしてやろうかっ！　──てゆか、なに、なにこの、捕獲!?　メイドが晩御飯!?　祝勝会の七面鳥みたいな感じに!?」

「そうじゃなくて。ほら、勝った時に言ったじゃん。両脇抱えてくるくるーって」

「えーっ！　ちょっとちょっとフウタ様っ、メイド、そんな子供じゃ」

「あれ、嫌だった？　姫様が、コローナはそういうの喜ぶって」

「あの女!!　もうほんとあの女!!」

　嫌だったなら降ろそうか。そんな風に眉を下げるフウタに、持ち上げられたままのコローナは小さく可愛かわいらしい溜ため息いきを吐くと。

「はふぅ……ま、いっか」

「コローナ？」

「おらおら、まわせー!!　有言は実行するものですよフウタ様っ！　ちょっとこの至近距離で見つめられ続けるのも照れるものがありますしっ！　どんどん回して風感じて気にする余裕もなくしてけー？」

「そ、そうか！　じゃあ遠慮なく」

「きゃー！」

　くるくると──否、ぐるぐると。それはもうフウタの鍛え抜かれた膂りょ力りょくにより、本当に風の音しか聞こえなくなるほどの大回転。意外と楽しくなってきたコローナはテンションをどんどん上げて、心の底から嬉しそうに笑う。もっともっとまわせー、という声すらフウタには届かなくなった頃に、彼女は小さく、儚はかなげな笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「……ま。いっか。いつまでこうして遊んでられるかも分っかんないしっ」

　人生は太く短く！　そう心に決めている彼女は、その一瞬だけの表情の変化を見せるに留とどめて、またフウタに満開の笑顔を向けた。

「いっけー!!」

「──よし、限界までやってやる！」

　──無論、誰よりも戦いに秀ひいでたフウタが、その顔を見逃すはずもなく。

　静かに、夜は明けていく──。
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　あとがき




　双方に義、信念、渇かつ望ぼう、願い。

　ぶつかり合う刃に懸ける想おもいと託す祈りは、今ここで鍔つば迫り合う二人だけのものに非あらず。

　背に受ける歓声、観客の熱を乗せて美しく滾たぎる火花を散らす。




　藍あい藤ふじは今日も元気です。

　闘剣って良いいよね、っていうのが冒頭の三行。そんなわけで、

『たとえば俺が、チャンピオンから王女のヒモにジョブチェンジしたとして。』

　通称〝俺チャン〟をお届けしました。

　お楽しみいただけたのならば、それ以上の幸いはありません。

　ことの発端は昨年、令和元年の霜月。発売された某国民的ＲＰＧをプレイしていた折にふと、「スポ根ちっくな闘剣ファンタジーやってみたいな」と思い立ったある日。

　構想を練っていたら、気づいたら王女のヒモになっていました。

　どうしてだろうね。分からないや。願望かな。なんて冗談冗談。

　実のところ、これはまだまだ前準備。やりたいことの一端だけは、第一巻のクライマックスで少しだけ魅せられたような気がしますが……本番はこれから。

　王都にコロッセオが出来、それこそ主人公を追うようにしてこの地を訪れる猛も者さたちの想いを受け止める。そういった物語になっていきます。

　ちらっとプリムが言っていた、コロッセオ最高峰のリーグの面々などがまさにそれ。

　それぞれ違った想いを抱き、主人公を超えることを目標に、王都の地でまた闘剣の炎を燃え上がらせる。そんな作品がこちらです。

　過去の知り合いはもちろんのこと、エピローグで言っていたように、王女ライラックもまた最強に手を届かせようとする一人。新たなキャラクター、今回出てきたキャラクター。どうかこの先もお楽しみにしていただければ幸いです。

　とはいったものの。

　第一巻に思い入れがないのかと言えば、そんなことはありません。

　最初こそ物語のセットアップとして練った構想は、いつの間にかそれだけで一本の綺き麗れいな物語になっていました。それこそここで幕引きにしても良いくらいで、書き上げた当初はここで完結でも構わないと思っていたんです。

　そうしなかった理由は、勿もっ体たいないと言ってくれた友達が居たから。

　コニくんには感謝しかない。彼に話していなかったら多分、本になるどころか、なろうに連載すらしていなかった。ありがとう。

　そうして投稿して、みんなに楽しんで貰もらえて。書籍化の打診も、八社から。

　忙しい中で連載を続けられたのは、この作品を人気作に押し上げるよう手伝ってくれた津つ田だ彷ほう徨こう先生と、一番本気でこの作品を良い本に仕上げようとしてくれた担当氏二人。

　そして、「書籍化するから！」を盾にした言い訳を聞き続けてくれた、お世話になっている各方面のプロデューサー各位。

　何より、連載当初からここまで読んで応援してくれた読者の皆さんがあってこそ。

　この場を借りて、謝辞を。皆さん本当にありがとうございました！

　ということで。

　この本をお手に取ってくださった皆さん。新たに、皆さんにも改めて感謝を。

　これまでを応援してくれた皆さんと、今ここでご購入、お楽しみいただけた皆さんあってこそ、この先の未来があります。本当にありがとうございます！

　これからよろしく!!

　次回は十月。また二巻でお会いしましょう！　約束だぞ！




二〇二〇年　七月吉日　慣れない自宅執筆に四苦八苦しながら。


藍あい藤ふじ唯ゆう　拜はい
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たとえば俺おれが、チャンピオンから王おう女じよのヒモにジョブチェンジしたとして。
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